


駐
+
吊
車
駐
十
EI鱒

掘y.
将
匿
LnMH胤
叩凹

^TX.tTtXS山∑⊃JĈ
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例 言

本書は『雲岡石窟』全十五巻のうち第十三巻,第十四巻にあたり,第十九洞と第二十洞

の調査と研究をまとめたものである｡本文は第十三雀,第十四巻を合本にしたけれども,国

版は第十三巻第十九洞,第十四巻第二十洞と通常どほり洞別にわけた｡

第十九洞と第二十洞とは,主として昭和十五年(1940),もと所員羽舘易氏が,もと所員成

亥一郎氏を助手として投影した｡第十九洞の測量は,北野正男氏が昭和十六年(1941)おこ

なひ,第十九A洞は昭和十八年(1943)水野が測量し,第十九B洞は同年岡崎卯-氏が測量し

一部は八木正治氏の助力変えた0第二十洞の測量は,昭和十六年と十七年(1941,1942)にわ

たって,真贋がおこなった｡た ,ゞ第十九洞,第十九BII同の測量図その他が,敗戦にあたって亡

失したことは遺憾であるo拓本は,双方とも,昭和十五年(1940)徐立信氏によって作製され

た｡

本書の記述は著者二人の共同執筆であり,英文疏評はオックスフォウド大挙東洋美徳館

P･C･Swann氏の手になる｡

本書の刊行は,本所の出版費をもととし,文部省首局および京都大撃の特別の配慮のも

とに達成されたものであるo

以上の諸氏ならびに諸機関に勤し,心から感謝の静をさ げゝるとともに,過去十数年間

の調査と研究に有形,無形さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に封し,さらに本巻

の編韓に戯身的努力をはらほれた帝藤菊太郎,陳顛明,助手岡崎敬の諸氏 および一切のタ

イブラィタァの券を鰭昔された川合スミ子蟻に封し,深甚の謝意を表したい0

1954年12月

著 者
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序 章

曇 曜 ミ雲 岡 石 窟

1

『漢書』巻九四上の句奴侍に,武帝の元光二年(133Ⅰう.C･),旬奴の草子が十寓騎をひきゐて武州

墓に入窺したと書いてあるO これは武州墓の名が史書にみえるはじめであるO漠代における武州

基は,もとより蓮都の防備線上にあった｡それが,北親になると,国都平城にちかい要所であった｡

『魂書』雀一〇八の砥儀志によると,太宗明元帝の永興三年(A･D･411)三月に,帝は武周山の山頂で

天地の両紙にいのり,のち年ごとにこ でゝ親祭してゐる｡武周山は,いふまでもなく武州山であ

り,『親書』巻七上の高租紀には,武州山に雨をいのったと明記してある.これが今日いふ大同西郊

の雲岡である｡

いまこ にゝ石窟がいとなまれるやうになった,その由来は,『親書』巻一一四の程老志に,つぎ

のやうにしるされてゐる｡

曇曜 帝にまうす,｢京城の軌 武州墓において,山を掌 りたる石塵に,窟五所をひらき,悌像お

のおの-を靖健せん｣とOたかきもの七十尺,つぎのもの六十尺｡彫節は奇偉忙しで一世に冠

たり｡

発議が沙門統曇曜にあり,経常が帝宝によることはあきらかである｡また,ひらいた石窟が五所あ

り,おのおの親尺で六,七十尺の尊俊一鰻をおさめたことも明白である｡貌尺の六,七十尺は,ほゞ
ユ)

14.10メェトル,あるひは16.45メェト}L,にあたる｡尊像を-鯉づ おゝさめた石窟五所とは,第十六

洞から第二十洞にいたる五大石窟であることは,まうすまでもない｡この五窟は,その所在 としゝ

ひ,株式といひ,規模といひ,最初の五大窟に比定されるのに,もっともふさはしい｡それで,これを

曇曜五窟といふOこれほどに草創の事情はあきらかであるが,その開始の年は記載がない｡

た ,ゞ曇曜奏請の,この記事は和平初年(A.D.460)に曇曜が師資についで沙門続になったこと

につ いゞて書かれてゐる｡和平以後であることはあきらかである｡ところが,この二つの記事のあ

ひだに,曇曜が中山から国都平城におもむいたことを記してゐる｡いはく,

はじめ曇曜は,後備の明年 (A.D.4153)をもって,中山より命をかうむり京におもむくO帝の出

づるにあひ,路にまみゆるに,御馬す んゝで曜の衣をふくむ0時のひとおも-らく,馬は善人



雲岡石窟第十九洞-第二十洞

を識ると｡帝のち奉ずるに師憩をもってす｡

と｡ これは新砂門統畳曜を説明する-挿話であるO こiにいふ復傍の翌年と曇曙の開撃とは,な

にも関係がなし1｡だから,石窟の開饗を和平元年(A.D.460)といふわけにいかぬが,とにかく曇曙

が和平元年に沙門続と覆ってから,最初に着手した大事業であったことだけは確賓である｡それで

和平元年で覆いにしても,その後一両年のうちであったことは,うたがひをいれ覆いO
g)

雲岡の五大窟に関して,もうひとつ重要なことは,これにさきだつ五級大寺の五膿稗迦像の記

事である｡その保にいはく,

興光元年(A･D･4541)秩,有司に勅して五級大寺内におレ1て,太租以下五帝のために,薄迦立像
ifd

を鋳る｡おのおの-丈六尺oすべて赤金をもちふること二嵩五千斤覆りO

とoこれは銅の悌立像であったらしいが,太組以下五帝のための追善であったことが明白である｡

したがって,これについでつくられた雲岡の五大窟も,また太組以下の五帝のためにつくられたも

のと推定してよからう｡して,その五帝とは,

(1)太租道武帝(AID･386-408)-(2)太宗明元帝(409-423)- (3)世組太武帝(424-452)-

(4)恭宗景穫帝-(5)高宗文成帝(452-465)
4)

である.このうち三帝は夜く怒った天子であり,つぎの-帝は位につか夜かった天子であり,最後

は現存在任中の天子である｡ 生存中の天子のために編をいのることは,常時の造像記にもみられ

る一般的風潮である｡けっして異例をものではない｡現に｢樺老志｣の記事にも,す ぐこのま-に現

存在位中の天子のために,併像をつくったらしいことがうか はゞれる｡それによると,

この年(A･D･452),有司に詔あり,石像 をつくり,帝身のごとく怒らしむ｡すでになりて顔上

足下におのおの黒石あり,帝鮭上下の黒子と冥同す｡論者もって純誠のいたすところと覆す｡

といふOこれは石の悌像をつくり,帝身の大きさにしたのである｡これには｢程老志｣のいふ帝は

｢雷今の如来なり｣といふ観念がはたらいてゐることは雷然であるが,また,同時にその帝の宿をい

のってゐることも,うたがひがたい｡

2

6)
さて,ひるが-って畳曜その人をみよう.

1 関野堆 ｢古代中国の尺度について｣(東洋拳軌 第35懇3･473fe),東京1953年刊,p234.北貌ほほ 後ゞ漠尺によったものとお
もはれる0

2いまの『親書』揮老志には五般大寺とあるが,『康弘明菜』(大正大蔵経,第五二巻,pl103)審二払くところの『親書』揮老志に
は五経大寺となってゐるOたぶん五級の塔をもった大寺であったらう0

3割復 ｢新嘉量之校量及推算｣(考古学論叢,第二),二東京1930年flj,p.21によれば,ほ 5ゞ,566キログラムと推算される0
4塚本善隆 ｢雲間三則｣(支部係数史拳,第3番第4携,のち支那悌教史研究所収),京都194=2年刊,p.219｢225.
5犠本書隆 ｢沙門統曇確とその時代｣(支部沸教史研究所収),p.131-164=.



序章 曇 曜 と雲 岡石窟

曇曙の生れた年も,なくなった年もわかってゐない｡けれども,北涼の狙菜牧健(A.D.433-439
'l

在位)のとき,樺業をもって解せられ,また,その太停張浮から師の薩をもって遇せられたといふ｡

北涼(A.D.396-439)は鮮卑族狙渠氏のたてた国で,張按に都があった｡ その太停張浮は武威姑減
I､

の人,和寧の令となり徳化をしき,百姓から父母のごとくにしたはれ,｢慈君｣とよばれたといふ｡

つまり曇曜は,賛成的な習樺の業で時人に稀され,また,%民から｢慈君｣としたほれた徳行家の太停

張浮から,師蕗をもって尊敬されてゐたのであるOだから,どうわかくかんが-てみても,もはや二

十才以上,三十才にちかし1年であったらうO

してみると,かれは太武帝の北涼平定(A.D.439)に際し,玄高や前沙門統師資夜ど とゝもに,

北魂の都平城にうつりすんだのであらう｡かの｢輝老志｣にいふ,北涼たひらぎ,その閑人を平城

にうつす,｢沙門や併寺み夜ともに東す｣とO まさに,その一例をしめすものである｡涼州人の移

住,涼州文化の移植によって,国都平城はますます隆昌におもむいたが,それもつかのま,まもなく

太武帝の磨僻がはじまった｡ それは太平虞君七年(A.D.446)のことであるが,それまでに曇曜は

すでに投荷をもって知られ,ある程度,篤信の皇太子晃の信任変えてゐたやうであるO｢程老志｣に

は,つぎのやうにし､ふ,

これよりさき,沙門統曇曜は挽偽あり,また恭宗の知って砥するところと在るO悌法の滅せら

れるや,沙門別空く鎗龍をもってみづからいたし,遣俗して兄をもとむO曜はちかって守死せ

んと欲す｡恭宗したしく勧陰をくはえ,再三にいたる｡やむをえずしてやみ,ひそかに法服器

物を持し,しばしも身をはなさず｡きくものこれを欺じおもんず｡

とO還俗をがえんぜず,死をもってまもらうとしたことは,さすがに操侍をもってきこえたかれに,

ふさはLL､とい-ようか｡虜備中のおこなひも,これで,ほ 察ゞせられるであらう.しばらく弾塵

の急夜国都をはなれ,地方の中山(河北省定願)に身をひそめることになった｡ときに曇曜は四十歳

前後であったらう｡

やがて恭宗殺し(A.D.451),太武帝崩じ(A.D.452),同年文成帝によって併教復興の詔がくだ

された.ついで,その翌年(453),曇曜はめされて中山を馨し,国都平城におもむし､た｡こ でゝ,さき

に引用した御馬の一件があって,恭宗の子たる文成帝に知られるにレゝたったのであるO 文成帝は十

三歳で即位したから,このときは十四歳である｡文成帝が麿併以前に父恭宗のもとで,曇曜を知っ

てゐたかどうか,中山の避難中に連絡があったかどうか,それはわからない｡文成帝は幼少であっ

たとしても,側近に知人がゐることは充分にかんが-られるし,ときの道人統師資も涼州からうつ

1悪陵(AD.497-554)『高僧俸』(大正大赦鮭,第五〇巷,p･398),蕃11にいふo｢ときに河西国は氾張茂虚ありQときに沙門曇
曜ありoまた椎葉をもって構せらるO偏太侍張揮ふして師橋をうく｡｣

2 雀鴻 『十六国春秋』(太平御髪,懇二六八軒引)北涼録 ｢張洋あざ恵は元度,武威姑癌の人な りD和琴の令とFS:るO政は徳化

をもって本となし,威刊につとめず,民あやまちあるものは孝経と忠臣孝子棒をよましめ,これを訓導すD百姓これを愛すること

父棒のごとく,放して慈君といふ｡｣

3
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りすんだ僧侶であったOまもなく和平初年(A.D.460)になって,道人統師資がなくなり,曇曜はそ

の後糖にえらばれた｡道人続の名も沙門続にあらためられた｡抄門練とは,後秦の借主,南朝の僧

正などにあたり,宗教行政の長官である｡その役所は伶曹とよばれた｡

曇曜は,さきに涼州において太停張浮に,いまはまた文成帝に,師薩をもって過せられたとい

ふ｡師鰻をもって過するといふのは,抽象的に師として尊敬されたといふのでなく,師倍として経

典の講話をうけるとか,持戒や供養や造寺造像等の,宗教的安践をしたしく指導されるとか,さうい

ふ具鰹的な事案をさす｡さうして,このばあひ曇曜のやうに稀業を解せられた倍侶であってみれば,

併典の議論より,やはり,なにか功徳を修する善業に,みちびかれるといふことであったらう｡その

ころ造像,造寺には,かならず師倍とか,導師とかよばれるものがゐて,その善行を主宰し,篤伝の

衆庶をみちびいたのであるo つまり,沙門統曇曙は,帝の師倍として武州基の五石窟を開墾し,五

帝の現世また来世の宿業を修することになったのであらうo ときに曇曜は,もはや四,五十歳に達

してゐたであらう｡

3

さて帝室のカで雲岡に五大石窟をつくることになったが,曇曜は沙門続であったから国都の平

城に居住したやうにもおもはれるo Lかし,唐の道宣(A.D.596-667)の『標高健停』(大正大束経,

第五〇巻,p.427,428)令-,曇曜侍では,石窟通楽寺にあって,諸倍をあつめ詩経に従事したとった
り

へてゐる｡おそらく,雲岡に居任してゐたものとおもふ｡これだけ大規模の石窟をつくることは,

けっして生やさしい事業では覆いからである｡

曇曜が謬経に徒事したことは,｢穆老志｣にもかんたんに書かれてゐる｡す別まち,
ChrEulg-na-hsleh-S116

義曜また天竺沙門常都邪合等と新経十四部を浮出する｡

とし,ふ｡この新経十四部のうち,現有するものについていふと,『村法戒因縁侍』(大正大蔵経,第五
〇巻)六巻と『雑費戒経』(大正大蔵経,第四巻)十三雀は昔迦夜との共課であるOまた健佑 (A.D.

445-518)の『出三蔵記集』(大正大蔵経,第五五巻,p.13)雀二には,この二部のほかに寵樹の『方便

心論』二巻があり,ともに音迦夜との共辞に覆ってゐる｡道量の『標高倍停』巻一には,『村法戒停』
2)

のほかに『浮度経』があるが,『方便心論』も,『浄度鮭』も,ともにいまったはってゐない｡諸鐙に関
して興味あるのは,あの有名な『世論新語』の註者劉孝標こと,劉唆(4162-521)が,こ にゝゐて,曇曜

㌔
等のために筆受の役をうけもってゐることである｡

1 ｢鐸曇昭は ･ ･恒安石窟遠類寺に任す,･ ゆゑに北義石窟において諸徳僧をあつめ,天竺沙門に封し,『付洩蔵倖』73:らぴに

『経度産』を課す,｣とある0

2 『鮮度産』の名は,しばしば『浄土経』とも記されるが,『鮮度控』が正しいであらう｡

4
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『村法戒因縁侍』は,程迦の滅度後,法統の連綿としてった-られてゆく,一種の儒教史である｡

いま,こ にゝ浮出されるにあたっては,あの生々しい麿燐の記憶があり,法を末代までもった-よ
1)

うとする意欲がつよく感ぜられる｡現行本は秩序がなく,のちの輯本にすぎないといほれてゐる｡
J弛ka Nld弛a

しかし,だいたいの性質ほうか -ゞるものとおもふ｡『薙賛戒鮭』は,本生談や困縁談をあっめた

ものである｡そのなかのはをLが第九 第十洞に多いことは,本書第六巻(p.44)にといたごとくで

ある. ことに,その主室の南壁は,これらの説話の造形化につとめたあとが明瞭であって,とくに

天女華玉田橡,兄弟二人出家因縁,尼乾子役火因縁,八天開法因縁のごとく,他書にみない困縁談の

数多くみられることは,謬経と造窟とのふかい関連がかんが-られ,両者がともに曇曜の手でつく

られたことが,おもひあはされるのである｡曇曙はこ にゝゐて石窟の開撃を主宰するとともに,こ

をゝ鐸経の道場 としたOそしてかくのごとく因縁此愉談を,しばしばくりか-しとくことによっ

て,大衆教化の目的を達しようとしたのであった｡
顎E

『浮度経』は『浮度三味経』ともいはれ,おそらく曇曙のもとでできたとおもはれる『提謂汲利
R)
経』と同類の悔軽で,卑近な賓接的経典であったらうO『浮度経』の一二の文は,たと-ば唐の法琳

(A.D.572-640)の『宗宰正論』(大正大蔵経,第五二懸,p.495)のうちにも,みし､だされるo

浮度経にいはく,まさに九蘭を持すべし,いはゆる歳に三,月に六覆り,九蘭は九柵に厳ず,九

慨をのぞき,九悪を滅し,九病を愈す,三欝は三界をし,で,三道をもとめ,三流 を判じ,三苦を

断じ,三轟を治し,三途をふさぎ,三尊に慮ず,六帝は六情を制し,六灰を禁じ,六衰をと めゞ,

六和をおこし,六倍を覆すとO

また,

浮度経にいふ,八重とは八節目をいふなり,天王の奉ずるところの文書が,一歳に八出するを

いふ,ゆゑに八重と挿す,この日もっとも急,歳をはり事をはり,考課が結定するをいふ,う-

にいふ天帝,三十二臣,四銭,司命,司鉄,閣羅,つかさどるところの神明が聴察し,罪痛を疎記

し,尊卑をいとはず,一月に六奏す,六たびの筋 目これなり,一歳に三覆す,すなはち三たびの

長新月なりと｡

といふ｡在家の卑近な賓践をとくもので,『提謂経』がひじゃうなし-きほひで江南にいたり,鴨居に

かよんで弓員固な信仰をもったあとをみると,この曇曜の卑近な大衆的指導は,常時にふかく浸透し
2) Trapらa Bhlllka

たかとおもはれる｡さきの『薙賛政経』にもトラブシアとバリカのは夜Lはあり,同書がかうした

卑近な信仰説話にとむことも,曇曜の人となりをよく反映してゐるとおもふO雲岡の造像にも,し

ばしばトラブシアとパリカの困縁談(本書,第五巻,Pl.63,第九巻,Pl.56,第十一巻,Pl.45)があらは

1H MaspeIO,Surladateetl'authenlLel'laduFo,uja-tBang-yin-yucm-iehゥucm(M鮎 ngesd'Indlanismeoirertsparsesgl昌vesaM
SylvainL6vi),Paris1911･
2智昇 『閲元鐸教録』(大正大蔵経,第五五番),p539･
3 塚本善隆 ｢支部の在家悌教特に庶民悌教の-経典｣(東方拳報,京都第12巻3冊,のち支郵件数史研究所牧),p293-353･
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されてゐる｡

曇曙は,ほかに密教的な『大昔墓碑呪経』(大正大蔵経,第二一巻)四巻を課してゐる｡これも

嬰に密教的な経典といふより,曇曜にとっては雨をよび,賛珠をもとめる呪法として,重鮎があった

のかとおもふ｡おそらく,大衆にはたらきかけるう-には,その方がよかったのであらう｡『親書』

には,曇曜の課業に常都邪合の協力がかたられてゐるが,他の文献にはまったくみられ75:い｡むし

ろ昔迦夜の名がしばしばみえてゐる｡同一人であらうか｡

唐の智昇の『開元程教鉄』(大正大鼓経,第五五亀 p.539,540)巻六には,畳曙の課業として,つ

ぎの諸鮭があげられる｡

大昔義紳 呪経 二巻 或四巻

浮度 三昧経 - 巻

付法蔵侍 四巷

三部七=巻があげられ,昔迦夜が沙門練兵曜のために謬したとして,

大 方虞菩薩 十地経 一巻

稀揚諸併功徳経 三春

方便 心論 一巻 或二巻

付法戒 因縁博 大巻 或四巻,或云二巻

薙 賛戒経 八巻 録云十三巻

五部十五巻があげられ,前者は和平三年(A.D.462)のことゝし,後者は延興二年壬子 (A.D.472)

のことゝし,後者には劉孝標が参加して筆受したといってゐるO これは曇曜の課業を絶括したも

のであるが,厳密には,なほ検討すべき余地があるとおもふ｡

4

曇曜は,もとより一世の倍額をえたであらうO また,石窟の造営には,畢生の努力を傾倒した

こと おゝもふ｡けれども,この大事業は,さうたうに困難をきはめたにちがひない0-時に多数の

工人を使役して,工事をす めゝたことは,第十九洞の千悌姦造成(p.49)においても推定されたごと

くである｡ところが,この大事業の第一の紋随は,石窟の構造的夜脆弱さにあった｡まだ経験した

ことも覆い大き夜大傍をつくるものとしては,雲岡の岩塊は,あまりにももろかった｡水成岩のと

ころどころに脆弱改暦がみいだされた.それは第二十洞から第十六洞にいたるまで,いたるとこ

ろにみとめられるOさうして,それは切石を傑人することによって一部はおぎなほれたのであるO

これにくらべると,第七,第八洞,第九 第十洞の中央群は,はるかによい岩壁を提供した｡けれど

6



序 章 曇 隈 と雲 岡石 窟

ち,大亀裂はいたるところにかこったやうであるO 崖のはしに,大きな空洞を急速につくることは,

自然にこの岩山のバラ./スをやぶることになり,大亀裂がしばしばおこったのはやむをえなし1こ

ととい-よう｡その大亀裂のぶきみな音響を,つねに石窟寺にすまってゐた曇曜は,たびたび経験

したことであらう｡さいわひに,崩落してしまったとし､ふやうなことは,なかったかも知れないが,

どの石窟も東西にわたる大亀裂をもってゐる｡それらは,たぶんその昔初からのものであったとお

もはれる｡

かういふ接衝上の困難もさることながら,さらに経営上の困難をしめすものがあるoそれは,

この第十六洞から第二十洞にいたる,いはゆる曇曜五窟が,いまだに完全に終了してゐないことで

あるOたと-ば第十七洞本尊の足部,また第十九東脇洞下部のどとく,T部ではいたるところに未

完成の部分がある｡迫刻の悌寵は,もとよりべつであるが,基本大像の計葺饗宴も第十六洞をはじ

めとして,第十九西脇洞でもみられる｡さうして,べつに推定したごとく,第十六洞の本尊や,第十

九西脇洞の現存する二尊が,様式上第五,第六洞とおなじころにできたとしなければならぬとする

と,たぶん,太和の初年(A.D.477)まで,これらの工事がまだをはってゐなかったことを竃するわけ

であるoだから,北魂最盛期の帝室の力をかたむけても,これだけの石窟をつくることは,安に大

なる難事業であったことを知るのである｡ したがって,それにつけても曇曜の信望と不屈の精細と

が,あらためてしのばれるであらう｡

｢樫老志｣によると,のちに龍門の石窟をつくるにあたり,二十四個年,602,366人の動員をもの
】)

がたるが,それが未完二洞をふくむ賓陽三洞の工事であった｡ したがって,曇曜五窟,第七,第八洞,

第九,第十洞だけとってみても,その動員の大きさがしのばれるでは夜いか. かれは,この困難を

克服するために,あるひはかういふ困難をもふくめた寺院経済の充足のた衿に,ひとつの重要な施

策を奏話したoそれが倍耽戸と悌囲戸の創設である｡｢樺老志｣にはかうかいてゐる｡
跡E

曇曜奏す,平索戸および諸氏にして,よく歳に穀六十附を倍菅に翰するものは,す夜はち僧紙

戸と覆し,粟は倍紙粟となし,倹歳において磯民に賑給せんと｡ また奏す,民の重罪をおかせ

るもの,および官奴をもって悌園戸となし,もって諸等の掃酒に供し,歳 ごとに田をいとなみ,

粟を輸せしめんと｡高宗ならびにこれをゆるすoこ にゝおいて僚舐粟および葦戸は州銭にあ

まねし｡

高宗ゆるすは,高租ゆるすであって,承明元年 (A.D.476)ごろにあるべきは,塚本善隆博士が著書翌さ
a)

れたごとくである｡文面のとほりであれば,悌囲戸は寺院に屠する奴隷で,寺院の役務にしたが

ひ,田地の耕作までぉこなったのである｡停砥戸は倍菅,つまり宗教行政の機関に歳六十射 (1,203

1 水野清一,長虞敏雄 『青巨門石窟の研究』,東京1941年刊,p.126,127.

2劉復｢新嘉量之校量及推算｣,p21によれば,1,203.81)ットルと推算されるD
3塚本隆善 ｢北魂の簡砥戸･憐冠戸｣(東洋史研究,第2番3披,のち支那沸教史研･究所収),p.165-313.
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1)ットル)をおさめ,それが修孤束として凶年の救済物資になるのみで,なんら寺院に利金をもたら

さなかったごとくにみえるo Lかし,賓は倍紙栗とよばれるごとく,まづ山林倍尼の支給にあて,

また夏安居の給輿にあて,寺院各種の給輿にあてたあとが,凶歳用にのこされるのであるOそのう
1)

-,ときにはこれを民間に貸興して利子の収入さ-はかったやうである｡

もともと平秀戸は皇興三年(A.D.469)山東平定ののち,その民望をうつして朔願の西にたて

た卒索郡の戸である. この都には懐率,露安の二願が属し,願令も降人よりえらんだが,都守も降

静撞道国を任命した｡ かれらは,もともと降服者であるとともに,北方の水土にならはず,あまっ

さ-凶年がつ いゞたので,民情すこぶる騒擾をきはめた｡ それで,これを併数的教化のもとにお

普,宗敦的奉仕をもとめ,これを自分･が統監する修菅の管理下においたのである｡ これがもともと

の倍紙戸の意味であって,一種の宗教的な故潜であったOで永明元年における倍紙戸の創設は,直

接には延興三,四年(A.D.473,474)における凶歳とし､ふことに原因があるが,その不平分子 をとも

かくも統樽してゐた太守雀造国の死,またその子で太守をおそうた軽索淵の相ついだ死が,その賓

現をはやめたこともたしかであるOけれども,これは特定の寺院に属するものでなく,国家の倍晋

に属するものであり,その長官たる沙門統曇曜の統轄下にはいったものである｡

このとき,曇曜は六十歳前後であったとおもはれる｡

5

この承明元年(A.D.476)といふ年には,太上皇帝であった嶺組戯文帝が暴崩してゐる｡孝文

帝は位にあったけれども,わづかに十歳,賓権は文成帝の皇后で,孝文帝の義理の租母たる文明太

后嬬上巳の手にあり,これをたすけるものに鵜氏の兄,鵜殿があり,最高政治顧問に高齢の高允がゐ

た｡沙門続曇曜は,もとより朝野の信頗変えてゐたものとおもふ.この年 ｢程老志｣にはいふ,

東明元年八月,高祖は永寧寺にお卜ゝて,大法供をまうけ,良家の男女を皮して僧尼となすもの

官有飴人なり｡帝はために剃髪し,ほどこすに僧服をもってし,道戒を修せしめ,編を顛租に

資す｡

顛租戯文帝の冥福をいのったと明記してゐるO ところが,この年からつぎの太和元年にかけては,

賓にひんぽんに僻事がいと恵まれたO『親書』をみると,

1 ｢措老志｣にはつぎのどとくいふO｢恰紙の粟は,もと清滝を期すO僚年に.V.貸し,盟かなれば収入し,山林の恰尼は口にした

がひ給施すQ民の磐弊するあれば,また,すなはち賑給すo主司は利をおかし,はかって鼠巨､をとD,その徴表におよんでは水草

をはか らす,あるひはつ ぐ夜へる利が本をすぎ,あるひは券契を税政して貧下を侵姦し,紀梅を知る患Lo細.民症毒し,歳月とと

もにいよいよふかし｡とれ窮乏をあはれみ,慈速を宗尚するのゆゑんの本意にあらざるな り｡､､､｣『虞弘明集』(大正大赦経,
第五二審,p,272)巻二四に,高組の詔をひいて｢諸州に勅し,この夏安居の清泉をして,大州三百人,中州二百人,小州一百人,その

数庭に任じて講読し,みT3:倍紙粟を供備せしむぺし｡ もし粟すくなく,徒すくなく,この数にみたざるは,昭玄をして減をはか

り,通関せしむべし｣といふ｡

8



序章 曇曜 と雲岡石窟

この月(八月),また詔して建明寺をたつ｡揮老志

(十月)辛未,輿駕 建明備寺に幸し,大いに罪人をゆるす.高組紀

太和元年,二月,永寧寺に幸し,密をまうけ,死罪の囚をゆるすO帯老志

三月,また永寧寺に率し,骨をまうけ行造せしめ,聴講して,中秘二省に命じ,伶徒と悌義を討

論せしめ,侭に衣服安着をほどこすこと差ありO揮老志

また,方山の太組が塵をいと恵みしところに,思速寺をたつ｡揮老志

等とあらはれてゐる｡この一連の行事は,みな戯文帝の冥編をいのったものとおもはれる｡『親書』

巻八七,節義侍をみると,恒農都北欧願の人,王玄威は戯文帝が崩ずると,城門外に単底をたて,厳

格な喪に服し,百日にいたると,家財をつくして四百人筋合をまうけ,百倍供をおこなったOそれに

封し,朝廷はかれを旋表してゐるのである｡さきにあげた十月辛未の建明寺-の行幸は,戯文帝の

崩御とおなじ干支の日であるから,百二十日たってゐるわけである｡王玄威が,百日の喪に服して

のち蔚食をまうけてゐるのをみると,この百二十日後の行幸も,やはり戯文帝の冥宿ないのったこ

とはあきらかであらう｡

かういふやうに廠文帝に対して朝野の追善が手あついのは,帝が係数のふかい理解者であり,

またはやく譲位して謙譲の徳にあつかったう-に,しかも皇太后の手にか ゝり非業の最後をとげ

たといふ鮎が,ひろく一般の同情をあつめたためとおもふ｡ この篤信,謙譲の,不幸夜天子に封し

朝野の同情が糾然とあっまったとすると,加害者がはの恐怖,あるひは悔悟もおのづからつよく,

自然に手あつい追善にむかったであらう｡ したがって,また雲岡石窟においても,これに封し,なに

かの事業がいとなまれることも,きはめてありうべきこととい-よう｡

それにつけてかんが-あはされるのは,第五,第六洞の造営である｡この二洞は,まったくあた

らしい様式のもとに一気にしあげられてゐる0番室の造営であることはうたがひないれぬ｡その

う-,造営の迫力が他の追従をゆるさない｡ この-封の大石窟が,すみずみにいたるまで,一貫し

た設計と様式のもとに,中断することなく途行され,完成をみたことは,なみなみならぬ経営者の

経験と熱意とがかんが-られる｡曇曜五窟の設計費吏とか,一部の未完成とかにおもひをいたす

怒らば,このことはとくにふかく感ぜられる｡文成帝までの五帝に五大石窟ができたとすると,こ

の不孝な戯文帝のために,この一隻洞がつくられたことは,きはめてふさはしいことだとおもふ｡

『親書』巻七上,高租紀の太和初年における三岡にわたる石窟寺行幸は,この工事の進行,乃至

完成などに関連したものであらうOすなはち,

(太和四年八月)戊申,武州山石窟寺に幸す｡

(太和六年三月)辛巳,武州山石窟寺に孝す｡

(太和七年)五月成寅朔,武州山石窟寺に孝す｡

とO太和七年が食後である｡ もし,このとき開眼供養がおこなはれたとすると,超スピィ ドで,こ

9



雲 岡石窟第十九洞 - 第二十 洞

の七年間に完成をみたものと解せられるO ｡

このころも,なほ抄門統曇曜が,まだ厳然たる存在であったらしし､ことは,つぎの資料で棄せ

られる.それは『虞弘明集』(p.272)巻二四にあげた高租孝文膏の詔で,題して｢帝 倍額をもって

沙門都銃と覆す詔｣といふ｡ それは抄門統曇曜の死後,思遠寺主法師恰頴を沙門統とし,皇男寺法

師倍義を都維都とするの詔であるO文中に｢ちかごろ曜統(す夜はち曇曜沙門統)が猫潜で｣,副攻

の官たる都稚都をおかなかったと述べてゐるO さうしてみると,いまなほ七十歳前後の曇曙がか

くしゃくとして,次官をもおかず,大いに｢猫済｣ぶりを蓉捧して造寺,追懐,詩経に活動してゐたさ

まが妨疎とするではないか｡曇曜が健在であり,雲岡の造営が活磯であるならば,これに曇曜が参

興してゐないとはかんが-られない｡ こ でゝも,かれの ｢潤滑｣ぶりをみせてゐたこと､おもふ.

方山の思違寺は,太和元年に詔があり,三年にいちおう完成をみたものらしい｡ この寺の寺主が曇

曙の後任となるためには,この寺が存在してゐj5:ければならず,自然それはす くなくとも太和三年

(A.D.479)以後でなくてはならない｡ したがって曇曜の死も,けっして太和三年をさかのぼらぬ

ことになる｡

しからば,太和三年(A.D.479)以後の,いつであるかとしつふことになると,まったくなんの手が

ゝりもない｡

たゞこ にゝ,その年を暗示するひとつの事件があるO それは梁の永明四年(A.D･486)二月に
1)

おける劉孝標の南京-の亡命である｡梁の永明四年は北魂の太和十年である｡劉孝標は,もとも

と南朝に有力な同族がゐるといふので,とくに警戒されて平斉郡にうつされたほどであるから,南

戟-の亡命は唐突ではない｡かれは,もと山東の降格褒州刺史劉休賓の徒弟で,弧貧で母と兄とと

もに平奔戸に編入されたが,よるべもなく貧窮して出家し,のちまもなく還俗したといはれてゐ

ら. だから,永明元年(A.D.4.76),卒奔戸から倍紙戸-のきりか-のころ,沙門統曇曙にみいださ

れ庇護され,課業に参加するやうになったものとおもはれるOかれは太和十年の南京亡命が二十
Il

五歳であったから,曇曜の諜場参加はどうしても太和の初年をさかのぼりえない｡ といふより,む

しろ亡命の直前数年がもっともふ引j:しいとい-ようo してみると,曇曜も太和三年以後かなり

ながく生存し,太和十年ちかくまでゐたとみる方がふさはしいではないかO『親書』巻四三におけ

ら,かれの附侍には,かれの出奔を孝文帝の名族の選からもれたからだといってゐる｡ けれども'

それだけでなく,かれの参加した葦場の主であり,またなにかと生活の庇護者であった曇曜の死が,

かれの出奔を決定的にしたのではなからうか｡さうすれば,畳曜は太和七年(A･D･483)の第五,第

1 『文選』巻四三,劉孝検量答株陵詔書の注｡

2『開元揮散録』(p539,540)は,劉孝棟の課場垂加を延興二年(A.D.472)としてゐるが,このときかれは十一歳であるo Lた

がって,『雑費癌挺』以下五部の諸出をこの一年にかけず,これより太和の初年(A.D477)にわたる,十年間 ぐらゐの諾 rT'とし売

方がよいと息 もふ｡
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六洞の落成もみ,太和十年(A.D.486)にちかいころまで健在であったとみられる｡かれの北貌治下

における年数は約四十七年,涼州にゐた年を加算すると,かれの齢はどうみても七十才以上で,あ

るひは八十才以上の長命なたもったのではないかとおもはれるo いづれにしても,太和十年以後

の生存をかんが-ることは無理である｡
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弟一章 第 十 九 洞

1.外 壁

〔外塵〕 曇曜五窟中最大の第十九洞は,その群中,西から三つ目にある｡となりの第十八洞,

第二十洞よりすこしおくまってゐるので,左右の脇洞はな めゝにむいてゐる(Fig.1,Plant)｡したが

って,その前庭が梯形をなす鮎で,他の諸石窟とちがひ,外激は賓に荘厳な印象をあた-る｡明窓の

う-たかく合掌形に溝がはしり,東西脇洞 A,Bのう-におよんでゐる.ちゃうど,その合掌の頂上

に方孔があるが,それは,かって棟木をさしこんだ孔かとおもはれるoLたがって,この洞前に,かっ

て木造建築のそびえてゐたことが明瞭であるoちゃうど明窓のう-に,また永平の溝が東西にはし

ってゐるOこれも,もちろん木造建築のためのものであるoちどりにくんだ子供小金が外壁の各所

にのこってゐる｡明窓も門口もアァチ形であり,前者は後者よりはるかに大きい｡明窓のまはりFj:

梅のやうになって一段とひっこんでゐて,こ にゝも千燐の小轟があるoこれら千体轟はもとより雲

岡後期の様式である｡岩壁の上端にはたかい石づみがあって,雨永の流下をふせいでゐる｡(Pl.1)

〔門口〕 門口左右には伴食が不規則に彫られてゐる(Fig.3)｡東側は三層に怒ってゐるO上層

の二併愈 (1,2)は初期の様式である｡僻愈 (1)は楯扶金で,交脚菩薩の三尊,悌愈 (2)は尖扶轟で,二

燐の並坐をおさめてゐる｡中層の中央にある併愈 (3)は千体中東を左右にひか-た坐併亀であるO

これらはすべて雲岡後期の式である｡下唇うちがはの併愈 (4)は坐俳をもった尖扶余,併愈 (5)紘

二価の並坐をおさめた尖扶藷,さうして俳愈(6,8,9,10)はみろ:俳の坐像をもつ｡た ,ゞそとがはの

俳姦 (7)はや 大ゝきく,交脚菩薩を本尊としてゐる｡この三層は,それぞれ,あひついだ三つの時期

につくられたものらしいQそとがはは,ラ-からしたまで破損し,うちがはは,う-としたとがこ

ほれてゐる｡

もっと破損のひどいのは西側である｡上層は六轟(1-4)が規則たゞしく二段に配置されてゐ

るo上層の二併愈(3a,4a)は交脚菩薩をもった楯扶金で,下層の二併並坐をおさめた尖扶金(3b,4b)

と,それぞれ-封になってゐる｡そとの併金(1,2)も二備並坐の突抜寵である｡この六藷はみな雲

岡初期の様式に属してゐる｡このしたに彫刻のない空地があり,さらに中層,下層に覆るが,こゝ

にはきまった配置はない｡三併姦(5-7)は不規則に上下になり,まは りに千併小金があるOどれも
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第-葦 第十九 洞

東 側 EastReveal 西 側 wastReveal

第三 国 第十九洞 門 口 俳愈配置 囲 Fig 3･DistributionOfNichesonRevealsorGateway,CaveXIX･

突抜轟である｡上愈(5)と下禽(7)はどちらも坐傍であり,中金(6)は二悌並坐をおさめてゐる｡す

べて中国式服装で,みな後期の式であしるo一般に門口の上官は初期の式で,中下層は後期の式であ

るoう-からした-彫られていったことは明白である｡天井にはなにも彫ってゐないO(Pl･2-7)

〔明窓〕 明窓の両側は千体小轟でうめられる｡上下二十三 四鼠 左右十六轟,整然とちどり

にくんでゐる｡そとがはと上部は,かなりいたんでゐる｡明窓のそとまはりには梶のやうに一段

とひくいはりこみがあり,こ にゝも千併小会がみとめられるOこれらは外壁千併小金とともに,級

期の式である｡天井はいたんでゐるが,最初から夜にも彫られてゐなか たらしい｡(Pl･8-10)

2.南 壁 と東 西 壁

〔石窟構造〕 石窟の平面はほ 楠ゞ固形であるが,南がははや 直ゝ線にちかい (PlanII)｡各塵は

ラ-ほどま-にのめり,牛 ドゥム状に怒るが,天井に覆るとか-って平らである(PlanIII)｡したの方

では南壁の南端はや あゝきらかであるが,ラ-の方になるとはっきりしないOことに,北壁 と東西

壁は完全に-鰹になり,そのま-に大きな本尊俳がすわり,各壁にせまってゐる(Fig･2)Oめづらし

いことには左右の脇侍俳がない｡た 南ゞ壁左右の隅に立った併像があり,これが東壁,あるひは西

塵とのさかひになってゐる｡(Pl.ll)

〔南塵〕 千悌藷が南塵をうめ,さらに東西壁にかよんでゐる(Fig･4)｡千体轟は,三十犀ぐらゐ

あるとおもふが,下部はひどい破損である｡明窓の左右,それぞれ六列までは碁盤目に配列され,
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第-章 第十九洞

その他はちどりにくまれてゐる｡明恵と門口のあひだ,および門口の

西わきに大きな破損があるが,こ にゝも千併亀があったわけであるO天

井に接するところには,つねのごとく三角垂節があり,弧状の稚叢があ

り,坐俳の列像がある｡さうして,それは西壁-ち,東壁- もつ いゞて

ゐるのである｡これらの坐傍は千体よりはいくらか大きい｡

東の隅にたった俳像は,千併金のたかさでいふと六段分ある｡面貌

は風化してゐるが,脚をひらいて,よく均衡のとれた,威厳のある像で

ある｡僧衣は両肩をおほひ,身鰹に密着してゐる｡右手は胸にあげ,左

手はたれて衣端をにぎってゐる｡量産ははっきりしないが,かんたんな

卒園板のやうにみえる｡この反封の西隅にある悌像はもっと保有がよ

しゝ(Fig.5)｡右手は東隅の併像のどとく胸にあげるが,左手はさげて,か

たはらの童子の頭上においてタるO曇曜欝の『雄糞萩経』(大正大赦晩
S言kyam-ユnl]】uddha RZihula

第四巻,p.497)にある備侍で,樺迦牟尼傍が,その貴子ラァフラ(羅喉擢)

に初対面の光景とみとゆられるO かなじは夜Lは『併本行集匪』にも,

『普曜経』にもあり,小異がある｡そのすぼらしいできばえと,保存のよ

さとによって,この像は雲岡彫刻中の優晶とみとめられる｡とくに,中
Gl.Ph

ィ./ドのグブタ様式をつよく反映してゐる鮎でもめづらしいo

門口の東がはに三尊坐係をおさめた尖扶亀がある｡この坐偽は,

第五 固 第十九 洞

菌 壁 西部 上 暦

樺 迦 ラァプ ラ像

Fig.5.CaveXIX,SouthWall,

顔がほそく,なで肩で,中国式の服装をつけてゐるoその左がはにうつ S'Akyam uniBuddhaandR弘ula.

くLL､彫像の倍がたってゐる｡これらは,もとより後期の様式である｡この併念のしたにも,いく

たの小悌轟があり,いづれも後期の作である｡(Pl.12-37)

〔東西壁〕 南塵の千傍金は東壁,西塵にまでつ いゞて,すっかりそれをみたし,すこしな iめ

にのぼる本尊の大光背に接してゐる(Fig.6,7)｡東壁倦怠の数は二十四段であるが,したの方はす

っかりいたんでゐてみきはめがたし-｡天井に接 した三角垂鉾,弧状の権幕はほとんどきえ,わづか

にそのしたの坐悌列像が,すこしのこってゐるだけである｡

これにくらべると,西塵ははるかによく保有されてゐも｡だ 中ゞ層に岩質のわるい層がはしっ

てゐるため,それをおぎなふのに良質の石材を蔵人し,それに彫刻をほどこしてゐるo Lかし,こ

の補強の彫刻は,まざれも夜く初期の様式である｡さらにくだって腰塵には,三つの塔形を浮彫に

してゐる｡いづれも方墓のう-にたち,三本の剃柱 をもち,各層には小併轟 をならべてゐる｡た

ど,これに慮ずる東壁の塔形があったかどうかはわからない｡どうも,夜かったらしくおもはれるO

塔形のあひだには,なは千体轟があるが,う-の悌愈よりは小さいO(Pl.40-48)
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第-章 第十九洞

3.北 壁 と天 井

〔北壁〕 本尊坐傍は北壁の全面 (Fig.8)を占めてゐるO像があまりに大きいので,周壁との間

隔はいたってせまい｡ともかく,この像は雲岡最大の,もっとも力づよし､表現をもった像である0線

高約16.48mo 右手は胸にあげてゐるが,手さきは破損して,泥の補修であるO左手は膝におき,掌

のう-に衣端をよこた-てゐるo浸るい顔は隙 をうしなってゐるが,箕にまるまるとしあげられ

てゐる｡さうして,その壮重と威厳とは,おかすべからざる偉力 となって,せまってくる｡うすい着

衣は左肩をおほひ,それからそのはしで右肩をおほふてゐる｡左肩からさがる衣のゑ りは,夜 めゝ

に右わきにさがるが,これにそうて内衣のはしが胸のう-をはしり,ふちにはうつくしい唐草文帯

がつくられてゐる｡ひだは力づよく表現され,平行線になって,ひろくはった膝のう-なおはふ｡

一般によく保有されてゐるが,左の股を塵する看足のさきは,いくらか風化してゐる｡この偉大な

大像によってうけるふかい宗教的感銘は雲岡第一であり,また中国の石窟中第一であるといってよ

いO着衣のう-に散在する小さし1孔は,後代の修復をしめすものであるO

本尊の大光背は東壁におよび,西塵におよび,さうして天井のなかにまでくひこんでゐるO ひ

どくいたんでゐるけれども,火焔の外敵 脆坐供養天の円背,坐俳の内管,さらにもういちど既坐供

養天の内帯がみとめられる｡これらの帝国は,その配列において,第二十洞のそれとちがふのみな

らず,その各像の大きさにおいてもちがひ,この方がや 大ゝきい｡つぎに頭光の火櫨があらはされ

る｡火地帯は内外とも第二十洞のそれによく似てゐる｡そとの火焔はかなり複雄で,侍続的な流

雲文のいきほひをしめし,うちの火胞は流陽で,なめらかな曲線をゑがいてゐる｡第二十洞のとの

ちがひは既坐供養像が生体像より大きい鋸である｡風化によって頭光はすっかりこほれてゐるが,

中心に蓮華文のあったことはあきらかである｡光背西部の上方に坐俳の痕漣がみえるのが注意さ

れる｡(Pl.49-62)

〔天井〕 上述のごとく,北,東西の三塵はう-にゆくほどせまくなり,牛 ドゥム状に覆って天井

となるOが,天井 自身はほとんど偏平である｡天井の平面はほ 楠ゞ固形で,南がはは直線にちか

い｡大光背は天井の中心までのぴてゐるが,その先端は破損し,またその他の彫刻もすっかりいた

んでゐるのはおしいことである｡(Pl.63,PIanⅣ)



第 二 葦 第 十九 A洞 虜 十九 B洞

1.第 十 九 A洞

〔外壁〕 第十九A洞は第十九洞の東脇洞である｡第十九朝岡と相封して,第十九洞の左右にあ

り,な めゝうちに口をひらいてゐる｡だから,この外壁はほ 西ゞ南にむかってゐるわけである｡第十

八洞に封し,第十九洞はうしろにひいてゐるが,A洞は,その中間の岩塊にある｡さうして,すこし

第十八洞にくひこむやうに接近してゐる(Planュ)｡いも 第十八洞のがはに大崩落があり,大きな穴

があき,左脇侍がすこしみえてゐる｡外塵に一面千併小寵のあったことはし､ふまでもなし､oLかし,

いまは大部分がうしなはれて,明窓のまはりと,門口の右がはにすこしのこってゐる程度である｡

注意すべきことは,第十九洞の床面より4.60mたかいことであるo(Pユ･64)

〔門口と明窓〕 門口も明窓もアァチ形である｡ 明窓の方が門口より大きなこと,第十九洞に

おなじである｡ 明窓の方は,まはりにそうて一段とほりこみがあること,第十六洞,第十七洞にお

なじである｡さうして,この部分にも一律に千備中轟をほっでゐるのである｡側壁も,もとより子

悌小森の連鰭で,ちどりづみに覆ってゐるOこの部分は比戟的に保有がよく,みを簡略な通眉式で

あることはわかるが,悶々右肩から右腕を大きくつ んゝだ式もまじってゐるO天井は,あきらかに

なにも彫らなかったらしし1｡また,左右の側壁に,それぞれ上下一直線に数個の方孔がうがってあ

る｡これは中古に明障子をはめたためのものである｡(Pl.68)

門口の側壁には,複雑な悌寵が一二彫ってあるほか,やはり同様な千併小会がうめてある(Fig

9)｡天井には:,夜にも彫ってゐない｡その複雑な傍轟とし､ふのは,右側に一つ(3),左側に二つ(1,2)

あって,ほ そゞの構成を一にし,様式も相ちかLl｡基本は,う-に交脚菩薩の楯扶金,したに坐係の

実技轟をかさねたもので,要岡におけるもっとも普遍的夜形式であるが,こ はゝそれだけで夜く,う

-に天蓋かざりと七横列寵,したに供養者列像のある賛壇をくは-,さらに左右に直割をまうけて

偽像,坐像,立像の三種の僻をおさめてゐる｡偽像,坐像の供については,夜んの僻か知 りがたいが,
A畠oka DipaやkaraBtlddha

{L像の僻は一方がアシコカ王の因縁,他方が走光傍の備童因縁像であるらしいoLかも,これがみ

夜後期の繊細な横式である鮎が特色で,郎即ヨロ左側の悌禽(1日Pl.107),箪十八洞門口左側の悌愈

(4)(本書,第十二巻,Pl.77)と完全に一致する｡また第十四洞西塵底部の諸姦(第十一巻,Pl.6),第十

六洞南塵底部の諸禽(64,65)(第十一巻,Pl.62)のごときは,この壁種であり,第十七洞門口左側の

俳姦(7日第十二巻,Pl.7)のごときは,より大規模をものであるO(Pl.65-67)

〔洞内〕洞内にはいると,ひじゃうにせまい｡ 不規則の屈楕図形のなかに,侍坐の大傍が大き
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第二章 第十 九A洞 第十九 B洞

く座を占めてゐるのである｡それに未完成とい

ぶのか,本尊の足のまはりにはふかし､溝 (pl.70)

が彫ってあるだけで,蓮蹄の座はつくってゐな

い｡左右壁の脇侍菩薩の立像は,わりにあさし､

彫 りである｡遷座 をつくらうとして,ほりのこ

した岩塊(pl.84,93)はみとめられるが,これもで

きあがってゐ覆いO未完成といふべきであらうO

〔前壁〕 前塵の大部分は不規則に悌会でお

ほほれてゐる｡石窟白骨豊の造作 としては,天井

に接 した三角垂飾と弧状にしぼった推幕,それ

につ ゞくなん暦かの坐悌列像だけである｡垂館

と椎幕は雄大であり,坐係も素横であるが,たく

ましい表現であるo(Fig.10)

併寵は,まったく不規則であるが,最上の二

併並坐姦(4,5)は左右相鷹してゐるし,中部の二

併並坐愈(7,12)と交脚菩薩姦 (15,26)ち,位置こ

そ多少づれてゐるが,相封鷹してゐるやうにみ

える｡ これらは,し1づれも本尊におとらぬたく

ましい表現で,第一次の迫刻であることはいふ

までも覆い.これにや おゝくれて門口上部の諸

携 寵,底部の諸轟がひらかれていったとおもはれ

左側 LeftRevea1 右側 RlghtReveal るが,その間に大した時間約-だ ゝりは覆し､O
第 九 囲 第 十 九 洞 門 口 偽 金 配 置 樹

Fig9･DistlibutionofNichesonRevealsof
た ,ゞどういうわけか,門口上部,また左右に未

EntranceGateway,CaveXIXA. 完成の併金のあるのが注意される｡こ にゝある

諸偽金は,併像の表現がたくましし､う-に,賓壇はきまって四脚の撤廃式である.最下に第六洞式

になった小会が二つ(24,32)ほられてゐるが,これらはもちろん最後にできたものであるOところ

が,これら諸併轟のあひだをうめた子供小愈は,この最後の小金よりもあとにつくられたらしい｡

(pl.69-82)

〔左塵〕 左塵と後塵のさかひは覆い｡ 自然に琴曲して移行してゐるので,便宜的に本尊の光

背をもって後塵とのさかひとする(Fig.10)｡こゝも最上層は三角垂飾と推轟で,つぎに坐僻の列像

が怨んだんにも怒らぶOそのしたに大きな脇侍菩薩がたってゐるO 台座は未完成で,た 岩ゞ塊が

ほりのこされてゐるばかりであるが,その他は完成してゐる｡右手を胸にあげ,左をたれたすがた
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感 堕 奥 荷室 J打 3 蓋 慧 陰

蒜 ≡ 鮎 麺 ,2,2 ⊥41≡ 鮎 麺 ,2,2 ⊥41

第十 囲 第十九A洞 前壁お よび左右壁 俳姦配置 図

Fig･10 I)istributionoTNichesonFront,RightandIJeftWalls,CaveXIXA･

であるが,左の手さきは未完成であり,園田は剥落してゐる(Figlll)oLかし,本尊にふさはしい,

たくましい煙路で,眉は はゞ大きく,手足もふといO身鰹全膿は,わりあひに眉宇で,ゆるやか夜ひ

だをもった大衣が,これをつ んゝでゐる｡天衣は大きく肩をめぐり,光背と,そのおほひには彫文が

ない｡た 後ゞ世の彩蓋とおもはれる塞芝雲と火焔とが,黒々とゑが れゝてゐる｡ それはあきらか

に遼ごろのものと推定されるo(Planv)

右わきに一二の迫刻併姦(35,36)があり,さらに後塵本尊光背の下部にかけて,二三の併愈(37

-39)があり,その他はみ夜千悌小金でうめられる｡そのうち右わきの二寵は,だし1たし､前塵の諸金

につぐものであるが,う-の交脚菩薩姦(35)は未完成である｡後塵下部の三金(37-39)紘,もうひ

とつ時代のさがったもの,それでも門｡左右の諸金よりはふるいものであらうO(Pll83-91)

〔石壁〕 右塵も,左塵にお夜じであるが,全面の風化はこの方がは夜はだしい｡ とくに上部の

千併列像がさうである｡ しかし,脇侍の菩薩像は,ほ 完ゞ有してゐるのがうれしい○頭部はひじゃ

うにふかし､彫 りである. 目鼻だちが鮮盆につくられ,賛冠もうつくしい｡賓冠の正面には稗定の
vyajana 辻uモ.qlka

坐僻と新月形とがある.右手は胸にあげて梯子をもち,左手はたれて水瓶をもってゐるo衣はゆ

るやか夜カァヴのひだをたれ,すそは波状になみうってゐるO足は大きくひらき,足下には禾成の

座がある.天衣が大きく肩にまはり,大き夜頭光と囲扶形のおほひをもっことは,左脇障像におな

じである｡頚光と,その副 管ひの彰文も,すこしのこってゐる｡(PlanV)

脇侍の左手から後塵下部にかけて,二三の併寵があるが,その他は千備中寵 をもって うめてゐ
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ら(Fig.10)｡ そのうちおくの二亀 (41,42)は左塵底部の諸金 (37-

39)におなじであるが,脇侍のしたの-愈 (40)は門口左右の併轟に

ひとしく,あたらしい｡しかし,こ でゝも千悌小金は,それよりも

のちにつくられてゐる｡

この塵には,二三の穴があしゝてゐて,第十九洞本洞に通じてゐ

る｡し､かに洞窟間の壁がうすいかとしゝふ一例に覆るであらう｡

(pl.92-99)

〔後塵〕 後塵は,た 本ゞ尊の光背が全面をおはふてゐる｡し

たがって,光背のカァヴが石窟のカァヴに覆ってゐる｡か覆りいた

んでゐるけれども,大きな唐草放 (Pl.83,87)の馨身光,火焔橡の頭

光がみごとであるO外縁につぐ内直は,どちらも合掌験坐の供養

着帯になり,i障定盤悌帯に覆る.それに頭のまはりは蓮華文であ

る｡

本尊の俳は侍坐して石窟内部を大きく占接してゐる｡椅子は

方形で,藤製 らしい意匠がみられるO寮はまろく,耳が夜がいO

眉,鼻はするどく,膚 もうつくしい｡目は夜がく,そこに中古には

められた玉眼のあとがある｡眉は ゞもしっかりし,階段状のひだ

が額接してからだをおほふてゐる｡胸にちょっとみえてゐる内衣
第十 - 固

のゑ りは,唐草文帯のかぎりがあること,第十八,第十九洞の本尊 第十 九A洞 左 脇 侍菩 薩

におなじである.右手はう-にあげ,左手は衣端をにぎって膝に 旗 都 側 両 案 測 固

おいてゐる｡その手が力づよく,また足もたくましい｡一直線に
Flg･11･CaveX工ⅩA,LertAttendant
Bodhisattva,Head,Pro翁le.

怒った二重のすそも特色があるO(Pl.100-102,PlanV)

〔天井〕 天井は柄固形とし､ふほか覆いが,前方はほ 一ゞ直線になってゐるO後塵から大きく

光背がのびて,その先端はほ 天ゞ井の中心に達してゐる｡ さうして,その大部分は剥落 してゐる

が,その尖頂にあるとおもはれる童子形の頁だけは,かなりよくのこってゐる｡ その他,つまり前

方部には飛天がほられてゐるOいまのこってゐるものは,左牛のみであるが,ほ 三ゞ鰹の飛天がみ

える｡し､づれも,たくましい鰹躯を弓状にまげて,中央にむかってとんでゐる｡lr裳,天衣のひだ

は,た のゞ割線であらはしてゐる｡(Pl.103,104,PlanV)

2.第 十 九 B洞

〔外壁と内部〕 外壁は大きく崩落して,右塵と前歴の右牛は,まったく覆い.た 右ゞ塵底部が
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重 岡石窟第十九洞一第二十洞

すこしのこってゐるが,岩質はし､たってわるい｡本洞の床より一段とたかく,東南にむかって口を

ひらし､てゐること,第十九A洞にヰ目感じてゐる.

内部はせまく,俺坐の本尊が大きく占接してゐる｡平面形は固形にちかいが,前壁だけはや ゝ

一直線である｡(Pl.105,Plant)γ

〔明窓t門口〕 明窓も門口も,左がはしかのこってゐ覆し1｡明窓は,あきらかにアァチ形(pi.

108)であるo門口の方も,たぶんアァチ形であったとおもふO 門口には,東脇A洞門口にあるやうな

復雄巧:悌金 (1)がひとつある｡その上下,また明窓は,すべて千悌小金の地文桟である,明窓には,

側壁のほ 中ゞ央に上下にわたって方孔があり,明障子をいれたことがわかる｡門口には,うちがは

の上方に方孔があって,これはたぶん門Ejの屋をつけた楯の孔であるとおもふ｡(Pl.106,107)

〔前壁〕 前歴は,いま左方だけしかのこってゐ覆い｡わりにたけのたかい壁面を,ぎっしりと千

併小会の地文枝が剖烹ひ,あら彫 りのまiの天井に接してゐる(Fig.12)Q千併小金のところどころ

に,小さい併亀がある｡傍禽のかずは十二だが,わりに小さレゝ｡そのうち,上層のもの(2-7)と下層

のもの(9-12)がふろく,東脇A洞前屈の下層諸愈(9-19,26-30)に匹敵する. しかし,その着手がA

洞より若干かくれてゐることはうたがひか ､｡しかも,それは上唇の諸姦(2-6)を未完成にをはら

せてゐるのである.最下の-姦(13)紘,上記の諸嘉と形式を異にし,や i豊満を膿胸であるが,節

六洞式の衣文であるOたゞし,腰帯のたれ粗をみ覆い形式であるo Lかも,太和十三年会体書,第

十二巻,Pl･12)の賛壇に似,四脚式の駄座でない鮎が,こ のゝ諸藩,またA洞前壁の諸姦とちがふ.

中層にある未完成金(8)は鰹格もきゃしゃで,はるかにおくれたものとおもふOそれにしても,

地文に覆った千悌小金よりはさきであったOたてに大き夜酵裂がとほり,その左右をよけて彫って

ゐることをおもふと,この騨梨の音さがわかるであらう｡中層未完成愈(8)のしたに,もうひとつ

彫 りかけの併轟がある｡(Pl.108-116)

〔左壁〕 左塵も,ひじゃうに丈だかく,まんなかに左の脇侍菩薩がたってゐるO後塵-は琴曲

して自然に移行してゐるので,さかひはなく,かりに本尊の光背によって直別するよりしかたが覆

いOところどころ小悌寵があるほか,すっかり千体小金でうめられてゐる(Fig.12)Oそのうち上部

の四愈(14,15,17,18)は,未完成轟をふくむが,み夜二併並坐の会で,形式はふるいO たぶん,前塵

の諸愈に匹敵するものとおもふ｡底部の四愈(19-22)は,ほ 前ゞ壁底部の坐併実技金(13)に似てゐ

るが,それよりはいくらかかくれてゐるであらうOこのうちにも,未完成にをはる悌愈(19)がひ

とつあるOさらに中層にある交脚菩薩の楯扶愈(16)は繊細で,さらにおくれてゐるとおもふ｡ も

っともちかい作は,第十八洞門｡東側の俸愈(本書,第十二巻,Pl.12)であるo

即実,おくの方には大きな穴(pl.37)があって,第十九洞の本洞につらなってゐる｡さらに,そ

のおく,すでに後塵の部分に覆るとおもふが,本尊の光背のしたにあたり,二つの備愈(23,24)が

ある.ともに楯扶亀で,う-は交脚菩薩,したはめづらしく坐隙であるo盤傍はきゃしゃを鰹躯に
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雲 岡石窟 第十九洞一第二十洞

Vindakirti

通眉の衣があり,もかけ座のこまかいひだが左右にひるが-ってゐる｡ また左右に維摩居士 と
Ma員)u畠ri Agoka
文殊菩薩の像があり,アシヨカ王因縁僻 と布髪困橡の定光俳とお もはれ る二つの傍立像があり,

また騎馬と騎象の像があって,第五洞外の小窟 (本書,第二巻,Pl.65,66)によく似てゐる.しかも,

これには延昌四年 (A.D.515)の造像記があって,そのつくられた時代 を知るのであるが,要する

に,どの偽金よりもあたらしい形式 をもってゐる｡ したがって,ほかの併寵が,けっして延 昌四年

(A.D.515)までくだりえなし､ことを,うらがきしてゐるとおもふO といふより,その他の傍轟を,

この併愈 としさいに比較すると,か怒りのちがひがあり,延昌四年 (A.D.515)より,か在り以前に

その他の俸寵の完成してゐることが察せられる｡ この併寵のしたにある一列の千併小金は,この

俳金 よりものちに彫られたと察せられるが,その形式は,その他の小千備金 より,はるかにはやし､

ものである｡

さういふ塵両の沿革にか はゝらず,まん75:かの脇侍菩薩は,本尊憐情像とおなじころつくられ

たのであらう,よく似てゐる｡肉つきはゆたかであるが,鰹躯の表現はや 屈ゝ平である.大 きを届

平のひだで,下裳は左右にひるが- り,x字形にまじはる天衣も眉ではねあがってゐる｡ 全鰹のつ

くりが,第六洞方柱上唇の脇侍像 (本書,第三雀,pl.125,140,163,164,188)によく似てゐる｡ 足も

とは破損し,蔓座が完成 してゐたかどうか知 りがたい｡ 賀冠も破損してゐる｡ 賛珠形の光背は二

重になり,外縁はゆらゆらとあがる,ほそし1火焔よりなり,内院はC字形牛パルメットであり,中心

部はくづれた蓮華文である｡(Pl.117｣126)

〔後塵〕 後塵の本尊は燐の侍坐像である(Fig.12)｡ 教はまるく,身濃はたくましく,た ,ゞ全身

を剖 ′まふ衣裳は,第六洞式のひらたい階段状のひだで,その間隔はおほまかである｡すその衣端は

量産にか ゝり,や 左ゝ右にはねてゐる｡足さきは破損し,足の座はつ くられなかったらしい｡右手

は胸にあげ,掌をしめし,左手はふせて膝がしらにのせてゐる｡顔面はか在りし1たんでゐるo鼻が

なく,した顎がなく,南限もかけてゐるo Lかし,目,口が大きく,琴 曲があり,A洞本尊ほどの静

寂さは覆し､｡ 耳がながく大きいことは,もとより似てゐるが,この耳のしたぼそりになってゐる

のは,A洞本尊その他,ふるい偽像にみないことである.この両眼の陶器はよくのこってゐるが,ど

く近世のものとおもはれるO

光背も,すっか りA洞本尊のものとちがふ｡ 繊細敵密であって,坐俳や供養者の像も,み夜きゃ

しゃであるO その鮎からすると,この本尊とともに,これに封鷹するA洞本尊より,はるかにお く

れてつくられたものであらう｡外縁の火焔は,岩のや うなかたまりから,ほそし-三つの焔がたちの

ぼる式で,繊細であり,鮮銃であるO 両肩にも,おをじゃうな火焔があるO これに鷹ずる円尾は合

掌旋盤の供養者である｡頭光はさらに内直に坐俳の列像があり,中心には蓮華文があって,よくと

のゝってゐる｡要するに,全膿として第六洞式である｡

憂慮はひくい｡その側面に浮彫で供養老の列像を彫ってゐる(Fig.13)｡左がはは冠弁をつけた
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雷同石窟第十九洞一一第二十洞

男子の列,右がはは高撃の女子の列,みな子をあはせてゐるが,先頭の女子だけは博山蛭をさ げゝ

てゐるOそれから,右がはは毒座だけでなく,後塵のすそ,さらに右塵のすそにわたって列像がつ ゞ

いてゐる｡(Pl.127-137)

〔右壁〕 右塵は,た 腰ゞ塵の一部がのこってゐるのみであるが,そこには本尊の墓座にある女

子供養老列像のつ ゞきがあらはされてゐる｡(Pl.137B)

〔天井〕 天井は,大ざっばにいふと,ほ 三ゞ角形に覆ってゐるOさうして,その底蓮が前塵がは

にあり,1第鮎が本尊頭部のうしろにある｡ こ かゝら光背が天井にのび,するどくとがってゐるが,

その他はた あゞらけづりのま でゝある｡天井は,ほとんどひらたく,側塵 とのさかひは,わりにき

はだってゐるやうである｡(Pl.138)

30



第 二 十 洞

第 三 葦 霧 二 十 洞

1.外 壁 と前 庭

〔外壁〕 第二十洞は曇曜五窟の西端にあるoその東隣に第十九西脇洞Bがあり,西隣に小さい

第二十一一洞がある(PlanI)O中古におこった大崩落のために,外壁はなく覆り,本尊坐傍は露出し,

1940年の発掘までは膝までうまってゐた｡この蚤堀で,本尊は全貌があきらかになり,左右脇悌の

すそが明白になったoそのう-,いままでまったく知 られ夜かった外壁の一部がたしかめられた

(Fig.14,15)｡それで,もとの平面がわかったが,東牛はあきらかでなし､｡た 西ゞ牛は門口のあた

りまでわかり,門口西側の痕速が知られるO崩落は,あるひは中層をはしる粗慈恵もろい暦に起因

するのかも知れ覆いoほかの曇曜窟からすると門口の幅は4.00mくらゐのものであらうo外壁は,

もちろん,小さい千併寵でおほはれてゐたO それは西部の残塵によってあきらかであるとともに,

馨堀中に出土した断片によってもたしかめられる｡千悌小食の形式は,他の曇曜窟のものとおなじ

で,雲岡後期のものである｡

外壁は崩落後,数次の修築を-たやうである｡修築には噂をもってし,う-までつみあげてゐ

るが,いまはそれも崩落して,ねもとの一部がのこるのみである｡ したがって,外壁の原状は,他の

義昭五窟によって察するほかは覆いo(Pl.1)

〔前庭〕 前庭は,1940年の秋発掘され,たくさんの断石が貴兄された｡ この断石を包含した骨

のしたに,なは一骨あり,かって外壁にさしかけてあった木造建築の瓦が,多量に包含されてゐた｡

その瓦は完全に北魂のものであるから,その建築物は雷初からあったものにちがひ覆いし,その犀

が比較的に純一であるのは,その崩落の時期がはやかったことをしめしてゐる(Fig.16)Oさうし

て,それにつ しゞ1て前壁も崩落したらしいOその断石 (Pl.50-57)のあひだに,べつの時代の建築物

に屠する遣物は覆いO

西方の丘の東部は,畳曜五嘉のために共通の外塵がと のゝ-られてゐる｡洞前に切 りと のゝ

-た右の前庭(planI)がとほってゐる｡ これは-奔にと のゝ-られたのであって,雲岡石窟最初の

着手であったとおもはれる.これから西にゆくと,もとの岩山のま でゝ斜面に覆ってゐる｡したが

って,第二十一洞以下の岩壁はひく ,ゝ足もとの床ははるかにたかく在ってゐる｡ したがって,石窟

3Ⅰ



は小さく,不規則である｡(Pl.2-4)

2. 北 壁

〔石窟構造〕 本尊生体は北塵のま-にすわり,左右の脇侍係は,それぞれ東商塵のま-にたっ

てゐる｡本尊と脇侍僻とのあひだに,せまい塵両があって,こ にゝごくあさい浮彫の脇侍菩薩が彫

ってある｡石窟内吾郎まごくせまく,本尊のひざと南塵とのあひだは約0.80mにすぎず,脇侍傍との

あひだも約13.0m以下である｡左右脇侍俳の蓮座は本尊の膝に密接してゐる｡石窟の平面はほ ゞ

梯形とい-るが,どこもみな曲線的で不規則とし､ふほかはない(PlanvI)｡ 北壁と東西塵はひとつ

ゞきで,くぎりが覆いが,本尊光背のあるところを北壁とし,それ以外を西塵,東壁として説明しよ

う｡東塵は左脇倖俳とその上部の諸藷からなり,酉塵は右脇侍俳とその上部の諸金からなるが,南

塵についてはまったく知ることができないO

現在は床に噂をしきつめてゐる｡ このため本尊の膝は,まだすこしうまってゐるかも知れな

いOこれは第十九洞の敦噂とともにや 古ゝい,たぶん遼ごろのものである.また,一時南壁を構成

した噂づみの一部ものこってゐる｡ 門口の東部であるが,これは噂も粗末で,はるかに近代のもの

である｡だから,噂英の修理も達のときと,その後 と,すくなくも二回はみとめられるやうにおも

ふ｡し1ま壷上にのこる堵集の一部(Pl.4)が,そのどちらのものに届するかは,明瞭でない.
dhy亘na

〔本尊坐悌〕 本尊坐供は絶高13.44mで,足をくみ,両手をま-であはせ,しゝはゆる稗走のかた

ちである.顔はまるく,頚はふとい｡ それに眉は はゞひろくで壮重な風貌を量する｡ 身鯉に密着

した僧衣は左肩をつ みゝ,その衣端はかるく右肩にか iる式,いは 偏ゞ祖右肩である｡衣文は,よ

くのこってゐる上鰹の方でいふと,もりあげられた練と,ほ りこんだ割線とを交互におくといふや

り方であるO右肩と胸にあらはれた衣のはしは,折 りか-したやうにジグザグの文様になってゐ

るo胸から右わきにかけてあらほれてゐる内衣は,もりあがったひだがなく,割線のみででき,ゑり

のふちには二健の文枝帯があるO-は連珠文,他は連環状の唐草文で,第十九洞本尊のそれに似夜

がら小異がある｡(PlanVII)

屑からう-は保存がよいが,腰,両手,両膝はひどくし､たんでゐるO右足の左足にのってゐる

やうすはわかるが,衣文はすっかりだめである｡ これは南塵の崩壊により膝がうまり,両手のなか

まで土足でふみこまれてゐた1940年以前の情況に,その説明がもとめられるであらう｡膝のした

には,中央西よりに蓮座の残存とみとめられるものがある｡ これを復原すると東西長5.60mにな

り,本尊の両膝のは ゞ12.80mにくらべると,はるかにみじかい｡膝の中央部に小さくあらはされ

た,めづらしい形式である｡(Pl.5-14)

〔左右脇侍菩薩〕 本尊の左右に,あさし､浮彫の脇侍菩薩があるO右脇侍菩薩は,まるい光背を

32



･Ⅹ
X
a
A
℃
O
J
O
u
O
耶
A
t3〇
X
E
l
･班
･句
,I

憶
断
蕃
B
fト
ト
ニ
貨
隠
田
+
藷

p

監+;#/牌M緯



雲 岡石 窟 第 十 九 洞-第 二 十 洞

かひ,あさい蓮座のう-にたってゐる(PlanxmA)Oたかさは6.60mである潤 部はこはれてゐるが,

貿冠の輪廓だけはみとめられる｡頭髪の一部が,眉にたれさがってをり,頚飾と腕輪がのこってゐ

る.撃頁飾のひとつは薄板状のもので,したがとが り,また鈴をさげてゐる｡ 他の一種は珠玉 をつ

らねたもの,最後の一種は訣状で,その端に虎頭をつくったものである｡両手と腹部はすっかり消滅

するが,足はのこってゐて,大きくW状になったすそに特色がある｡ 足のあひだには衣端がたまっ

て,するどくとが り怒がら垂下してゐる｡蓮座はあさく,足はひらいて,すっか りよこむきにあらは

ゐる｡頭光には夜にもかざりがをしゝo光背から肩にかけて,大き恵方孔(約3.20mに約1.20m)があき
pradaks王na

れてるoこれをはいると,本尊のうしろをとほって,東がはの脇侍菩薩のところにL7=tゝくる｡繰 畠

のための隠遁をあけるつもりかとおもったが,それにしては既存の脇侍菩薩をとりこぼってゐるの

が解しがたい｡よくみると,この一層がもっとも岩質のわるいところである｡たぶん,その関係で

こ にゝかういふ空洞ができたのであらう｡近世には,農民が利用するために,多少接大したかも知

れ覆い｡この菩薩の足もとに二三の俳金があるが,それは中国式の服装をした後期のものである｡

左脇侍菩薩もかなりいたんでゐるo頭も冠もすっか りなくなって,た 糞ゞ殊形の光背がのこっ

てゐるだけであるO左肩にか っゝた天衣が,平行線のひだをつくって,右にながれてゐるのがみえ

ら. 頚飾はた 板ゞ状のかぎりがみえるのみ,そのしたばには鈴がならんでゐるO こ にゝも下腹の

あたりに約 1･90mに約 1･20mの方孔があって,像を上下にたちきってゐる｡足はまた右脇倖菩薩の

やうにつよくひらし､てゐるが,足下の蓮座はすっか り覆い｡1940年の登掘中,前庭から費掘された

大き夜襲冠は,この脇侍菩薩のものかとおもはれる｡(Pl.18,19)

〔本尊光背〕 北壁全面をおはふ本尊光背はよくのこってゐる｡外鉄の火焼背は脇侍俳の国光

に一部かさなってゐるO火焔背につし､で稗定盤悌背がある. 坐傍はみな偏祖石屑の式で,めづら

しく右肩を完全にあらはしたものもある｡ くんだ手は罰封旨と他の四指とをはなし,二つの栂指が

相合して,山形をしてゐるのが特色である｡つぎは脆坐供養着帯であるが,右がはの供養者が合掌

してゐるのに,左がはの供養者はみ夜蓮華の花を奉 じてゐるらしいo つぎの屑上の三角区に火焔
Kllil Gandll主ra

をうめてゐるのは,キジィ}L,にもみられ,ガ./ダァラの屑光に関係あるものとおもはれるo さて頚

光の方も,まづ火焔の外縁ではじまり,稗定の坐併帯に在り,中央の蓮華文になるO 蓮華文が耳の

上部からはじまって頭上におよんでゐるのは,したからみる効果をかんが-たのかも知れない｡火

焔はそとのとちがひ,ほそく,ねもとで弧状につらなり,ゆれながらたちのぼってゐる｡光背は本尊

の頭上で急激にま-にまがるOそれは,このあたりからやうやく天井がはじまるからであらう｡

光背の左右に二つづ 方ゝ孔がある00.15mから0,20m角で,したからは12.00mのところにあ

る｡ それから14･00m高のところに,や 小ゝさいかも知れぬが,相似た方孔が七つならんでゐる｡

これらは,たぶん大崩壊よりのちにつくられたもので,前と堅の噂づみを支持するための施設であっ

たとおもはれる｡(Pl.20-34)
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雲岡石窟 第十九洞一第二十洞

3.東 西 壁

〔東壁左脇倖併〕 東西塵も両壁に接するところはなく,た 北ゞ壁につら覆るところがのこっ

てゐる(PlanvII)｡ 左脇侍備はたかさ9.60m,足下にたかさ0.60m,直径4.50mの蓮座がある.この

像は比較的によくのこってゐる｡大衣は両肩を剖 烹ひ,すっぽりと足にまでかよんでゐる｡ ひだ

は本尊とお夜じゃうに,もりあがった式で,そのあひだに割線がある.胸には弧をゑがいてさがり,

両腕にはな めゝにたれ,太腿では垂直にたれ,また弧状になる｡右手はあげ,左手はさげてゐる｡

左手には衣端をにぎってゐるが,南方から大き夜袖のやうに衣文がさがり,その小口にはジグザグ
Mat】111r豆

の折 りた みゝがあらはされてゐる｡ 身鯉に密着した衣文のながれはマツラァ沢の彫刻に似るが,
B豆mly豆n

もりあがったひだは,むしろバァミヤァ./の大横にちかいO頭光は四つの囲国から覆る.外縁が,め

づらしくC字形のパルメットつなぎ,つぎは生体帯,そのつぎは脆坐供養着帯で,中心直は蓮華文よ

り在るO(Pl.15-17,PlanvIIIB)

〔東壁上部〕 脇傍の上部には二三の傍轟がある｡ まづ頭光にそうて,あまった空自をうめる

やうに大小不同の三会がある.み夜尖扶余で,そのうち,ち-の二名は,たしかに二価並坐金であ

ち.頭光のう-は二暦になってゐるらしいO下層は左端政損するも,完好な二俳並坐会があり,水

瓶をもった脇侍,蓮華をさ げゝた供養者がうつくしいO 上唇は,左手をうしなった生体藷である｡

手は躍定形,愈内愈外の脇侍とともに素朴でカづよし10 どちらも尖挟殺で,街中に夜にも彫ってゐ

覆いOこのう-に,夜ほ姦形の覆い稗定盤悌-鰹がある｡あるひは,これが天井に接する坐併列像

であらうか｡この光背の頂上で急に塵がま-にで ゝゐる｡また,この坐俳像はほ 西ゞ南するが,本

尊大光背と,あきらかにその供養者とおもはれる二天のゐる塵両は南面してゐるので,そのあひだ

に東壁をわかつ上下の界線がある｡ この附近の併会,俳像はみな素朴でつよく,豊満な内腔をも

ち,みな光背の諸像とひとしく,初期の様式に属する｡

さて本尊大光背わきの二天は,便宜上こ でゝ述べるが,あきらかに本尊大坐俳にむかって供養

する天人たちである｡西方にも,これに照度する二天がみとめられる｡ う-ほおしくも頭部をう

Lをふが,よこにとび,両手に蓮華をもってゐるO したは,おしくも手を損ずるが,なにかを奉じて

既坐してゐる｡(Pl.35-41)

〔西塵右脇侍備〕 右脇侍俳は破損がひどく,た 土ゞ中にうもれてゐた蓮座のみがほ 完ゞ有す

る｡蓮座は4.70mの直径で,そのう-にふんばってゐる雨足とともに,左脇侍俳のそれによく似て

の坐併帯がわかり,左脇侍俳に一致するo(Pl.17A)

この脇侍俳の左足のわきに小体藷が二つ(Pl.19A)ある｡う-は二俳並坐の尖扶寵,したは坐
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俳三尊の尖扶金である｡ともに痩身で,雲岡末期の作｡右足のわきにも同様な小森がある｡

〔西塵上部〕 右脇侍僻の上部は東壁と同校に二群にわけられるかとおもふO-は本尊大光背

に接し,大光背にむかひ,あきらかに本尊の供養者とみられる一群であるOそれは蓮華を手にして

よこにとんでゐる飛天以下三鯉である｡飛天は,雨脚をしづかにそろ-,右手をうしろにひいてゐ

る｡ 小さい三両賛冠に比して,面貌は大きく堂々としてゐる. いi,そのまるし-光背のわきに,夜

げLと陣幕のやう夜ものがみえてゐるのは,こ かゝら西塵がはじまり,またこ でゝ西壁の最上層が

をはるととをしめしてゐる｡

この飛天のしたには挽坐の天人がゐる｡蓮華を両手に奉 じ,本尊の方にむかってゐる｡寮は

大きいし,また上身が下身よりもはるかに大きくつくられてゐる｡この足もとで,岩が大きくわれ

て破損してゐる｡あるひは,東部の封鷹像(pl.35)のごとく,足下に蓮座のつくりだLがあったのか

も知れない. このしたに,や ､あさい彫 りであるが,もう-腔本尊の方にむかって洗坐した天人が

ゐるO作ゆきは,まったくう-の二濃に一致してゐるO

さて,もうひとつのグルウプといふのは,みな本尊の方に背をむけてゐる｡それは酉塵にある

俳轟に供養してゐるからであらうOこ にゝも,まづ二層になって俳金のあることは,東壁に照廃し

てゐる｡上層は悌寵の左端だけがのこり,傍柱がはりにたった菩薩がみえ,傑憶をふんま-てゐるO

そのわきに水瓶をもった比丘像がある｡ 方藁と実技額が推察され,その尖扶額にそうて,他の小供

養者たちがあらはされるoT犀は,あきらかに二悌並坐の尖扶轟である｡いま,その左方俳の上身

だけのこってゐるが,塵外には蓮華をさ げゝた蹟坐供養者三鯉が,大中小と大きさを異にしてあら

はされてゐる｡

なほこの左わきに,小さい二備並生轟があるが,それはあきらかに右脇侍傍の頭光の中央頂上

にくひこんでゐる｡ どういふ意味か知 りがたいが,右脇倖傍の附属であるらしい｡ この小金にむ

かって供養する小像が五膿みえ,そのあひだに題名の刻があるO夜ほ,この題名のほかに,西壁上
? ?

部と下部の小会わきに,二三の造像記がみられるO前者は｢興逸 ､､｣｢尼道志洛造俊二底｣,後者

は ｢尼追浅口ロ造俊一直 ､､､｣とよまれる｡(Pl･42-49)
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終 章

第十九洞 第二十洞 の特徴

1

第十九洞の特色は,その大きさが雲岡第一だといふ鮎にあるが,それは本尊坐傍についてもい

-るし,石窟そのものにつし1てもい-る｡ しかも両脇洞のあることが,その偉大さを決定的にして

ゐる,その大きさの比較できるものは第三洞であるが,第三洞は未完成であって,北魂の造像をも

たない｡その他の大石窟は,第五洞と第六洞,第七洞と第八洞,第九洞と第十洞の-封窟であるが,

こ にゝみるごとく三洞一組のものは雲岡石窟中どこにもない｡第十九洞は,最初の着手において,

この西方岩屋のいちばんよい壁面を提供されたやうである.

つぎは,この最大の坐併であるが,これとお夜じゃうにすわってゐるのは,西隣の第二十洞で

ある｡ た そゞれとは手の位置がちがふ. 第二十洞本尊の稗定形に封して,この本尊は馨手形であ

る｡左の手はふとい衣端をにぎってゐる.あるひは意識的に二種の手相をもくろんだのかも知れ

をい｡第五洞も,坐僻の本尊であることはおなじであるが,これも第二十洞の本尊に似て樺定形で

ある｡したがって,拳手形の生鮮を本尊にしたのは,第十九洞た ひゞとつとし1ふことになるo
S亘kyamunlBuddlla

坐備本尊は,おそらく樺迦牟尼傍とおもはれるO さうして,程迦牟尼俳の分身とおもはれる十

方の諸俳で周塵をみたしてゐる｡南壁東西隅の,脇侍ともみられる傍の立像は,第十八洞や第二十

洞の脇侍大併とちがふ｡大きさの鮎で,はるかに小さいのみならず,中央傍に封し目ざはりになら

覆いやうな前壁の隅に,おしこめられてゐる｡洞内にはいった敬老は,た 本ゞ尊をみるのみであるO

石窟の平面形は他の曇曜窟同様で,ほ 楕ゞ固形,それに商連だけが直線にちかい｡北壁と東西

塵とのくぎりは明白でない｡各塵はう-ほどせまく,上部は辛球形になるが,天井はほとんどたひ

らである.全窟を塵する本尊の大きさは,周塵にせまってゐる｡要するに,この洞窟はもっぱら本

尊坐俳をほりだすため,おさめるた釧てつくられた空間で,た そゞれだけである｡ だから,夜んら

建築的な意匠はか-りみられてゐない｡おなじことは左右の脇洞本尊のばあひにもい-ち.

さて束酉壁,南壁に充満する千悌であるが,ふつう千傍の衣文は二種あり,二種交互に配する

のが雲岡石窟における通例である(Fig.17)｡その一種(A)は左右相稀にすっぽり両肩をおほふた

式,他の一種(C)はまづ左肩をお ひゝ,つぎに右肩から右腕をいっしょにつ んゝだ式である｡第十九
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第十 七 囲 第十 九洞 千 俳着衣 園 Fig･17･DrapelyTypesoftheThousaTldBuddhasinCaveXIX

洞では,このほかにまだ二種あるoそのひとつは,左肩をおほひ,右肩に衣端 をちょっとのせるか,
ek豆rpasamuttarえsaqlgapkrltVa

全然はだか(B)であるかであるO後者(C)の一歩す iんだもので,いは 偏ゞ祖右肩である｡他は右

肩がおほはれ,左肩があらはされるといふ異常夜形式(D)であるO(C)型は偏祖右肩(B)型の-愛形

であり,(D)型は(C)型の特異例で,意識的にか,無意識的にか,左肩のひだを省略したものである｡

偏祖右肩は長者に封する薩で,経典中にもしばしばあらはれる｡つまり右肩をぬいで,長老に

封 してつか-る意にし､づるのであらう｡これに封 して,千俳は合手の碍定形であらはされるから,

(A)とか(C)の型であらはされるのが自然であらう. 雲岡では,これがふつうである.ところが第

十九洞は,といふより,とくに第十九洞にかぎって,(ち)とか(D)型の特異例があらはれるのである｡

それから第十九洞では,この南壁の千併愈が(A)(C),もしくは(A)(ち),(A)(D)などの-封づ とゝ

してあらはされ,その-封が,それぞれ一人の工人によってつくられたことは興味がふかい｡

この第十九洞は,おどろくべきほど構成の意国が単純で,初期の様式に統一されてゐる｡それ

だけに着手から完成までの時期も,みじかかったとおもはれるO 明窓の千僻小金は,いままで述べ
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てきたどとく,たしかに時期においておくれてゐる｡ けれども,曇曜五窟に通じたものであり,と

くに第十九洞三洞の明窓には共通するし,第十八洞の明窓にも多い. してみると,時期は若干ずれ

てゐるとしても,また全膿計豊中の一要素とみることができるOを'とからの追加併轟としては,局

塵の下部と門口のものがあげられる｡

2

第十九束脇洞Aについては,本尊と脇菩薩が雲岡初期の様式であり,また周壁の千俳,天井,天

蓋かぎりが初期の様式で,これまでが一貫した設計であり,施行であることがあきらかである｡ こ

れに封して前歴の諸姦はや 不ゝ秩序で,全鰹の構想をはなれて迫刻されたとみられるが,それでも

ふろく,雲岡初期の様式である｡第十九洞門口最上層の悌轟にちかいO 明窓t門口とは最初は彫

刻がなかったとおもふO現在の俳名なり,千併轟なりは,第二次,第三次としてくは-られたので

あらう｡

第十九西脇洞Bは東脇洞Aといっしょに計志された｡ しかし,本尊も脇菩薩も,たしかに雲岡

後期の様式である｡前塵と左塵の上部にある偽金は,うたがひもなく初期の様式に屠するO第十

九洞門口上姦とおなじころとい-よう｡ しかし,その他周壁の悌寵は,もっとかくれてつくられ,

また千併小金は,それについで追加されたものとおもふ｡かうして,西脇洞Bは束脇洞Aとまった

く封立する様式をとる｡た さゞうなった理由については,いまのところわからない｡

これについては,第十六洞が参考になるかも知れない｡それは本尊大併だけがあた らしく,局

塵は大部分初期の併寵でうまってゐる｡だから,おをじゃうな事情が第十六洞の本尊を,また第十

九西脇洞Bを,のちの様式でつくらせたのであらうOた ,ゞこのばあひは初期の悌轟は,ひじゃうに

すくなく,石窟の空間はいたってせまし1｡第十六洞本尊のやうに,ある程度できあがってゐたもの

を,ふた びゝ加工したといふふうには,かんが-られない｡理由はわからない,しかし,なにかの事

情で完成をみずに放任されてゐたこの洞が,第五,第六洞開藍の時代になって,ふた びゝとりあげら

れ,今日みるごときかたちにしたのだとおもふ0

3

第二十洞の大崩落は,石窟の仝横道を知るう-に,大 きな困難をもたらしてゐるoLかし,棉

固形の平面で,北壁本尊が窟内の大部分を占接して,第十九洞に似た構造であったことは案せられ

る｡だから,第十九洞についで,つくられたとおもふが,衣文のひだはちがひ,手相もちがふ｡回貌

は柔和になってゐる｡手相のちがひは,わざと-封にするためかとおもふが,衣文のひだがおとな
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しい階段状とちがひ,もりあがった密着式であるのは,そのもとづくところのちがひかとおもはれ

る0第二十洞の脇燐も,おなじく,もりあがったひだをつけてゐる｡膝は,第十九洞に此 して第二

十洞の方が角ぼってゐて,かたいやうにみえるO 要するに,克鰹性とれ 力づよさといふ鮎におい

て,第十九洞の方がす ぐれてゐる｡ しかし,上半身の保存のよいことは第二十洞本尊の方がまき

り,白い敵密な石の肌は,賓にみごとである｡

ことに北壁の光背がよくのこってゐることは雲岡第一で,その規模の贋大と諸像の純朴さは,

まことにわすれがたしゝ0 本尊生体の左右に,脇係と脇侍菩薩を均等に配 し,また脇僻のう-には,

どちらにも平等に二暦の併金を配置したoそのう-は,東西両壁を綜倉してかんが-ると,坐併列

像の一帯をおき,つぎに天蓋かぎりの一帯をおいて,天井に達したやうであるO 大光背の左右に封

慮する供養老たちが,光背中の諸像に一致するのはもとよりであるが,各偽金もそれらとほとんど

時をお夜じうしてできたらしく,諸像の作ゆきは完全に一致するO

光背の諸像は,また特色があるOその特色のひとつは,上陵のうつくしいふくらみであるo唇

はわりに小さく,うすいO肩,腕,腰もまるくやはらかで,これもこの光背の特色である｡南壁は,

崩壊のため,まったくわからない. た 出ゞ土の諸像によって,いくらかその紋格をかぎなふことが

できる.第二十洞の崩落の時期は,遼の噂が床にLL-てあるので,それ以前だということがい-

る｡それから前庭の最Tの包含層をみると,これには北魂の瓦(Fig･16)しかふくんでゐない｡それ

で,北魂の建物の崩壊と,石窟の崩落とのあひだには,多少の時間約-だ ゝりのあったことがわか

るOそのう-の包含暦は,石第の断石のみをふくみ,瓦はない｡だから達より以前であることは,

かさねて指摘することができる｡

4

第十九洞は,その東西脇洞A,Bと一組の石窟である｡ しかし,第二十洞とは別の石窟である｡

た 十ゞ六洞,第十七洞,第十八洞をひきくるめてかんが-るとき,これらの五洞は一組の石窟だと

いひうるOそれは,この五窟が『魂書』巻一一四揮老志にし､ふ沙門続曇曜奏請の最初の五窟に,もっ

とも似つかはしいからである｡規模の大きし､こと,どの窟にも-鰹づ iの大像 をおさめてゐるこ

と,しかも,さういふ五大窟が一列に怒らんでゐることは,雲岡のどこにもみられ患いo これが,こ

の五窟をさして曇曜五窟とよぶゆゑんである｡

もし,この推定がた ゞしいとすると,『親書』にいふごとく石窟の開始は和平元年(A.D.460)
であるから,曇曜五窟の着手は和平元年だといって誤 り覆いであらう｡けれども,この五窟が同時

に着手されたであらうかoもちろん,岩山の岩壁をと のゝ-るといふやうなことは同時におこ夜

はれたであらう｡ぎっといって,いせみえる前庭の岩のはしと,岩壁のうはばとをむすぶ線が,その
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むかし人工をくは-るまでの,この丘の傾斜である｡それは傾斜しただけでなく,風化をしてゐた

から,この自然の傾斜を切 りと のゝ-て,垂直のあたらLL､岩壁をつくることが,まづ最初の仕事

であった｡つまり外壁の整頓であるo

さて,そのつぎにきたるべき石窟の開聖といふ段階になると,はたして五窟併行にほりす んゝ

だであらうか,それとも,はやし､おそいがあったのであらうか｡これは問題である｡しかも,これに

ついての文戯的資料,また刻銘の資料はまったくみられ覆いQ五窟の現状から推論するほかはな

い｡だから,もし着手に前後があるとすれば,規模が最大で,丘の中央にちかく位置し,しかも,ち

っともふかく岩壁をほりす しんだ第十九洞は,最初に着手 されたものとかんが-られる｡しかし,

五窟の中央にある第十八洞も,けっしてわるい僚件だったといふわけにはゆかない｡また第二十洞

ち,第十九洞東西脇洞 とのお夜じたかさといふ ことから,案外はやい着手がかんが-られるかも

知れ覆いO丘の中心といふ鮎からいふと,この方が中心とし1-ないことも覆い｡けれども,その中

暦にあらはれた岩質のわるい静は,夜んとしゝっても,これより西-の開整をおもひと まゞらしめた

にちがひ夜い｡さうして,大演は,これからもっぱら束にのみのび_てゐるのである0第二十一洞以

下の西端窟が,みなあのたかさに位置してゐるのは,第二十洞の西塵(Pl.10)でわかるやうに,この

わるい岩質の暦によることはいふまでもなし10

かういふふ うに考察してゆくと,第十八洞,第十九洞,第二十洞の先後をつけることは,むつか

LL､やうにおもはれる｡これに反して,第十七洞,第十六洞に在ると,けっして以上の三窟よりはや

く着手されたといふことは,し､ひにくいであろうOたぶん三窟についで,工事がす ､んだものとお

もふ｡第十七洞が,西の三窟よりいくらかあとだとおもはせるものは,その本尊が菩薩であること

も一理 由に覆るかも知れ覆い｡床が西の三貫よりさがってゐることもまた,一理 由に在るであら

う｡ すくなくとも,後者は工事のおくれてゐたことをしめすであらうO もし西の三膚よりおくれ

てゐ夜ければ,洞内の床まで前庭をはりさげることも可能であったらう｡割烹第十六洞にいたって

揺,その丘の末端にある位置より,また本尊の工事のおくれてゐたらしい事賓 (本蚤 第十一巻,p･

44)より,曇曙の窟中ではもっともあと,第十七洞よりもおくれてゐたことはあらそはれ覆し､oつま

り,着手も工事の進行も,もっともおそかったものとみられる｡

だから,第十九洞が第-,これにほとんど併行して第十八洞,第二十洞がつくられ,や おゝ くれ

て第十七洞,ついで第十六洞が着手 され,また工事も,これに準じてす んゝだと,いちおうかんがへ

られる｡しかし,さうはいっても,この五つの石窟のあひだに,様式上から前後の直別をすることは

むつかしいOそれぞれのあひだに,か覆りのちがひはあるけれども,それが様式の前後といへるも

のかどうかはうたがはしいQそれよりも,各洞の個性とし､ったやうなものがあるQしかも,その大

き酎固性のちがひをこえて,雲間初期の様式といふ鮎では,たがひに共通してゐるのである｡

た ゞこ にゝ問題に覆るのは,この初期の様式でつらぬかれ完成をみたものと,まだ未完成にと
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まゞってゐるものと,それから雲岡後期の株式でしあげられてゐるものとが,存在することである｡

初期の様式で完成してゐるものは,第十九本洞と第十八洞と第二十洞である｡これは,いちおう早

期の完成がかんが-られるoまだ未完成にと まゞってゐるものは,第十九東陽洞Aの足下の蓬座で

あり,第十七洞足部である｡これらは,夜んらかの理由で,後期株式の流行するま-にやめられたの

であるO後期の様式でしあげられたものは,第十六洞の本尊と第十九西脇洞Bの本尊脇侍等の主要

部分である｡この二窟も,けっして後期様式のおこなはれるやうになってから,はじめられたもの

ではない｡着手はあきらかにふろく,その一部に初期様式の造営をみるのみでなく,全健の結構は

曇曜五窓の一部として,けっして不都合孜ところはない｡したがって,それが後期横式によってしあ

げられたことは,工事とちゅうにおける奨更である｡この壁更は第十七洞,第十九東脇洞Aの中止

と関係があるとおもふ｡つまり,これらの四窟は,同時に中止されたのである｡てきうして,若干の中

断ののち,第十六洞本尊と第十九西脇洞Bの,あたらしい様式による工事がはじまったのである｡

けれども,第十七洞と第十九東洞脇Aとは,そのま 放ゝ樹された｡さうして,それが今日にみる状

態になったのであらうoもちろん,第十六洞,第十九西脇洞Bの鰹綬工事は,第五洞,第六洞の着工

以後である｡

第十九洞の東西脇洞A,Bは,本洞よりはやいとはい-ない｡以上の結果からしても,おくれて

ゐたことは事賓であらう｡けれども,その差はすくなかったであらうOまた,そのとなりの第二十洞

や第十八洞よりも,おくれてゐたとし夜ければならぬ理由も,どこにも覆いOといふより,むしろ,

ほとんど併行してつくられたとおもはれる｡第二十洞と床のたかさが一致することも,いかやう

にも解程できようが,やはり開撃の同時に進行した めゝとすることが,もっともふ引j:しいとおも

ふ｡東脇洞Aが第十八洞と平面においてかさなること(PlanI)ち,やはりおくれてゐたとする理由

にはなら招:い｡東西脇洞A,Bは,一部本桐にかさなってゐる(Plant)ので,これ以上床をほりさげら

れぬ状態になってゐるOけれども,そのために第十九洞よりあとからできたといふ理由にはならjS:

い｡むしろ,開琴は同時にす んゝで,これら諸洞のかねあひのう-に,今日にみる現状がうまれた

と解すべきやうにおもふQ

なほ,曇曜五窟については,いくたの党閥がのこるであらう｡けれども,曇曜五窟が雲岡初期

の様式に属すること,したがって和平元年(A.D.460)から,第五,第六洞の着手される太和(A･D･476)

以前にできあがり,第十六洞の本尊と第十九洞西脇洞舶 三雲岡後期の様式に属し,第五,第六洞の

着手された太和初年(A.D.477)以後にできたらうとすることは,ほ あゞきらかであらうとおもふ｡
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固 版

第 十 三 春

pl.1.第十九洞,第十九 A,B洞 外壁

中央に,節十九洞の明窓と門口があるO明窓は幅ひろく,

アァチ形をしてゐるO 明窓の柄わきにきりこみがあり,明

窓の枠どわのやうにみえる.明窓をとほして本尊大坐俳の

頭部がぼんや りとみえてゐる O 門口もアァチ形であるo外

壁に仕,もとこまかい千俳が-やうに彫られてゐたらしいD

いまは明窓の丙わきから門口の上部にわたってのこってゐ

るO西がはが東がはよりよくのこってゐるO 明窓のう-は

平らであるO畠の最上部に中央から左右に傾斜した合掌ふ

うの切 りこみがあるOまた頂上には棟木をうけたやう恵方

孔が仏とつあるO その獣第七,第八洞外壁と同様で,かって

破風づ くりの屋根を架けたことがわかるO崖の頂には積石

がみられ,雨水の流下をふせいでゐるO

左右の爾脇洞は,斜むきにひらいてゐるOそのため,外壁

は南面した中央の面と, な 1めにきりカニった南側の面から

なわたってゐるO三両とも]貫_Lには積石があるOこの三両

からなる外壁をはなれると,外壁は折れまが D,ふた 1び南

面とな り,東がはでは第十八洞外壁につゞき,西がはでは第

二十洞外壁につ くゞoLかし,第二十洞外壁は,ふるく崩壊
したので,陶版左端でみるやうに,外壁がないOまた,右隣

の第十九B洞の外壁も大破して,本尊倍生傍が露 出してゐ

るO第十九13洞の明窓と門口とは,なくなってゐるが,明窓

の左側壁と門口の左側壁とはのこってゐるO左右の協洞は

たがひに照癒 し,門口はかなり高いところに払らかれてゐ

るo Lかし,それに達するための三豊構乱 なにもつくってゐ

ないO左脇の第十九A洞は明窓も門口ものこってゐるO 明

窓はや し大きく門口は小さく,ともにアアチ形であるO東よ

りの外壁も,かな り崩落して,孔が二個所 にあいてゐて,洞

内に通じてゐるO(明窓高6.45m)

pl.2.第十九洞 門日東側

外側と上部とは破圭旦してゐるOだいたい三段の造寵であ

るが,上段の二寵(1,2)は様式的にふるい｡そのうちがはの

併禽(1)は交脚の禰執三尊で,楯扶桑,そとがはの傍系(2)は

二悌並坐で,尖秩寵であるOゆたか忽身鰭つきで,右肩に衣

* & (I)

耶 + :JL洞

端がか しってゐるO露伸 手に破損はあるが,あきらかに第一

期の楽作であるO洪額には九帽の小生俳をほるOこの二条

は,たしかに一組であるO天蓋は共通であり,賓壇も連横し

てゐるO蜜壇にはなんの彫刻もなく,石の素地のま ｣に73:

ってゐるO

中段は中央に坐燐の尖扶桑 (3)をほり,た右寵傍に′ト千

体寵をつ くるOこの小千悌寵は,うへの二三段は,この条に

固有のものであるが,したの二三段は外部に連摸し,まはり

の小千悌寵とさのか弘が患いOか うした′ト千悌寵の交錯は,

このあきにある亀裂などとともに,造寵の順序を考察して

ゆく手が 1わかとおもふが,そのことは P15でとか うO

この悌寵は上寵よりもあそく,芸岡末期の形式であるo

下段の燐は不規則に患らんでゐる｡あ くには小さい坐悌

寵(4),つぎは二俳並坐の尖挟寵(5),それから盤俳の尖扶寵

(6),そのしたに小さい坐俳寵 (10),それからや 1大きな交

脚菩薩楯秩寵(7),さうしてあ くの最下,わづかにのこって

ゐるところに,小生倹寵(8)(9)が-二あるO交脚菩薩寓(7)

は,繊細きゃしゃな鮎において,ラ-よりは一段 とす 1んで

ゐるO雨脚左右の衣端もつよく左右にはねてゐるO遼'きら

かに中段の併禽(3)よわも,一歩患 くれた造刻であるOつま

り,上段,中段,下段といふふうに,三期にわかれて追刻して

いったあとが明瞭であるO(門口高約580m)

pl.3.第十九洞 門口西側

東側壁より一層破圭如くは盈はだしいO上段は初期様式の

六つの寵 (1-4)(Pl.7),二つづ ｣上下 にた ゞしく怒らん

でゐる｡そのしたに茎白の壁がのこるのは賓壇の意であら

う｡中段,下段の直別をLがたいが,小千悌寵が一面にある

なかに,上申rf三寵(5-7)が,不そろひにほられてゐるOい

づれも尖挟形で上条(5)と下寵(7)は坐俳,中条(6)は二悌並

坐であるo頭部はこほれてゐるが,なで肩で,中国式の服制

をしめし,千沸とともに末期様式であるOうちがはの壁は,

大破してゐるO

門口の天井は,もとから基白であったことがよくわかるO

側壁の上部と中部にある方孔払 中古に,木造の戸口のあっ
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たあとであるOこれに封麿する東側にもみられるOとにか

く,側壁上部の,岡がはがともに払どくくすぶってゐるのは,

こ｣に民家のあったせゐであらうO(門口高580m)

pl.4.第十九洞 門 口 東側 交脚菩薩愈 (1)

寵の上部は,なかぼ破損があるが,楯扶額には童子形の飛

天をならべ,そのしたに三角垂飾と,せまい帳幕をはる｡本

尊交脚菩薩は:,ゆたかな身贈つきで,まるい瀕のうへに賓冠

をいた いゞてゐる｡賓冠jlI両は蓮華と新月形である｡右手

はかけてゐるが,胸にあてた痕跡がのこってゐるO天衣が左

肩からな しめにか ＼わ,柄肩のうしろに大きな弧をゑがい

てゐるo払くい方座にどっしりと腰をか机 くんだ足はいき

いきしてゐる.あきらかに初期の形式であるO方塵の岡側

に頭のまるい小さ患比丘が合掌してすわってゐるO左右廃

には脇侍菩薩が雨足をひらいてたってゐるo腰のはった盟

満な像である｡楯扶密のうへには高鷲の合掌天人の立像が

ならび,そのう-に帳幕がある｡この帳幕は,南隣の二悌並

坐寵(2)と共通で,めづらしいことには,その一々に飛邦す

る童子形天人をほってゐるD(寵高約150m)

pl.5.第十九洞 門 口 東側 坐休会(3)

尖洪形の寓に坐悌三尊をはるo 生休は膚と顎とを損じて

ゐるほかよくのこってゐるOや 1おも急がで,目が性そく,

上険がおもいOなで肩で第六洞式服制があつく身骨豊を息は

ふ｡陶まへには内衣のたれ養紬言みえてゐるO膝においた左

手の,きゃしゃな表現が目をひく｡第十五洞東壁の併像にち

か く,末期の形式であるO光背はしめされてゐないD彩室

であったのであらうO左右脇侍は寵内に相封して合掌し,わ

りにあさく彫ってあるO

扶宅百には九佳護の坐傍があるD通肩式と右肩をあとで患ほ

ふ式と交互にあらはしてゐるo挟端は,猫角の獣,たぶん龍

であらう｡歯恵みがすごくあらはされてゐる｡抜荷の上端

は帳幕があり,そのしたに,高髪形の合掌供養者がゐるDい

づれも繊細優雅な表現であるO寵の左右は小千悌寵を四度

ならべ,要項にはさらに一･段あら放してゐるDところが,/ト

千悌寵のうち,ラ-三段- 右がははた 二ゞ段であるが-

は,眉,目,鼻,膚の表現がこまか く,通肩の衣文も垂下する

地物線状で,あまつさ-寵]共もするどくとが り,尖供と尖]共

とのあ弘だに比丘の上身が あらはされてゐる｡その他の

小龍は,むしろ寓外をとりまく/ト千併寵とお忽じで,俳像は

簡略にされ,挟額は園田になってゐるOどうしてかういふこ

とになったか確言はしがたいが,あるひは,つぎのどとき革

清かと想像されるOとの坐悌寵は,一区割を設定し,周囲の

'ト千悌寵より,さきにつくられたとおもはれるが,茸際は周

囲の′ト千俳名の造刻と,大した時間の-だ しわはなく,たが

ひに平行してつくられたため,まはわの′ト千体寵と連績し

て,かういふ結果になったのかとおもふO寓傍の小千憐寵は

悌寵をJrFにかさねてゐるが,そとのそれは,ちどりにかさ

ねてゐる｡その結果として,第四段目の,いちばんなかの小

乗が,牛ぶんしか,あらはされないことになったのであるO

(寵高約180)

pl.6.第十九洞 門 口 東側 譜寵 (4-6,8-10)

東側壁のうちがはの諸寵(4-6,8110)がみられるoレ､づれ

も尖扶形の小寵で,坐係は息も恵が,なで肩で,第六洞式の

服制であるO末期形式であることはあきらかであるO最北

の悌寵(4:)は,千俳名と同大で碍走併であるが,蜜壇があわ

その中央銘直をはさんで供養老立像がしめされてゐるO尖

韓の形式は小千俳 名よりもするとVl｡俳寵(5)は二燐並坐

で,その南の俳寵(6)と患なじく尖横額に七悌坐像,要項に

銘直と供養者をほってゐるDたゞし,いづれにも,刻文はな

いO燐寵(10)は,悌寵(4=)とほゞ同大同形式で,軒等定俳をお

さめてゐるが,尖秩額のう-に四骨豊の供養天人がゐるo下

部北側の俳名(8)ち,同大同形の縛定燐だが破損 してゐる

悌寵(9)はや し大きく,馨手形の坐傍で,破娘がはなはだ

いOこのあた りの坐俳は,中国式の服装であるが,みな内衣

のたれ艇をみない,や し古い形式であり,また貰座の供養者

ち,ふるい形式である北方服をつけてゐるのは,撞意され

る｡(第5寵高約0.75m)

pl.7.第十九洞 門 口 西側語嘉 (1-4)

壁を上下二段,左右三列にくぎって六寵をお く｡中央上

(3a)は絹挟形で,交脚菩薩を本尊とする｡扶額と本尊の頭

部とを損するが,菩薩の身憎はゆたかで,払くい方座にす

り,両あきに獅子をはべらせてゐる｡初期形式の彫刻で

るO光背は彩輔であったらしいO 左右の麻には合掌の脇

がたち,そのう-に,一昭づ ｣の高撃供養天人がゐるo北

(如)は中央寵(3)よりはゞ払ろくとり,本尊交脚菩薩は完

である｡左右の癖は,柱によって中央の間からはっきり恒

し,合掌した脇侍立像をおさめてゐる0両寵とも扶額は

日で,上下に帳幕があるOくらぺてみると,中央寵の方が

略で,省略されてゐる部が多いO下命(3b,4b)は中央,北

づれも二憐並坐であるO大きな内髪がめだつが,蕗容は

極入念に眉目,鼻,唇をあらはしてゐるOや Lh:で宿で,
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制は右肩に衣端のか しる式であるO光背はこれも彩椎であ

るO扶頻には,過去七係をはるが,秩端は単純な鈎形にをは

ってゐるO

甫寵も,やはり上下二寵 (1,2)であるが,すこし様子がち

が払,上下とも,二併並坐の尖供寵であるo こ Lでは上条の

したに,蛋白の宴壇があるので,下鳥がそれだけ払くしなっ

てゐるo造像は初期形式であるが,この六露は,柵喋にみて

粗略な畿作で,東側上寵には,はるかにおよばないO(第36

寵高約1.00m)

pl.8 第十九洞 明窓 東側

pl.9 第十九洞 明窓 西側

明窓の側壁には東西とも千節の小寵が整然とならんでゐ

るoそとがはと上部は破損が弘といが,上下二十三,四段,

一段十六の小寵か ら患り,ちとりにくんでゐる｡ したがっ

て,晴段ごとに両端の俳寵は身照を半分しかあらはしてゐ

ないo 明窓は,左右に袖のやうになったきりこみがあるが,

そこにもまた,この′ト千燐系をならべ,外壁の小千体寵につ

づいてゐるO 外壁の小千俳寵が,曇曜五箇の仝腎劉7:わたっ

てゐたことは,すでにこれまでの園版(pl.1,第十二懇Pl.2,

a)によってあきらかであるD みな末期のほそい形式で,衣

文も機械的に簡略′化され,ほとんど通肩の一式になってゐ

る0本衆なれば,通肩式と右肩をあとから息ほふ式とが,衣

互にあらはさるべきであるが,こ ｣では,もはや右肩をあと

からあほふ式は,ごくまれにしかみられないo

側壁のほど中央,上下にわたって三つの矩形の孔があるO

これは近世のもので,石活を風雨からふせ ぐ明障子の梶 ぐ

みであるo床上の囲孔も,これと関係のあるものかも知れ

ない｡天井の破損(pl.63)もこ ｣からうか へゞるが,もとも

と,なにも彫ってゐなかったのであらううO(側壁高4･80m)

pl.10A,B.第十九洞 明窓 西側 中央部 小千俳奮

小干燐系はアアチ形であるO いちおう囲韓のやうにみえ

るが,このやうに練刻の突抜形がつくられてることがあり,

突秩形を富国したことがわかる｡坐憐はま-で手をあはせ

た縛定形である｡こ｣のところは,み急速肩の式で,衣文は

ゑりくびの二本の弧線と胸の二本の垂線とよりなる｡きは

めて簡略化されたもので,門口側のごとき平行弧線の衣文

をふくまない｡頭部も小さく,目鼻たちをみないのは略さ

れたのか,風化の結果かわからない.恵で肩であるが,胴や

腕はわわにゆたかである(Fig･18)0(名高的020m)

F唱 18

pl.ll.第十九洞 両壁 と西壁

甫壁は,明窓のしたから西がはにかけて大破してゐるが,

西壁とともに千悌寵によってすきま急く,患ほはれてゐるO

千節寵の暦序は,両壁に共通で,二十四段あるo甫壁から西

壁にうつろ隅に,明窓と患なじたかさで俳の立像が,ほとん

ど丸彫のどとく彫ってあるQ これは東がはにもあるOこれ

らの像は小千悌寵でいふと,八段分のたかさを占めてゐるO

西壁の~下部,北よりに,浮彫の重層塔がみえるO上書附ヒより

には本尊の光背がまへにのしで ｣ゐるQ天井に接して三角

垂節があり,弧状に73:った椎幕があるO さうして,そのした

に,坐俳の列像があるoこれは,したの干悌寵よりや し大き

い｡ひらたい天井がみえ,その北部に,光背の火焔がみえて

ゐるO固版の右端に,北壁の本尊大体が,すこしみえてゐるO

(洞高17.l鍾m)

pl.12.第十九洞 両壁 上部 束牢

固版右端に明窓がみえ,明窓 は,わづかにカアヴして アア

チ形をつくってゐる｡ 甫壁東部はせまく,東端に丸彫にち

かい悌の立像があるO全面に,千俳の寵があるが,南壁は碁

盤目につ くり,東壁ではちどわにつんでゐるo天井に接し

て三角垂飾があり,弧状の惟幕があるO惟幕のしたは,一列

だけ坐傍の列像である｡甫壁中央がふ くれてゐるが,それ

でもほ 平ゞ面であるとい-るoこれに封し,東壁は北壁と

ともに,ドゥム状にま-にのめり,したがって南壁ではう-

ぼそりになる｡明確な外線は,みとめがたいが,だいだい偽

の立像がさかひである｡千燐の暦序はだいたい両壁とも共

通であるが,憐立像の左右では東壁の九暦に封し,甫壁は八

暦しかか/,D東壁は風化が払どく,悌立像の頭上まで,およ
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んでゐる｡甫壁はほ 完ゞ好で,整然たる怖寓の配列は,うつ

くしいO(明窓高645m)

pl.13.第十九洞 南壁 上部 酉年

甫壁未年に照慮する構成である,明窓の床からいふと,ラ

へに九段の干俳があり,第一段の第七鳥目に,僻の立像があ

る｡天井に接して三角垂姉がみえ,弧状の惟幕が,こ ｣では

明瞭であるO惟幕のあひだには風鐸かとおもはれる装飾が

たれさがってゐるO そのしたに,坐燐の列像があわ,繰刻の

重光があるOさうふかい彫 りでないが,面貌はたくましく,

奨化がある｡俳立像は板状年固形の憂慮にたち,そのした

の千俳名は,それだけ突起してゐる｡これに劃して,光育ゎ

うへでは壁が曲面になり,西壁に移行してゐるo

pl.14,第十九河 南壁 東部 上屠 左脇俳立像

頭部が風化して,顔容がみとめがたくなってゐるのはお

しいが,均整のとれた堂々たる立像である｡通肩の衣文が,

身縄にぴったりと密若し,両腕を胴からは忽してゐるさま,

雨足をひらいたさまが明瞭である｡表文は,あさい階段状

を急し,胸から股間-,平行の弧線がかさなってゐるO 雨足

では,大腿部あた りまで平行して垂下し,膝からしたがまた

弧状の平行になってゐる.すそは三重になって左右 にゆる

い波状をつくってゐるO たれた左手は,指が風化してゐる

が,衣のはしをかるくもってゐる｡ 右手別封にあて掌をふ

せて,栂指と中指でなにかつまんでゐる｡まげた右手から

たれた衣端は,したに怒ると,あたかも経ひあはせた袖のや

うに密着してゐるDその衣端のふちには,衣のをわかへし

をしめす一種のジクザグ文枝をほってゐる｡両手からたれ

た,この袖状の衣端は,あたかも風をふくんだやうに,左右

にふくらんで,はなはだ特徴的である.頴面は,わづかに右

の限だけのとってゐる. 園光は風化してゐるが,無文で,あ

さく,外縁に一本の割線をみるのみであるO基虞 は特別に

夜いが,足の左右の壁面を,すこしくぼめてゐるので,牛固

形の基上にたつやうにみえる.そのため,このしたの千沸

希は,かなり不規則にfj:ってゐることが,固版左端にみえて

ゐる.(像高3.60m)

pl.15.第十九洞 南壁 東部 上厚 子俳愈

固版(Fig.19)左端に,甫壁東隅の俳立像がみえ,そのすを

に小型の悌立像が,二鰭上下に彫られてゐる｡いづれも,壁

面を舟形にくぼめたなかに,おさめられてゐるOう-の立

像は,左手をたれ,わきにすわった合掌童子の頭をなで ｣ゐ

るO甫壁西隅にある悌(pl!.30)の型であるO小さいながらk:,

よくと｣のった身惜つきであるO したの立像はや し風化が

ひどい｡たれた左手は,衣端をとるのみで,隣接する大立像

の型である｡そのよこは千俳寓であるO幅のせまい突抜崩

で,1良しは,いちじるしくとがってゐるD寵傍には桂をあら

はし,柱頭も簡単夜がらしめされてゐる｡寵内の坐俳はひ

としく碓定形,衣は通肩式と右肩をあとか ら衣端で呑ほふ

式との二つで,王畠例どほり交互に按配されてゐる｡刻緑の

表文はいたって粗朴であるが,姦l容は一つづ 土成俵をた 1

-てゐるO(平均寵高060m)

Fig 19

Pl.16･第十九洞 南壁 東部 中居 二俳並坐愈

東南隅憐立像の下方,千俳寵にまじって,二価並坐の尖瑛

寵がある(Fig19)O突瑛額は,ほとんど水平で,鳥形Fが掲普

るの矩形にちかいO洪端は単純な鈎形で,そのしたに,篠座

の柱頭がほってある.二価は,いづれも正面にむき,肩を接

し膝を接し,寵いっぱいにすわってゐるD角ぼった頭だが,

顔容はするどい｡視線をしたにむけてゐる.服制は右肩に

衣端のか 1った式で初期形式であるO左手は衣端をとり,〟

つは膝におき,一つは腰にあて 1ゐるO胸に点いた右手は

掌をみせ,ふとい指さきは素朴で,いきい音としてゐる.義

をめぐって,素朴な性bの合掌天人があるが,左右均賛では

ない.左右下部には腰衣だけで,骨のあらはな高雪像が,一

昭づ 1あらはされてゐるOあきらかにバラモンであって,右

の像は,さしだした手に,まるいものをさしげてゐる｡左の
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像は,手さきをうし患ってわか らないが,第九洞前垂の辞儀

(第六各,p19),第十二洞前菜の諸政(第九巻,P140)をみる

と,一方は開催,一方は鳥であったことがあきらかであるO

これとおなじ像は東脇A洞l泊壁(第十三巻,Pl.74=)にもみと

められ,もっともよく似てゐる｡(寵竜約 1.00m)

Pl.17.第十九洞 南壁 中潜 と下原 千俳愈

甫壁東部 Pl.16のしたにつ ゞく千悌寵である(Fig19)O

約 0.60m大の悌寵で,整然とつんである.尖扶東は,わ りあ

ひk:偏平で,頂上はするどくとがってゐる｡禽内はわ りにあ

さく,俳像もふか くない｡ 瀕は大きく,きりっとしまり,謂

格はゆたかであるD衣文は測線式｡通肩の式と一方の肩を

衣端であほふた式と交互にあ くが,それだけでなく,衣文の

撃化はきはまりな く,ほとんど同一の ものはないoまた,よ

くみると,身鰯のかっか う,顔つきも,それぞれにちがってゐ

る｡いまか りに,牌版にあらわれた千体寵の暦を,上か らa,

b,C,d,列を左か ら 12B4=と名づけることにするO

そのうちb暦4と5は払じゃうによく似てゐるO まづ頻

のあたbのつよい薫汚貌が似,衣文のふかい彫 りが似,それか

らくんだ手の大きなのが似るOいまこれをb層2や 8にく

らべてもちが払,C暦 4=や5にくらべてもちがひ,a屠4や

5にくらべても,ちかいけれ どもやはりちがってゐるOして

みると,この二鳥は,おなじ作者によってつ くられたと緒論

してもよさそうであるOついで,そのしたの C暦4と5は,

また同一作者である.それは面貌の類似だけでなく,合手

の手が同僚2や3とちがひ,b暦4や 5とちが払,d屠4や

5ともちがってゐるOさういふふ うにして合手の手だけで

みてゆ くと,a屠4と5が-一致 し,C暦2と3が一致し,しか

ち,そのそれぞれに膝の衣文の一致が願著であって,その う

へ隣接の諸像と明日にちがってゐるOそこで,これらの-封

は,それぞれ同一の作者だとみてよいであらう. さらにa

屠2と3,d暦2と3,乃至 d犀43:5も,それぞれに同一作

者の芋になる-封寵と虫 もはれるDそして,とな りあはせ

の二鰻は一方が通肩であれば,他方は衣端を一方の肩にか

けた衣文で,たがひに相お宮なって･一割になるO さうして,
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図 版 解 詮 13-20

その-封の槙はゞは約080mで,ちゃうど人一人が坐してし

ごとをするのに,つが うのよい程度である｡-封づ ｣うげ

もっ兜工人が,盆が く横列 むくみながら,工事をす しめてお

った壮観を,想像することができるo モれでは,この患h:じ

作者が,さらにその下層土か上層とかでは,どうあらはれる

かといふ問題がある｡ そのことは,こ ｣で株,はっきりとし

た関係をみとめがたいが,あるぽしょ(P143)ではたしかに

みとめられる｡(平均寵高0.60m)

pl.18.第十九 洞 両壁 中藤 千俳姦

この 二寵はPl.17のd暦 1と2にあたる(Fig.19)Dひじ

ゃうによく似てゐるけれども,前園の解詮の推論によれば,

允しかに別人の作であるDしか し,どちらもつよい眉目,臥

きしまった口もとで威厳があり,胸は がゞあり,膝がで,賓

に粗朴なうちに堂Ii･たる迫力をそな-てゐるOかんたんな

刻線の表文が箕に自由で,のびのびしてゐるO

た ど奇異なことは,この衣端を肩にかけた像であるが,そ

の肩は,ふつ うみるごとく右肩でなく,左肩であることであ

る｡これはまさに特例で,その他の琵者洞にみるものとちが

ふOところが,この一区割はみなさうであって,そのふ うは

なほ若干下方(pl.20,22)に慧で,患よんでゐるらしい｡

pl.19A.第十九洞 両壁 東部 中居 千体愈

R 第十九洞 両壁 東部 下層 千俳愈

A.さきの固版 Pユ17のb暦 5の俳名である(Fig19)O

面貌払きしまって威蕨があり,骨畏服 もゆたかで堂々として

ゐるQ合字の手は大きく,特色がある｡衣はまづ右肩をあ

ほひ,ついで他の末端で左肩をつ ＼んだ式で,さらにその衣

端で左腕をくるんでゐるO末文は,単純であるが,すこぶる

のぴのある割線であるo

B･ この開放はPl.17のd暦 3である(Fig.19)｡前者より

もあさい｡面貌 も偏平で,髪際はまるくあがって ゐる. 令

事の手は,とくに壬母指が顧著で輪形をつ くってゐる.衣披や

はり左肩を衣端で息はふ式である｡右したはや 1風化がみ

られる｡

pl.20.第十九洞 南壁 東部 中骨 千俳姦

さきのPユ17のしたにつ ゞく千併寵である(Fig.19)Oよく

みると,こ ｣にも二鳥づ ｣の コンビがみとめられ る｡固版

のうへか らa屠b屠,左か ら1-5列とかぞ-て,各千併寓を
しめすことにするOまづa犀1と2とが,扶梁をあらはして

ない漂占および,すわった腰のや したかい鮎で-一致し,衣文の



雲岡石窟第十九 洞

大きな相i茎にか しはらす,幅ひろい肩も共通してゐる｡そ

れからb暦3と4は面貌,頭形が一致してゐるうへに,膝の

ひくい鮎が共通であるQこれも-封であらう. したがって

また,a層8と4と,b暦 1と2とがそれぞれに一致し,-封

であることがみとめられるoこ ｣で も,一般に衣端で左肩

をおほふ異例であるo(二平均寵高0.60m)

Pl.21.第十九洞 両壁 東部 中静 子倦怠

Pl.20のa暦 1と2の-封寵である(Flg.19)｡か うして

みると,以上にあげた一致黒古のほかに,面貌の近似してゐる

ことが指摘できるO口もと,鼻から頻のあた りが,よく似て

ゐるOそれにしても,この2の寵の衣文を,全然彫ってゐな

いのはどうし衆:わけであらうかOとちらも,としのった牡重

な頚つきで,謂脂もゆたかで,迫力をもってゐるQ

P122.第十九洞 両壁 東部 下暦 千併姦

門口の東にそうた甫壁の千悌寵である(Fig19)｡けれど

ち,それはたゞうへの二段だけであるOこ土でも,さきの観

察はあてはまるやうであって,上段も,下段も中央二寵が,

それぞれに-封をなす｡ところが,この上段の-憎は,いま

までの-封寵のやうに衣端で左肩,左腕をつ しんでゐるが,

下段の一博は,一般毒虫例にみるやうに,右肩と右腕とをあと

から衣端でつ しんでゐる｡

このしたの二鳥は,馨手形の坐俳で,あきらかに千併寵と

ちがってゐるo わきに,小さい坐傍と供養者の浮彫があり,

ラ-に弧状の惟幕があるO尖扶額にも,刻線を輪廓にそう

てはしらせてゐる｡面貌はするどく,ラ-の千燐系にちか

い,また謂躯はよくと｣のIDてゐる. 恵ほ,このしたにや ＼

/トさい干悌寵が一列みえるが,これは,これより下部にひろ

くほどこされてゐる千俳寵であるD(平均寵高0.60m)

pl.23 第十九洞 南壁 束部 下唐 子沸会

さきの囲版P122にみた怖寓のうちで,門口にちかい寵

である(FIoO･･19)O 洪端の鈎形や簡畢な藤座,また惟幕のし

たの蓮華が注意をひくOそのしたは三段にな り,うへは碓

定形生休,なかは脆坐の高鷲天人,したは合掌する高撃天人

の立像であるo雨足をそろ-てたった右がはの立像は,そ

の異常にほそい雨足が目だってゐる｡ 坐燐は拳手形,衣制

は偏裡右肩の式で,素朴な力づよさがあり,ラ-の干燐系よ

りは,よくと｣のってゐるo

pL24,25.第十九洞 両壁 東部 下層 坐俳名

方形の直劫をh:し,上線にあさ小幌幕がある｡尖扶感は,

よくと｣のった形で,排端は獣頭形,それをうけて藤座があ

る｡本尊坐燐は完好で,や しおもなが,頚がほそく,なで肩

である｡右肩に衣端のか しった表別だが,階段状の衣文は

形式化し,末期の形式に展する｡門口東側壁の梯寵(3)(Pl.

5)にちか く,それよりも一歩す 1んでゐる｡馨身光をあさ

く彫 り,そのうへにアァチ形のおほひがつき,めづらしくも

寓のふちにそうて弧状の惟幕がある.左右D脇侍は寵内に

相野 してゐるが,小形であり,頭部をうしなってゐるO洪額

には小さい九鰐の坐価をはる｡寵僚友には比丘の立像があ

るが,右の像はえぐりとられてゐる｡比丘のう-は,高鷲形

の合掌天人がかさなり,うへへゆくほと小さくなってゐるO

西側の諸陳の方が大きく,彫刻も精妙である｡本尊のすを

に壊して,ひくい空電があり,こ ｣に供養者の列像をごくあ

さく彫ってゐる｡香嘘を中心にした供養者たちで,先頭二

人は比丘,その他は北方服の男女であるO北方服ではある

けれども,その繊細恵表現は,この悌寵の比較的にあたらし

く,底部の諸燐系にちかいことを暗示するi:おもふ｡

この俳寵のう-には,もろい岩層があり,そこに千俳寵が

一段あらはされてゐるOこれは上暦の千傍より小形である

が,あきらかに初期形式の追使であるOこの大寵の東がは

にそうて,なほ三段の列寵がみえるO

底部(Pl.24=)は払どくいたんでゐるが,それでも門口のち

か くには,中等の諸寵のあったあとをとゞめてゐる｡しかし,

いづれも縛細で,のちの形式である.だいたい門口東側最

下の諸寵に,平行する時期のものであらう｡(寵高約2.50m)

pl.26.第十九洞 南壁 東部 下静 坐俳愈 左脇比丘

尖撲寵の寓傍友にたつ比丘である｡ふ くよかなまる怒亘

で,ながいうつくしい眉と,ほそい微妙患目,ちひさく愛ら

しい口もとが,まことに級細である｡鼻がわづかにかけて

ゐるのはおしい｡

衣を通肩にまとふが,衣文は,鷹揚な曲線をゑがいて恵が

れてゐる｡ 右肘をまげ,蓮華をもった右手を,胸にあて ｣ゐ

る｡ 左手はかるくまげて指さきで水甑をとってゐるO腰を

すこし右に払ねってゐるので,右手首か らたれた恵がい袖

に腰のふ くらみがつよくあらほれてゐるO堂-にたれた衣

50



端の線は,大きな波状をゑがいて特徴的である｡すその線

は,左右に形式的に払らき,大きな足さきのひらいた形に魔

じてゐるOきはめて洗練された彫刻で,芸岡の患ほらかさ

がたもたれつ ＼蓉達した形式であるo

pl,27A. 第十九洞 南壁 東部 下静 坐焼金 左洪端

B 第十九洞 両壁 東都 下層 坐傭愈

合掌供養天

A.扶端は虎形といへようか.角がないo大き忽目と鼻,

口と耳が簡潔にあらはされてゐるO足をちゞめて藤座をふ

んでゐる｡ こ ｣に洪額末端の小坐傍がみられる｡線刻の

国光,拳身光があわ,年固形の遷座にはながい蓋がついてゐ

るO寵傍比丘のう-には,二倍豊の高鷲形の合掌天人がたつO

ともに通肩の衣である｡造像は,みな保存がよく,うつくし

いo

B･比丘の囲光に接して高鷲の天人がゐるD高撃は矛さ

きのやうにつよくとがってゐるO彦白はおもながで,めづらし

く,切れながの大きな目をしてゐて,やさしいO口もとに税

笑をた 1-,簡素なうつくしい彫刻である｡

pl.28.第十九洞 南壁 西部 最上静 坐放列倣

うへに,弧形にしぼった帳幕がみえ,坐悌列像がある(Fig.

20)｡黒 くなってゐるのは,環内で炊事の優をたてたからで

あらう｡坐俳は碍定形で,通肩と右肩に衣端のか しる形式

との二種を交互にお く.頭部は息もながであるが,景感に

みちてゐるD身借葦もや 1ほそいが,ゆたかで,初期の作たる

にはじ患い｡この列像のしねに.千沸寵が展開するが,こ ｣

には,た ゞうへの一段だけがみえてゐるDこ ｣でも,うへの

観察が役だち,むかって右の二寵は,共通のつよいLもぶく

れの頚から,-封であることがわか り,左の二寵も金管苦的に

-封としての資格をそな-てゐることに嵐づくであらうO

それにしても,との西部の千燐寵は,寵のうへに憲子形の供

葦者を,-封づ ｣あらはしてゐるのが,東部とちがふところ

で,あとから衣端を肩にかけた燐は,一波通例のごとく右肩

にかけ,これも東部の下方とちがってゐる｡

pl.29.第十九洞 南壁 西部 上盾 右脇俳立像

むかって左には,甫壁の千併寵,右には西壁の千供寵がみ

え,中央に開壁のあ弘だにたつ俳の立像があるOこの悌立

像は甫壁束隅の併立像と照臆して,ともに寵形をとらないO

甫壁の千俳寵は,悌立像の急 くまった菅田につゞくため,こ

｣ですこし轡曲してゐるし,西壁の千悌寵は,この併立像の

5Ⅰ

闘 版 解 読 21-30

かたちに,照癒するため,不規則にをはってゐるO 悌立像の

基座はJ半固形の板状をなし,そのしたの千併寵は,自然に弧

状をなして突IIJ.してゐる｡

こ 1でも,両壁の千俳寵は碁盤目にかさ73:ってゐるが,西

壁ではちどりに配置されてゐる.また,甫壁と西壁とで,千

併寵の暦序は相通じてゐるが,た 悌ゞ立像の左右では,一段

の差ができ,西壁の方が多 く患ってゐる｡ さらに,さきの戟

鮎によって,一人のJ匠による-封篤をひろってみるi:,し

たの囲表のごとくなるとおもふO(像高3.60m)

pl.30.第十九洞 南壁 西部 上潜 右脇俳立像

この立体晩は右手を絢にあげ,左手はたれて,その手で絶

坐する童子の頭をj5:で ｣ゐるOこれは鐸迦とその子ラァプ

ラR豆hula(羅恨羅)とである｡貴曜課の『雑萱癌経』(大正大
蔵経,第四馨,p497)懇十の薙拝疾凝因縁によれば,ラァプラは

樺尊山家のその夜胎内にいり,六年苦行ののちに出生した｡

それから,鐸尊はさらに六年の教化ののち,はじめてカビラ

(迦毘腰)城 Kapila-vastllにか-ってきたOもとの妃,ヤショ

ダラYa由dhara(耶翰陀題)は,ラアプラになんじの父のま-

にゆげといったが,鐸聾は,おのれをめぐる千二百五十人の

比丘をみh:悌身のごとく堅じたoLかし,ラァフラはまどふ

ことなく正賞の搾尊の左足のあた りにたった. そこで俳は

無量劫中におさめた功徳相輪の手をもって,その頭上を撫

したといふ｡この傍の立像は,まさに,その光景をあらはす

ものである｡西晋の竺漁護課に怠る『普曜産』(大fE大赦経,

第三巻,p.536)巻八によると,羅脹藷でなく羅云とかき,印

信環を鐸劫にさしけたことになってゐる｡ この彫刻では別

になにもさ1げたふうなく,た 燐ゞ手のしたにあって合掌

するのみであるO
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憐立像はきはめて優秀急襲作である｡退居の衣はきはめ

て うすく,胸,腹,手足の正絹がよくわかる｡中国で曹衣出

水と許される形式で,あたかも,水中よりあらほれたやうに

衣文が身鰭に壊着してゐる｡衣文は,払くい階段式で ,胸か

ら腹,股間にかけて規Itljた ゞしい弧線を患らぺ,また膝から

したに弧線をかさねてゐる｡肩か ら腕にかけては平行線の

弘だとなり,左手にはしっか りとまとひついてゐるO右手の

衣文は,肘のあた りからながい袖状にしづかにたれてゐるD

その袖のふちには通例のどとくジグザグの文様がついてゐ

ち.すその部分は壁があれてゐるが,ひらいた雨足はや 1

粗薙なほわである｡この悌立像には中インド様式,とくに,

グブタふうの影響がつよくはたらいてゐるとおもはれる｡

左肩のわき,千体のはしに小形の二鰐の悌五枚(p184=A)

がみえるO薙塀羅国線にいふ千二百五十の比丘にあたるも

のであらうか｡さらに反封がは,右足のむきには,千価に為:

らんで寵形のない坐俳が小さくほってある｡ そのな しめう

-,千俳列集中に二併並坐寵 (p134B)があるのはめづらし

い.

Pl.31.第十九洞両壁 西部 上層 右脇倣立像 上身

まるい頭部にはながい眉,威厳にみちた目,ひいでた鼻,

繊細在口があらはされてゐるOこの顔容は西方のものでは

な く,雲間初期の特色があり,他の追従をゆるさない｡ほと

んど丸彫にちか く量感にみちてゐる｡この頭部に封し堂々

たる身緒がよく調和してゐる｡肩から腕にかけての肉づけ

は,入婿をよくみてをわ,形式化してゐない｡表文がきはめ

て うすいとと,しかも,インドふうの官能的怒印象のないこ

とが注意される｡右手は,腕が破損してゐておしいが,かる

くまげた四本の指と,掌の表情はいきいきしてをわ,甘美で

さ-ある｡大きな固光背は無文であり,簡潔でうつくしい.

Pl.32,33A,B.第十九洞両壁西部上菅右脇俵立像

ラァプラ

立像の掌のしたに小さな童子,ラァプラ(凝暇凝)がひざ堂

づいてゐる｡まるい頭は,髪のはえぎはだけを,一線でしめ

し,頭髪はないO頻がゆたかで,ロもとに徴笑をた しへてゐ

ち.ひいでた鼻,ながい眉,そして目は慧智にか どやいてゐ

る｡目のかたすみに,彼笑のかげをあらはしてゐるのも,非

凡怒彫刻である｡在で肩で,子供らしい身鰐つきをして,柄

手は胸ま-に合掌する｡ 衣文をまったくあらはしてゐない

やうであるが,ごくうすいものをつけてゐることは,左肺と

肘をみればあきらかであるO 素朴な純虞さがみちあふれ,

身骨霞も表情にも形式化のあとがなく,緊張した堅さがなく,

子供の像としてまことにすぐれてゐるO(像高090m)

Pl.34A.第十九洞 南壁 西部 上盾 俳立像

B.第十九洞 南壁 西部 上層 二俳並坐尭

A.西壁千俳小乗のはし,悌立像の囲光のよこに,の二骨葺

小さ夜俳立像がある(Fig.20)｡うちがはの一昭はいっそう小

さいが,身鰭の均所がよいO二帽とも,右肩に末端のか しる

Fig.
20

衣制で,
右の憐大儀の通有とはことなる｡
拳身光と国光と
は二重になり,さ
きがとがってゐるO
どちらも,さ
げた左手

に衣端をもち,
小像の方は手の甲をみせ,
大儀の方は手の払

らをみせてゐるO
宙をみてゐると,
どちらも同一人の手に

なったことがあきらかである｡
どういふ意味で,こ｣に
俳の

立像が二絹までつくられ兜かはあきらかでないが,
束の大

像のわきにも三謂ぽかりの立像(Pl
.
14)がみられる｡

52



B.悌寵は,千併寵中の一つであるが,異例にも並坐の二

俳があらはされてゐる｡右手をあ帆 左手は膝におき,まっ

た く相患なじであるが,左手は一方が甲をみせ,他は掌をし

めしてゐるO衣制は偏裡右肩の式で,内衣のはしがな しめ

にみえてゐる｡(Fig20)

pl.35A,li,C.第十九洞 南壁 西部 上静 千俳愈

(A)と(B)の併寵では,寵上に高磐の供養老をあらはし

てゐる. たゞ(C)の寵のや うな供養者のゐないのも,憐立

像のわきの諸寵には多ho坐俳は,もとよりみな碍定形で,

衣制には奨化があるO(A)は右肩に衣端をかけ,右膨ほ く

るんだ式であるが,どうしたことか,左牛には表文がない.

はだかで患い琵櫨には,左腕の手くびに,衣端がか しってゐ

るO衣文は略されたか,わすれられたかであらうo(B)は偏

:担右肩の式で,わづかに衣端が右肩にか 1ってゐるO(C)は

まづ左肩をあほ払,ついで右肩にか しり,右腕をすっか りつ

しんだ形式で,この洞に多い形式であるOこ もには,偶然で

あるが,通有でないものが三つならんだわけで,この うち

(A)は特異の例,(B)と(C)とはふつうにみるところである｡

ところが,(B)はふつうの偏裡右肩式で,一一枚に通肩に封立

するものであるO(C)は,また通肩に封立するものだが,冨

岡石瑞に多 く,その他ではあまりみないO猫立した-形式

であるよりは,(71)の一撃硬である.ところが,この-変種

にすぎ患い(C)の形式が,雲間石窟では歴倒的に優勢であ

って,しばしば通肩と相封してあらはれ,この節十九洞西壁

(pl.29,42-44=)では,奇妙にも(刀)の偏裡右肩と相射して,

あらはされた りするのであるO(Fig.20)

pl.36.第十九洞 両壁 西部 中藤 と下屠 千悌愈

これは酉年下部の千怖寵であるoこ しはどれも寵上に供

養者をはってゐないO通肩の俳にならんで,右肩右腕,もし

くは左肩左腕をつ しんだ僻をお くが,まちがったのか,通肩

の燐が二つ怒らんだところもあるOそれに,めづらしいの

･j

d
,

F 1 F
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は,あとか らかけた一方の肩の衣はふつうだが,そのしたに

ある衣のゑ りをな しめにせず,通肩のごとき弘だにしたも

のがあるOさういふのが互,六確も,こ Lにあるのはふしぎ

である｡衣文が充分に理解されてゐないのであ-LIJ｡それに

しても,こ ｣は保存がよいから,同一人の作による-封希を

容易にみわけることができる｡便宜上,上から a,b,C,d,e

の各暦,左から1,2,3,4,5の各列をかぞ-ること｣する｡面

貌の,それぞれ似てゐるものはもとよりであるが,そのほか

に,b暦 1と2は雨足中央の垂衣のふ くらみにおいて,8と4

とはその眉宇さにおいて,d暦2と3とはその垂衣の特異さ

において,まったく共通したものがみられる｡(Fig.20)

p1.37.第十九洞 両壁西部 中居 と下盾 千体怠

甫壁弼隅,悌立像の下方は,払きつゞき千悌寓がほられて

ゐるO園版中央の孔をとほして右脇B洞倍坐大傍の左手衣

文と,そのしたの供養者列像がみえるo千悌寓は,前例のご

とく,尖挟寵の鐸定俳であるが,した四段は高さがすこしひ

くしな り,さらにしたの一段は隅に数寵があるだけで,全壁

には,まはってゐ患いらしいO破壊孔の最上部には,ベづの

一系があり,その帳幕と,かたはらの合掌供養者と,四脚の

賓壇がみえるO(Figl20)

こ ｣にも,さきのやうな二寵一組の作者がみとめられるD

上からa,b,C,d,e,f犀,左から1,2,3,4,5,6,7,B列とかぞ-

ると,比硬的確賓なものは,b暦の2と3,b暦の 5と6,e暦

の2と3とおもはれ,その他もだいたい国表のごとくなる

であらうO(平均寵高 0.60m)

pl.38.第十九洞 東壁

粗放左に,北壁本尊がみえ,右に垂直にたった南壁がみえ

る｡本尊大俳の膝と,甫壁との距離が,きはめてせまいこと

那,よくわかるであらうQ東壁は風化がおほいが,南壁の千

俳寵のつゞきであわ,二十四段からなるO床にちかづ くと,

風化がは患はだしく,はっきりしない｡ 天井に接して,三角
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垂飾と帳幕があったはすであるが,破損してゐるO そのし

たに,坐傍列像があるO北壁本尊の大光背が息 ＼めにのぴ,

天井までのびてゐるのが,おぼろげながらみえるO固版右

がはには門口東側があり,門口天井の破壊がよくわかるo

pl.39.第十九洞 東壁 下部

甫壁下層のかたむきがみとめられる｡これ は北壁本尊の

膝がま-につきで ゐゝるので,底部をけづ りとって懲裕を

もたせたのであらうO もろい岩層が水平に二候とほってゐ

て,その部分の破損はとくに払どいQまた,東壁の床に接す

る部分も,破損がはなはだしい｡ 東南隅に孔があって･光の

もれてゐるのは東脇の第十九A洞からであるo

北壁大俳の,腹から膝にかけてのカアヴ,左右の手のかた

ちが目を払く｡(洞高 17･14m)

pl.40.第十九洞 西壁 上牢

西壁は東壁とまったく照癒してゐるD天井につゞく三角

垂臥 坐悌列像,さらに千俳は甫壁か らのびてゐるo東壁よ

りいくらか保存がよいが,最上層や下層は,やはり風化がひ

どいo北壁大光背がな めゝにはしり,天井までのぴ,外線の

火焔帝はほ 追ゞ究することができるo

pl.41 第十九洞 西壁 下牛

西壁にももろい岩層がいくつか水平にはしってゐるD西

南隅,悌fL像のしたの岩層がそのひとつで,千沸寵の急かに

は別石で燐の像をおぎなったものがある｡ 西壁の床にちか

く三つの重厚塔が高浮彫であらはされてゐる｡←つは甫壁

にちか く,一つは西壁のほゞ中央,他はおくにあるO

北壁大俄の大き別 条のなめらかなカァヴがよくわかるD

膝は,まだ一部が土にうもれてゐるO(右手支柱高 1190m)

pl.42.第十九洞 西壁 上静 子俳愈

西壁,うへから第四段以下の千悌寵である(Fig･21)｡亀裂

の北は急に風化がひどく患ってゐるO 衣制は三通 りからな

るO(A)通肩式,(B)偏担右肩,すなはちZT=肩を息ほひ･そのあ

とで衣瑞を右肩にかける式,(C)右肩右腕をつ しみ,左肩を

あらはす式である.C型 はさきのPl.35A と息なじである

が,左肩は昇に衣文をわすれたのでなく,あきらかに意識し

て省略してゐる(Fig17)Oこれは異例である｡こ しではB型

とC型とを一組とし,封比させてゐるが,C型はがんらい左

肩をつ しみ,あとで右肩右腕をつ ｣む B型の異例であるO

これは西壁のみにみられる形式であるOこ ｣では面貌その

他破規が多いので,同一作者の-儲 寵をさだめることは,困

難であるが,甫壁の千憐寵にくらべると,よくと｣のってゐ

るO時期はあるひは多少患 くれるかもしれないD寵上に高

警供養者をあらはすととは,南壁におなじであるが･ところ

どころに火焔を彫った挟額がみられる｡(平均名高 0･50m)

pl.43.第十九洞 西壁 上屠 千俳姦

第八段以下の千燐寵である(Fig21)o南端の千併寵と甫

壁右脇併立像の童子像とがむかって左端にみえてゐる｡促

有は比蜘 勺よいOこ Lでは,偏裡右肩のB型に射して,右肩

と右腕をつ しんだC型をくみあはせて-封にしてゐるO右

肩と右腕をつ しんだ式のうちには左肩 に衣文を彫 らない

聖 地 二
cS型が多い(Fig17)Oこ でゝは比校的明瞭に同一作者によ

ち-数名を指摘しうる｡その結果は上の園をみよo むかっ

て左から二つづ ｣が一組である｡通有は二例だけ,偏担右

肩のかはりに,あらはされてゐるOこれは一役通例には反

してゐる｡またa暦1と2の作者が,そのしたのb暦1と2

の作者らしく,b暦呂と4の作者がC暦3と4=の作者らしい

のが興味を払く.(平均条高 0.50m)

pl.44.第十九洞 西壁 上盾 千俳姦

pl.43にしめした上没の三舎である(Flg･21)Q表制が三

つともちがってゐる｡ 中央とむかって右の坐俳は頭部が大

きく,合字の手も大きく,よく似て-Jylであるo偏裡右肩の

B型と右肩をあほ払左肩をあらはにしたC3型 とである｡た

hゞ:カ､の生休は雨足が,ひじゃうにちひさいのが妙であるO

これに射して,左の坐悌 C型は膝がとくに大きいoLたがゥ

て腰の位置がたかいo 膝の衣文もちがってゐるo別の工人

がつくったとするにふさはしい.しかし,このあた りの悌像

は,素朴で自由な表現をとり,威厳にみちてゐる｡

pl.45.第十九洞 西壁 上潜 干俳姦

pL43の,うへから二段目,むかって左から三つ目の生僻

である(Fig.21)O右肩にか 1った衣文は,あつ くほるが,左肩

の表文はた 線ゞ刻だけであるQ 尖挟形は,裂嘘をよけたた

めか,ねじれてゐるOいかにも粗野な表現だが,臥 鼻,口は

きりっとしまって,力にあふれてゐるO寵背に,あらぼりの
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痕跡がまだのこってゐ岩O(平均寵高 0.50m)

pl.46. 第十九洞 西壁 中居 千焼金

p147A. 第十九洞 西壁 中層 千俳姦

13.第十九洞 両壁 中層 干俳名

まんなかに,水平にはしったもろい岩層があるQ だから,

この部分だけは,普初から,べつに良質の石を怠ぎなって坐

燐をつくってゐる｡ ある弘は頭部のみ,あるひは上半身と

いふやうに補填してゐるoその補填はもとより雲間初期の

もので,そのうち,若干はいまうしなはれてゐるOこ｣では

偏稗右肩と通肩の節が,不規則にあらはれ,右肩と右腕をつ

しんだ式をその相手として-封になってゐるQ右肩と右肺

をつ しんだもの ｣うちには,まだ一二左肩をあらはにする

ものがまじってゐるO破圭削i,はなはだしいけれども,7段

Fl821

むかって左から三つ目と三つ目は,あきらかな-封であっ

て,これから那推して,だいたいの見常をつけることができ

るO(Fig.20,21)(llS均寵高 060m)

p148A.第十九洞 西壁 下僚 揮彫七暦塔(1)

B.第十九洞 西壁 下唇 揮彫七替塔(2)

A.南がはの重層塔であるoひどく風化してゐる｡1本に

讃して大きj5:方塵があり,そのう-に七暦の屋形塔がたつO

たるき,Jt技もそなはり,隅柱がたってゐる0第六層には三

つのしきりがあり,四昭の坐傍が安置されてゐる｡第七暦

も四間らしく,四鰭の稽定休の払ざがみえる｡堵頂方基の
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うへにほうけばな,覆鉢の痕跡があり,三本の利桂がたって

ゐるOこの重層塔の左右は,千俳名を配したが,床にちかづ

くと,その他の′ト寵がほられてゐるらしい.

13.同様の重層塔で,西壁の中央部にあるO三本の利枝,

屋形の構造,四問に四俳など,前者とおなじである｡蕗 ゞ

し,これは第四犀もい くらかわか り,倍坐俳をlT]心にして左

右に二贈づ ｣の生体のあったことがわかるO 万座の中央に

は坐憐寵があるが,後執 り作とおもはれるO(高 4･60m)

pl.49.第十九洞 北壁 本尊併坐像

北壁本尊は大悌坐像であるoこれは門口からみたところ

であるO大体は,洞内いっぱいにほられてをり,膝から門口

萱では,わづかに0.80mの距離しかないoそのため正面で

はみあげるぽか りで,身骨鷲のたゞしいプロポォションはえら

れ患いOまる頚で,肩幅ひろく,堂々たる巨像であるO大き

さに患いては隣接する第二十洞本尊坐価をはるかに払きは

なし,雲岡石窟中最大の怖像であるO右手をあげて,胸ま-

におき,左手は膝にし掌をう-にむけて末端をとってゐる｡

右手は肘からさきが破損し,いまは腕も,五指も後世修補の

泥進である.この腕のさも-には,てま-に泥壁があり,急

くに石彫がみえるが,前者は近世の洞房で,民家の物置であ

らうO本尊の腹部には水平に,もろい岩層がはしり,大いに

損じてゐるQ表制は右肩に衣端がわづかにか ｣る偏担右肩

の式で,ごくうすい衣をまとってゐることがわかるo胸や肩

に,黙々として小孔があいてゐるのは,後if虻の修理をものが

たるものであるO(洞高7.14m)

pl.50.第十九洞 北壁 本尊俳埜像 上身(東ュら)

洞内東南隅からみた大俳である.頭部と身鱈の比例はよ

くと｣のってゐるQ頭も肩も北壁からかなり突出してゐて,

まった く丸彫であるO顔は正面の幅よりお くゆきが大であ

る｡ 丸葡といっても,お くのふかい造形で,大きな耳はさら

に患 くまってほられて,身骨霞もおくゆきがふかい｡肩のあ

つみ,脂,腕のあつみに注意されたいO膜のしたのふかい彫

りこみも特色があるo衣文はあさい階段式で,整然たる平

行線であらはされてゐるO くほしくみると左肩の一俵がも

っともたか く,これから左右に,一段づ ＼さがるやうに弘だ

をつくり,その弘だのまんなかには,一本の割線をきざんで

ゐる｡ 左肩のつけねから上衣のゑりがをれか-ってな 1め

にさが わ,腹のまんなかをとほってゐるo これには,をわか

へったひだが,ジグザグをゑがいて,おほらかなl)ズムをか

なで ｣ゐるOさらにそのうらがはに内衣のゑわがな しめに



雲 岡 石 窟 第 十 九 洞

みえ,うつくしい唐草文の緑飾(RubJc)となる.

園光背は風化してみえや,外縁火焔帯の一部が,天井にみ

られる｡そのうちがはの供養天人野,坐悌背はPl.61にお

ぼろげながらみえるQ(右手支柱高 190m)

pl.F)1.第十九洞 北壁 本尊俳坐像 上身 (西 よ り)

洞内西南隅からみた大価であるD胸から腹にかけての曲

線はなだらかで鷹揚であるD右わきは岩がかなりあれてゐ

るし,右手も指さきは泥迫である｡ 右肩にか しった衣端は,

胸まへの衣端のつゞきであり,おなじをわひだのジグザグ

文様がみられる｡

東壁下暦のあ くに大破した壁面がみられるo

I)1.52,53第.十九洞 北壁 本尊擁壁像 頭部

ちかづくと,大俳の頭部がよくわかるOまる顔で,もとは

白色が一面にめってあったものであるo 眉梁はきはめて在

が く,ひいでた鼻は,ほとんど垂直にほってあるO 目はみひ

らき,黒眼は上板をこえてきりこまれるが,いまはうしなは

れてゐる｡顎が損じてゐるのはおしいOかって修理したら

しい痕跡がある.しかし,それが稽上の小孔とおなじなの

は,中古の修理をしめすもので,最初は完全であったとみと

逝られる.破損は鼻,顔,頼,頭髪部にもみられ,鼻にはかす

が弘をうってとめてあるO とのかすがひによる接合は,お

そらく,普初のものだとおもふ0億大患意であり,目鼻に崇

高さとやさしさとが,充分にあらはされてゐるO雲岡第-

の偉鼠であらうO

東壁にのぴた本尊光背は,外線に火焔背,つ ゞいて脆坐の

供養天人背と坐悌帯がかすかにみえる｡そのうちがはに一

帯があるが,坐悌常か,ある弘は頭光の火焔背か,わか りに

くいD西がはよりも,束がはが払ろいから,坐悌帯を-背 く

はへたのかもしれない｡(頭高 486m)

pl.54.第十九洞 北壁 本尊俳坐像 顔

ちか くでみあげると,眼がきはめて柔和になる｡膚は上

層を波状にやはらか く,しかもや ｣大きくつ くり,下唇は畢

純なひらたい弧状にしてゐるD 簡素だが,まった くうつく

し1,10鼻端 と臼とのあひだの凹凸は,こまかな奨化をすて

て,あほまかである. めづらしく,鼻孔までつくってある｡

顔面に沿った自重がよくわかるD

p1.55,56.第十九洞 北壁 本尊燐坐像 胸部

唐草文衣襟

大燐の内衣のゑり,こ｣には三健の文様背くRtlb.Ic)が

しわ,そのしたには毅俵のひだがみえる0線かぎわの第

は連珠文帯である｡珠文は中心にまるいものがある｡つ

は七葉のパルメットをかさねたものである. 七義巨のうち

右の第-菓がのびて,それぞれ牛Jiルメットになり,それ

抱合して囲圏をつ り,その合した発端がつぎの七張パル

ットのもとになるのである｡一種の輪つなぎ唐草文であ

第三も環つなぎ唐草文であるoLかし,これは蔓の輪で

る｡ さうして蔓の合したところか ら年パルメットが二本

｣,それが輪をつくD,そのなかを三つ葉のパルメットで

つくしく充填してゐるD第二十洞大体の内衣よD,これ

方が繊細である｡(文様背藷馴昌0.45m)

Pl.57.第十九洞 北壁 本尊俳坐像 左手

Ⅰ'1.58.第十九洞 北壁 本尊併坐像 右膝

Pl.59A,B,第十九洞 北壁 本尊俳坐像 左手左足

階段状zF行線の衣文が,腹から腿,膝へと,すこしもよ

みなく急がれる｡この大きな膝にあらはれ釆:整然たる衣

は,みるものに歴倒的恵印象をあた-るD膝頭のやはら

く,まるい曲面は,第二十洞大価にみることのできない洗

された表現である｡結蜘妖坐した右足は,ゆぴ,その他に

傷はあるが,正確に彫られてゐる｡足首に接して,衣のす

が,ぺつの衣文であらはされてゐるのも,みのがせないO

においた左手は,第二指と第五指をのはし,掌のう-に衣

を帯状によこた-,把持で患さ-てゐる｡第三指と第四

は,をれてゐるのでわからないが,ラ-にあげて多少うか

てゐ允ものかとおもふO手首まですっか りか 1ってゐる

は,やはり階段状の平行線のひだをくわか-し,腕の立礎

いきいきとさせてゐる｡

pl.60A,B.第十九洞 北壁 本尊俳埜像 支柱

A.北壁本尊の右手は,破損してゐるので,右肘したに

柱をおいてゐる.や し偏平の桂で,二両に彫刻があるO

面(Rub.IA)には上中~F三条がjlj:らぴ,うへとしたとは坐

三尊の尖撰寵であり,なかは交脚菩薩三尊の楯扶寵であ

上寓は共感部が破損し,また裂自適がある｡坐燐はもかけ

の形式である｡したの賓壇には銘直をはさんで三I揺づ

供養者がゐる｡中条はう-に天蓋形と帳幕があるQ楯撲

は,ちゃうど第十五A 洞北壁7暦寵にみたごとく,をわた

んだ間どりをしめし,七傍があるO交脚菩薩の足Tに地

があり蓮華か ら上身をあらはし,菩薩の足をさし-てゐ

下露の尖扶形は,牛パルメットC字形つ盈ぎで,中央に五
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のパルメットをほろO蜜壇は破重民するが,右端に獅子があ

る｡中寵と下寵は,もとより,一･組の悌寵である｡三窺いづ

れも北貌末期の様式で,そのころ本尊右手の支柱にしたも

a)とおもはれる｡

B.支柱の南面(Rub.IB)であるO上中下三寵から怠るが

西面とは間のとりかたがちがふ｡上寵は楯扶形交脚菩薩三

尊である｡中条は尖扶形坐俳三尊で,一組になる｡LF寵は

天蓋形生休三食である｡レ､づれも未完成で,したにむかふ

ほど未完成の程度が大きい｡したがって,この三書竃が,たと

-二組三寓であるにしても,一束につ くられつ ｣あったこ

とをしめしてゐるO上寵は洪療のみほられず , lll寵は扶崩

と賓座,患よび賓壇供聾者が輪廓しかはられす,下露は全部

が輪廓にとどまってゐる｡ いづれにせよ,北貌末期の様式

であることは西面と怠なじである｡(支柱高 190m)

pl.61.第十九洞 西壁 本尊擁壁像 光背 西部

むかって右端に北壁本尊の右肩がみえるO そのう-に本

尊の光背があるO 皇づ外縁の火焔がまっすぐにうへにあが

ってゐるOつぎに,高鷲供養者の路盤すがたがみえ,坐俳の

列像がある.これらは畢身光の一部であらうO頭光の部分

はほとんどあきらかにLがたい.光背の西は西壁の千燐系
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であるD北壁にうつるほど,風化のはなはだしいのは,石窟

の通例であるo

pl.62.第十九洞 北壁 西下部

北壁大価の右肘の補修のもやうがよくわかる｡肘のした

の文枝と肘のあ くとのあ弘だに泥壁がぬ19てあるO そのし

たに,方裏がある｡これは右膝の,まるい部分につ ゞいたも

ので,急にを意味するか不明である｡この方基に坐悌/ト寵

が二つほってある｡北壁の西部,床に接して三つの悌寓が

盈らぶD束寵は坐俳寵だが,ほとんど全壊してをり,中寵は

坐俳の三尊で,左右の廟には,ぺつに俳の立像がある｡西寵

は二価並坐の像で,拭額はきえてゐるが,尖扶形は寮せれら

る｡第六洞式の衣文であるo 瀕は摩滅し,蜜壇にあさい供

聾者の像がならんでゐるO(右手支柱高 1.90m)

pl.63.第十九洞 天井

天井は,楕固形で平面にちかい.南がはに明窓がみえ,北

がはに大燐の頭部がみえるD本尊の光背の火焔帯が天井の

なかはまでのぴてゐるのがわかるo そのほかの部分はまっ

たく剥落して,いまなんの彫刻もみとめられ73:い｡(東西長

約1070m)

箱 十 九 A 洞

Pl.64.第十九 A洞 外壁

洞外には瓦磯の堆積がある｡この堆積よりもう-の方に

門口を払らいてゐるOそれは南面しないで,西南面にむか

ってゐるOアアチ形であるが,撰額のやうなものはない｡外

壁は,た ど一株に千悌小乗ばか りであるO明窓は門口より

大きく,アアチ形であるO窓のまはりは,おろ:じ幅でふちと

わがしてあり,こ ｣にも,一面に小千俳寵をほどこしてゐる｡

その他は風化と崩蔑がは恵はだしいO梁穴もみえす種穴も

ないOた 三ゞ角形の,棟とおぼしきあた りに,傾斜したみぞ

をみるのみである｡丘上の石づみも,この外壁が,西南画し

てゐるだけに突出し,自然石づみのしたばが,傾斜してあら

はれることになり,いくらか脆弱でもあったのか,かなりに

いたんでゐるo(明窓高345m)

pl.65A.第十九A洞 門 口 左側

B.第十九A洞 門 口 右側

小さい洞臼で,天井には,なにも彫ってゐないO左側に柑

ラ:

似た大小二つの憐寵,右側に一つの悌寵があり,その他は小

千併寓で うめられる｡なにもかはったところはないが,これ

らの俳寵は,たがひによく似てゐること,しかも複雑にして

緊培な,マンダラmapdala的構成をもつことが注意されるO

第十八洞門口東側の俳寵(本書,第十二審,p)77)とおなじ形

式であるO大亀裂はあるが,表面は風化がすくない｡

左右側上部に,長方形のうけ穴のみえるのは,たぷん楯を

いれ,扉をつくったためであらう｡おそらく,これも中古の

加工と息もふ｡(門口高3.20m)

pl.66.第十九 A洞 門 口 左側 諸姦 (1,2)

大きい方の寵 (1)紘,左端がかけてゐるが,シムメい)ッ

クな構成ゆゑ,仝皆等のもやう(Rllb.ⅠIA)は容易に賓せられ

るOう-に天蓋があり,七怖列寵があり,したに銘宙と供聾

者像をもった嘉一蟹がある｡ なかは上下二条にわかれ,うへ

は楯扶桑で交脚菩薩,左右の席には年別思惟像があわ,その

またそとには俳の佑坐像がある｡ た どかはってゐるのは楯



雲 岡石窟第十九洞

共に項格のかぎt)のあること,交脚菩薩の左右に獅子がゐ

チ,胡脆合掌の供養者がゐることである.楯坊のうへ左右

には,すらりとした合掌供養者がゐる0倍形と天人形であ

り,繰刻の覚るい頭光が目だつ｡したは尖洪寵の坐俳で,左

右禽外に丈たかい合掌供養著がゐる｡壷屋は五成の須禰座

で,しかも左右に獅子がゐる｡怒ほ左右南端にほそ恵がい

院割があって上下にわかれ,ラ-に坐休,したに立燐をいれ

てゐるOよくみると,右がは下方の立俳は足下に頭髪をし

いた儒童 nla-叫Vaがあり,先発悌 Dl-paTl1karaであること

がわかるO定光傍は,こまかいひだをもった僧衣が大きく,

別線の二重光がふっくらして,かへって 堂々たるおもむき

をそな-てゐる｡基壇の供養者たち,右の四人と充の一人

がのこってゐるが,みな僚形であるらしいo すらりとたか

く,頭は小さく,胴以下がながい｡しかし,刻線の衣文は簡

明で,きびきびしてゐるし,まiE画むきの雨足に封し,中央

にむかふ頭部は生き生きとしたうこきを感ぜしめるOみな

長身痩躯の式で,第五洞外′ト活の造像を想起せしめるo

小さい方の蕎 (2)は,雪像の頚をのぞけば,ともか く尭春

してゐるD天蓋と七俳の列寵,銘直と供聾者像の基壇,それ

に,交脚楯扶寓と坐俳尖棋轟のくみあはせは,まったくf約着

におなじである.た ,ゞこの方がせまいため,両端の倍坐,

妖坐,庁立の三燐がゐない｡そのう-下条に七俳列寵の一

層むくはへてゐる｡交脚の左右廟が牛蜘像でなく,立像で

あること,足下の供養者が胡距でなく,長路の姿勢をとるこ

と,ノ帽抗が理路でかざらや,飛天をいれた解であること,か

ぞへたてると,いくらもちが仏はあるが,様式のちが弘もみ

のがせないOだいたいが,祁似た寵であることは,もとより

であるが,諸像をくらべると,この方がよりほそいし,衣食

をくらべると,この方がより繊細,より複雑であるOこの悌

寵の方が,あとから彫られたことはうたが弘をいれ患いQ

基壇の供養者たちは胡服のすがたで,右は女性四骨乳左は男

性三鷺蓬に,少年一骨豊である｡彫 りはあさく,扇I151の蓋像であ

るOこのうへの合掌供養の脇侍は高鷲,東光をもった天人形

であるが,急患じく合掌の童形をともなってゐるのが,注意

を払くo(第 1寵高153m,第2寵高 1.雪om)

pl.67.第十九A洞 門口右側 俳愈(3)

この悌寵の梼成は,完全に左側の悌寵(1)とおなじである

(Rub.IIB)｡た ,ゞ様式はより繊細で,その鮎は俳名 (2)吃

ちかいといふより,一歩す しんでゐる｡ もって,つくられた

時期を察すべきであらうOそのためか,基壇の供葦者列像

ち,北方服でなく,中国ふうの衣冠であるoP王女の直別がよ

くわか らない｡みな,男子夜のであらうかO銘直急く,博山

戊をなかにして,まん73:かの二人は恰形であるOこの方が,

すこし幅のひろいためか,左右中段の坐僻には,胡随の供養

者がそ-てある｡ うちが は,したの立燐は,同様に定光梯

Dl-pa叫こaraBuddhaだが,そとがは,したの立僻もすこしの

こり,童子のむらがるアショカAgoka王因縁だといふことが

わかる｡これも第五洞外小頴にみるところであるo左側の

破壊とことかはり,この上寵の三舎と下鳥の脇侍が,その優

美な顔貌をほゞとゞめてゐることはよろこぼしいO (寵高

1.96m)

pl.68A.第十九A洞 明窓左側

B.第十九A洞 明窓 右側

明窓は,門口より大きいけれども,まはわにきりこみがあ

るので,側壁の幅はせまくなってゐるo左右側壁は,そのま

はわのきりこみから,外壁にかけて,すっか り/ト千悌寵であ

ほはれてゐる｡天井には, なにも彫らなかったらしいQ平

面にともの-た馨あとがのとってゐる｡いま垂:面にわた り,

か怒りの破損があり,石壁上下三カ所に,横木をはめた矩形

の穴があるD中古以札 明障子をはめたなごりであらうO

(明窓高34=5m)

pl.69.第十九A洞 前壁 上牢

pl.70.第十九A洞 前壁 下半

この二枚の語尾によって, ほ 甫ゞ壁の大綱がわかるであ

らうO門口上にも大破損があり,天井にも大亀裂があって,

なかなかあぶ急げ恵やうすである｡ 憐寵の配置はいたって

不規則であり,本尊は,かやうに前壁にせまってゐるのを注

意されたい｡(明窓高3.45m,門口高320m)

pl.71A.第十九A洞 前壁 上部 左竿

B.第十九A洞 前壁 上部 右竿

pl.72A.第十九A洞 前壁 下部 左竿

T3.第十九A洞 前壁 下部 右牢

これで門口上をのぞいて,いちおう金壁の配置がわかるO

まづ最上は,第七,第八洞のごとく(本書,呈第四巻,pl.91,罪

五巻,pl.84)なげLにあたる梅 ぐみがあり,それか ら三角垂

餅があり,また弧状にたぐった惟幕がある｡つまり,天蓋に

あたるものであるOそれから三層の坐憐列像があって,これ

は左右壁にまはってゐるOそれは合手形の生体,すなはち両軍

定悌 dhy豆naBuddhaで,患なじく千傍をあらはしてゐると

おもふが,こLには寛がないOわbに大きくoAOmから0.45



m,大小まちまちであるOあさい彫 りであるが,顔は大きく,

惜脂もむっくりして,粗雑夜やうで,力にあふれてゐるO

左方は,これより以下俳寵がならぷが,右方は,この種の

千棒が,なほ四段ばか りあるD最下の一緒は,そのまはわを,

すっか り外壁とおなじ小千俳寵でかこまれてゐる｡これは,

まづ無寵の千燐があり,あとから′ト千体寵の彫られていっ

た庶路をしめすものである｡これとおなじやうな無寵の坐

俳は,なほとの下方に,二頂(13,28)はか わみられるが,さう

かといって,この千俳列像が,甫壁全面をおほふてゐたとも

おも-ない｡たと-ば右したの尖]共生怖寵(14)のしたはか

な り基所があるが,けっして,さうい,も千僻の彫られてゐた

といふ形跡はh:いD また右う-の怖寵(5,6)わきの千俳も,

やはbこれらの俳寵がつくられてのち,この基節のひろさ

をにらんで,彫 り允したもののやうであるo

とにか く,この壁面には,大小二十六の俳寵が彫られてゐ

るが,その間k:友んの秩序もみとめられないo様式からい

-ば,みな初期の悌寵で,そのなかには未完成のものも,か

j5:りあるOたと-ば門rjのう-(9)とか,最底部(20,21,29)

とかである.また,これらの併寵のあ弘だには,小千俳寵を

うめてゐるが,なほ若干のこったところがあるD モれは一

部分,岩の脆弱患ためでもあらうが,か,怠らずLも,それの

みではないらしい.岩質もよくて,小千燐寵の彫 られてゐ

ないばしょもかな りある｡(明窓高34=5m,門口高3.20m)

Pl.73.第十九A洞 前壁 中央部

こ ｣には明窓と門口とのあ弘だがしめされてゐるOそれ

は,雲間石窟の通例で,や ＼ふ くれてゐる.藍,らけづ わの壁

面を一部にのこしながら,三つの俳寵が彫られ,また小千悌

寵が彫られてゐる.そのうち,むかって左の大桑(9)は二怖

並坐の寓Oこれは未完成で,本尊二鰭はあらぼりのま｣｡

寵形も右端の獣頭はみえるが,あまb完備してゐ忽かった

らしい｡いま,このう-に彫られてゐる小千体寵のすきま

をみても,壁面は粗雑で,なにもみえない｡それにしても,

このあらけづ りe)二俳は,がっちりとした指格をして,堂々

としてゐるO初期の作であることはあきらかであるが,な

ぜに未完成にすてられたかは判明し患いO

つぎの中央には,生協の俳禽(10)があるが,これも未完成

であるDかすかに尖瑛寵かと推察されるが,これも完成し

てゐないのであらうD

右方は二怖並坐の寵(ll)であるOこれは,いちをう,完成

したものとおもはれるが,石の面は,わりに粗雑であるOせ

まい尖扶額があり,あさいき掌彫の合掌供養者があb,まはり

図 版 解 詮 67-74

をとりまいてゐるらしい｡Lrlまは,上下とも小千悌寵の迫

刻で破壊されてゐるQ その彫像の様式 は右方中層の燐寵

(12)に似るが,本尊はや しまるみがすく患いO初期は初期

であるが,悌寵(12)よわも,あとのものとおもふO

との悌寵(ll)のしたに,彫 りかけの小千体寵があるOむ

かって右端一一は寵形をつくり,坐燐の輪廓を線彫 りしてゐ

る｡ つぎは,た 寵ゞ形だけ繰刺し,あとの四佃は,洪宙の斜

線だけを連摸して彫ってゐる｡ これも彫刻のプロセッスを

知るうへに参考になる｡この部分の中央に,いま大きな鉄

損があるD

Pl.74･第十九 A洞 前壁 左 中部 二俳並埜愈 (7)

二俳並坐の寵である.尖扶額は坐悌列もなく,飛天列も

ない (Rub.ⅠIIB)O た 素ゞ地であるO外廓にそうて測線が

-本あり,棋梁はほそいO撰端は反樽した虎頭で,篠JLのや

う恵柱頭にのってゐるo 四脚の林産があり,そのしたばに

は波頭状の彫 りがみえるOさうして,そのなかに供養者た

ちの浮彫 (pユ.75)がみえる｡

傍柱のそとの,ごくせまい直間には,あさい供養者たちを

彫D,洪頻のう-に患よんでゐるO最下は,藤JLに腰をおろ

した合掌の比丘であるO左方のは,不幸にも,のちの′ト千併

寵が侵入してきて,けづ りとられてゐる｡そのうへは,高警

痩身のバラモンbI音hm叩a(婆羅門)であるOそれぞれ,なに

かを手にしてさしだしてゐるOたぶん第九洞明窓(本書,第

六雀,p1.46),第十二洞自行室上部(本書,第十一番,p140)の例

のごとく,右は鳥,左は闇篠であらうO右の方はや 1鳥らし

くみえてゐる｡それか らう-は,みな,高鷲の終生供養者で

あるOたゞ,まんなかの-封だけは,剃髪の恰形である｡こ

れら供養者たちのう-は,弧状にしぼった惟幕であるOむ

すび目にさがってゐるのは鈴であらうか.そのうへに,さら

にせまい一帯があって,左右から飛天がとんでゐるO身鱈を

くの字にそらせ,両手になにか奉じてゐる｡

本尊は,払じゃうにまるい頚であるO第十九東脇洞特有

の頚であるO払たびが大きく,頻と席が大きい｡眉,冒,口,

鼻は,や 1中央にあつまるOいづれも明噺な稜線でふちど

られてゐるO頭は変容をしめさす,耳は長大である｡一面

に白色を泊ったらしく,瞳はいま墨を潔占じてゐるO 左手は

足のう-に急いて衣端をとり,右手は胸にあげてゐるO大

衣は左肩から右舷をとほり,右肩に患よんでゐる｡そして

胸には,左肩からさがる内炎のゑりがみえてゐるO衣食は,

階段状のひだよりな り,衣端のふちには,をれか-わをジグ

ザグの割線であらはしてゐるO服装の鮎は,ほ 本ゞ尊とお
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なじである｡この二俳は,や 1胴を友が くあらはしてゐる

が,そのがっちりした謂格とヴォl)サムのある頭部i=は,こ

まごまとした寵形を背景に,つよくうかびあがってゐるO

(寵高1.32m)

Pl.7･5.第十九A洞 前壁 左中部 二俸並坐姦(7)賓培

いまは,過剰の′ト千沸畠によって,多少破壊されてゐるが,

四脚式の林座である｡安座のしたぼk:そうて,波頭状のか

ぎわがあること,前述のごとくであるQ供聾者たちは左右

に六鰐づ ｣ならぴ,博山旗を中心にしてH.=右の四骨蓬は僧で

ある.そのうち,むかって右の僧侶は,手をあげて香を投じ

てゐるごとくである｡ むかつて左の僧侶二喋には恰衣のう

へに田相がみとめられる｡博LLl嬢のしたには,よくみるご

とく,両手でさ1げた傑儒がゐる｡

僧形のあとには,むかって右に男子の列,左に女子の列が

あるohづれも,北方の服装であるO窄袖の外衣.したに

はタl子は袴子,女子は下裳をまと払,たぷん長靴をはいてゐ

るのであらう｡頭巾は男女ともに,うしろにたれがあるが,

女子の頭巾は,前後二つの山にわかれてゐるOみな一様に,

手をあはせてゐるが,合掌といふより,急にかを棒じてゐる

ごとくであるO彫刻は簡翠であるが,表情があわ,うごきが

あb,生き生きとしてゐるO

とのした一列に七俳の列寵 (8)があるQう-の二価並坐

寵 (7)に関係がないとすると,苛謁正した七俳名であるらし

い｡警あとの歴々とみえる俳寵で,その簡明73:形式は,つよ

い印象をあたへる｡胸をはった堂々たる俳で,頭部は,いた

って小さい｡ほi=んど,顔貌をか くが,一二の存するものに

ついてみれば,この1{Fの悌寵(7,15)よりほほそく,どちら

よわも,あとからつ くられたものであらう｡もし,ちかいも

のをもとめれば,最下の諸禽(16-25)に患いて,みいだされ

るとあもふO(賓壇高0.22m)

pl.76 第十九A洞 前壁 左下部 交卿菩菌愈(15)

交脚菩薩の寵であるが,本尊に比して,一供額も林産も粗略

である (Rllb.ⅠⅠIA)｡弧状の惟寺も,払じゃうに略されてゐ

るし,楯摸梅内の運上化生も飛天も,型ばか りであるOほそ

い傍杜のう-は,Ⅴ字形にのぴた杜頚飾があり,そのうちが

はは階段状につくられ,忽かに化生があらはされる｡左右

寵傍にたつ脇侍も,型ばか りに略されてゐるが,手に水瓶を

もってゐるO足下に傑儀をおいたのは,授そだかい寵傍を,

うめるためであらうO右方の,脇侍のしたは,萱だ土の壁で

おほほれてゐるo

休座のしたは,保儒のうけた博山煙,左右にそれぞれ三鰐

づ ｣の9王女像があるOこれも北方の胡服であるが,肝旨は]共

手してゐるらしいO

本尊は,賓に威厳のある董琵をしてゐる｡額は大きく,頻,

横が大きい｡この洞特有の顔つきであるO眉はなが く,目は

ほをく,鼻とHがあざやかである.頭髪を割線であらはし,

賓冠をいた ゞく｡三種の胸かぎわ,それから腕輪,手は胸で

かさねてゐるのがめづらしい｡第十懇Fig4(37-40)にあ

げた以外の形式であるO膝はつよくはって,足さきをたて 1

ゐるoLF裳は,つよい平行線のひだをつくりながら,膝をあ

ほってゐるO

寵内左右の脇侍は,牛乱酔陛像であるO篠JLに坐し,頻に

手をあて ＼ゐるOわ りに簡略73:形像であるが,まるく正昭

的であるO本尊とのあひだに,うづ くまった獅子があるが,

これも,ぜんたいの形だけで,細部の彫刻は略されてゐるO

(寓高1.13m)

pl.77A.第十九A洞 前壁 左下部 諸禽(16-19)

B 第十九A洞 前壁 左下部 語義(20-25)

A. こ Lには四つの憐寵がみえてゐる｡ う-の二寵 (16,

17)は,たがひによく似てゐる｡ほかの坐燐は,いちおう完

成したらしいが,むかって左方(16)は,払ざのあた りの表文

がなく,やはり未完成かとおもはれる｡払くい尖摸亀 耕端

の獣頭,まはわの供聾者たちも,粗略な形象で未完成らし

い.したには林産があったらしいが,いま,迫刻の′ト千憐寓

に,とってかはられてゐる｡

したの二寵 (18,19)ち,払くい尖秩額といふ鮎では,共通

であるQしかし,こ ｣には妖端の獣豆如ミないo むかって左

方(18)は,左右に脇侍をもっね三尊坐悌であるが,衣文は彫

ってなく,未完成のやうである｡顔面は,すこしこほれてゐ

るが,表情があるO右方(19)は,顔面に破損はあるが,ひじ

やうによくとLのって,こまかい平行線の衣文が うつ くし

いO基底の香煙と供養者四鰐が,わづかにのこってゐるが.

もとは四脚式の林産があったのであるo

B.この二価並坐寓(20)は未完成である｡顔面だけはし

あげられたかにみえるが,最後のしあげまでいってゐるか,

どうかは,あやしho撰端の獣頭も,左だけしか飼意してゐ

ないO扶額もなく,うへに十骨葦の生体がならんでゐるOそれ

は様式的に,この悌寵の本尊とつ りあはない｡小千悌寵像

とおなじであるから,あとからの追刻であるOあるひは,は

じめに七憐だけは,なにかその核がつくってあったかも知れ

･ない.
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そのしたの俳寵(21)は,尖横の坐悌寵で,左方の諸寵(16

-19)と同額であるが,瑛額の闘わ尊に,合掌の化生を彫って

ゐるのはめづらしい｡このよこの上下の二寵 (22,23)はほ

同ゞ形で,た のゞ央摂生悌寵であるO以上の諸禽よりは,い

くらかおくれてゐるであらうQ

それから最底部に小さい坐悌尖瑛寵(24)がある｡未完成

であるが,その摸額のか充ちか ら,この壁では最後のものと

泰もはれるOこのよこに,めづらしく牛軌思惟像の寓(25)

があるo尖扶寵であるが,本尊は小さくもあり,こはれても

ゐるので,よくわか らない｡

Pl.78.第十九 A洞 前壁 右 中部 二俳並坐禽 (12)

左方の二悌並坐寵(7)に封慮するやうに,つくられたのか

も知れない.払じゃうによく似てゐる.最上の飛天苛とい

ひ,弧状の椎幕といひ,まはbの浮彫合掌供葦者群といひ,

損密に洪端,すべてにわたって一致 してゐる(Rl'b.TVA)O

た ,ゞこの方がいくらか粗略なだけであるoLかし,うへの

飛天と権幕との彫法が鮮鏡で,配列の1)ズミカルなのは注

意をひくO最下は,たった比丘形で,賛嘆のないのは,のち′ト

千怖寵のために破壊されたからであらうO

内部の二傍も,左方の俳名(7)によく似てゐるoたゞこの

方が,いくらか粗略で,量感にとぼしいOよくみると,椀寵

(ll)よりすこしたかいので,この方がはやくできたものと

息もはれる｡また,そのしたの小千体寵の測線が.この寵の

供養者の一部にか しってゐるのをみると.その前後関係が

よくわかるであらうo むかって右下にある無寵の生休(1.5)

揺,未完成なのか,顔面もうらうとしてゐるが,形式からい

へぼ,ラ-の坐悌列像と同類である｡それがなぜこ ｣に彫

られたか,あるひは,こ ｣にも坐悌列をつくるつもりであっ

たのかわか らないOまはりの小千悌寵はもとよりのちの迫

刻であるOそのときに,忽ほ,≡このう-に無寵の坐像があっ

たらうかどうかO それは,た ,ゞ想像のほかないが,なほし

たに,患患じゃうな無寓の坐悌(28)が.孤立して,′ト千体寵

にとりまかれてゐるのをみると,すでにあった坐悌列像た

こはして,小千悌寵をつくったとはおもへないO たぷん.こ

の無寵の坐燐は,いまある程度にしか彫られなかったもの.

そのうちに,他の諸寵が,しだいに壁面をあほふにいたった

ものと,か ういふふうに解碍されるo

Pl.79.第十九A洞 前壁 右下部 交脚菩薩愈(26)

これも左方の交脚菩薩寵(15)に封癒してつくったやうに

みえる｡大きさも,位置も,作風もか怒りちがふけれども,

固 版 解 読 75-81

この石窟内における封艦は,この程度のものであるらしいD

楯扶額もl柄巽の轡曲した式であるが,上下に梅があるのみ

で,たてのしきりはない｡したに,ちゃうど椎幕にあたる部

分が彫 りのこされてゐるが,弧状のつくDだLはないO そ

の細,この寵の未完成なのを,ものが売ってゐるやうにおも

ふO蜜壇は四脚の肺底式,供養者の列像が,粗略に彫ってあ

るO左右禽傍の脇侍は,左方の交脚菩薩蔑(15)とすっか りち

が払,鮮鎗な,あさい彫 りの彫像である.その鮎,つぎの寓

(27)と共通である｡

この寵の本尊も,つぎの坐悌寵(27)によく似てゐるD ま

んまるい頚で,眉口がみじかい鼻のまはわに凝集LLひろい

顔,大きな親,ふかい臨をのこしてゐる｡賓冠はいたって簡

素であるが,J淘かざりも板状のものだけ,左右の腕釧はな

い.彫 りわすれたのか,未完成患のか,この鮎疑問であるO

芋は摘まへでかさね,天衣はひぢにか ｣り,ー下裳はつよい曲

線で両足をあほってゐるが,金曜に窒あとがいちじるしく,

その鮎からも,未完成の印象をうけるo左右の年伽脇侍,足

下の獅子,それに寵も撃あとをのこし,しあげが患いoLか

し,諸陵はヴォl)ゥムがあり,碓格もゆ充かで,どっLt)と威

厳があるO

い堂楯按の左右,賓壇の左右には,′ト千併寵がくひこんで

ゐる｡小千悌寵も,一名に二鰭おきめたものが二三あり,普

た数鰐がならんで,とくに寓形のみえぬものもあるo

pl.80.第十九A洞 前壁 右下部 坐俳名(t27)

この寵は,′トさいが,ひじゃうによくと｣のってゐるOこ

とに本尊がさうである｡ すこし目のつ t)あがったところに

特色があるO鼻はみじか く,衝が大きい｡肩がはb,手も大

きく,堂々たる生像である.衣文は,あさい階段状のひだで

あるO完好な素文の突沸額,林産式の基座に,あさく供養者

たちを彫 り,林脚のしたには,保儀と膝JLを彫る｡これらは

み在粗略であるが,左右寵傍のW,侍は精,WであるO右脇侍

は,むかって左方の交脚寵(26)の脇侍とおなじく,鮮錬なあ

さい彫像であるが,左隣侍はや 1たかい浮彫で,恵もうつく

しい.まるい蓮華のうへにたち,合掌してゐるO

この誉岳(27)の,むかつて右 う-に,無寵の坐悌(28)が一昭

あるO これはさきにもいったごとく(pl.78),坐供列像の一

躍で,たゞあとの造営がつ かゞす,弧立したものとおもふ｡

Pl.81A.第十九 A洞 前壁 右下部 諸愈(26,27)脇侍

B.第十九A洞 前壁 右下部 坐休会 (27)左脇侍

A この脇侍は丈だかいところに特色がある｡どちらも
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合掌して,本尊の方をむいてゐる｡肩に大き怒肩布をかけ,

それが下裳の衣文と合一してうつ くしい.

B, これは,ふっくりとした肉彫 りで,合掌してゐる｡瀕

はまるく,柔和で,しかも威解があるo

p1.82,第十九A洞 前壁 右下部 諸金 (29-32)

右方最低部であるDまんなかの坐沸寵(30)がいちばんと

｣のってゐる｡よくと1のってゐるが,ラ-の燐系(27)にく

らべると,はるかにきゃしゃになってゐるO時期の患 くれて

ゐることは,いふまでも患い｡おしいことに,いま葦頁面をう

し在ってゐるD Lかし形式はよく似て,控とんど,おなじで

あるO素文の尖扶蘇,摸端と柱頭も,かざわがないOた 左ゞ

右と上部にかけて,六段の坐依列像をならべ,最上層に弧状

の惟幕をつくる｡

このよこ,門口あきの悌寵(29)は,縛定の坐悌であるが,

前者(30)によく似てゐる｡扶額のう-にも六俳の列像があ

る｡ たどふしぎなのは,∫あら彫 りの愛 しで未完成患鮎であ

るOうへの寵(29)那,未完成であるにか ｣はらす,このした

の亜梯寓(31)は,簡略ではあるが,いち患う完成してゐるら

しい｡形式は,まった くよく似てゐる｡

以上三条の形式的一致に劃し,つぎの悌寵(32)は,まった

くちがふDと｣のった資壇と突抜額の併寵で,諾陵は第六

洞式の服装をする. この石窟,最末期の迫刻寵であること

はいふまでもないが,それでも,わきの小千俳寵をみると,

この寵を考慮して彫った形跡があり,小千併寵より以前の

作であることがわかる｡むかって右の方には,あらけづ りの

壁面がのこり,つゞいて右塵脇侍の嘉屋がみえる｡

pl.83.第十九A洞 左壁 上牛

pl.84.第十九A洞 左壁 下草

左壁には,左脇侍が大きくたってゐる｡左脇侍のう-は,

五段の盤悌列像があt),わきには,四段の坐悌列像がある｡

それよりしたは小千体寵で,そのあ弘だに,若干の俳寵があ

る｡いったい,甫壁とのさかひは,ほ 直ゞ角であきらかであ

るが,後塵とのさかひは,まった く患いQた 本ゞ尊の光背を

もって後塵とすること,第十七,第十八,第十九洞の例のご

とくである｡こ ｣では後壁光背のしたも左壁から連続して

虞別がないので,便宜上左壁として政明することにするO

坐悌列像は,最上で弧状にしぼった椎寡に揺する｡その

うへは三角垂蹄になり,怠りどLになり,その鮎完全に前壁に

患なじであるO

惟幕は,平行の弧線が密 にはいってゐるので異常であるO

坐俳列像は,うへ六段二十七億が,ことごとく通肩であるの

がめづらしい｡列健の一部は,本尊光背に接して,共損の三

尊坐像寵が二つ(33,34=)彫ってある.悌像の様式は,完全に

一致してゐるから,同時の作であることはいふまでもない｡

(左壁高8.50m)

pL85.第十九A洞 左壁左脇倖菩薩

この脇侍は,たかさ4.52m,頭の大きい,肩のまるい,足の

大きな像であるO身骨豊は偏平在,あさい彫像であるが,宣告は

充分･に突出して,まるいO顔面はおしいことに,崩落してゐ

るが,断石はいま京都の藤井有隣館(Fig.ll)にあるO前面

は破損してゐるが,みごとな三面賓冠(Rllb.ⅠVB)であるo

囲板と固板とのあひだの唐草かざりがうつ くしい｡背後に

三角巾がさが わ,耳菜に耳かざDがつく｡胸には胸かざり

がつき,腕には腕剣があるD右肩から幅のひろい肩巾がさ

が わ,石渡をつ しみ,下裳は雨脚にそうて垂下し,すそは波

状に響曲してゐる.表文は,すその曲線に似て,重厚夜警曲

をしめすが,もとより肉感に密着してゐるのである.天衣

は大きく肩にまはり,肱にか 1ってゐるO そのはしはどう

なったのか,いまの壁面にはみえないO右手別海にあげる

が,届乎な彫 りなので,すこしきゅうくつさうであるO左手

は水瓶をもたせたとおもふが,しあげられなかったのか,あ

いまいなかたちである｡ 足はぶっきらぼうに角ぽb,憂慮

(pl.84)はあらぼわのま｣で,連座でもなんでも患いO光背

の左に,大きな穴のあいてゐることは,前述のとほりである

が,左手のむきにも穴があいてゐるO(像高 4=.52m)

pl.86A.第十九A洞 左壁 左脇倖菩養 頭部

臥 第十九A洞 左壁 左脇侍菩薩 上身

A. こ ｣には,ほ 光ゞ背の全形がみとめられるOたどま

るい東光に,囲扶形のあほひがある｡さうして,その国技形

a)あほ弘のうへに,なにかとがった尖頂をつけてゐる｡ 光

背には,なんの彫文もなく,い蛍は墨で火鳩と霊との文様が

ある｡火煩の方は,その時代的特徴をつかみえ患いが,蛋芝

雲の形は,ほ 遼ゞ代のものとみてよいやうに息もふ｡

光背のうへに,五人の合掌抗生の供養者を彫ってゐるが,

いかにもうごきのある姿態である｡(頭高約 100m)

B. こ1には,うつ くしい右手がみえ,指さきに蓮の菅を

つまんでゐる.賀かざりもあざやかで,まづ平板の致かざ

わ,これか らはまるい鈴と小鐸とがか 1ってゐるDそれから

玉をつらぬた頚かぎりが,右の肩からさがってゐるo左肩の

肩布は,重厚なひだをつくりながら,胸から腹にさがってゐ
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るOそれに上樽の腕輪,手くびの腕輪もみえ,肩には頭髪の

一部がたれさがってゐる｡

pl.87.第十九A洞 左壁 中部 譜姦(35,36)

左脇侍の腕のわきであるQう-の坐悌列像は九段で,左

脇侍の肩までとしたが,最下の一列は形式もや しちがひ,ぺ

つの二俸並坐寵かも知れないOう-の諸侯とくらべると,

顔がまんまるく,割線の内衣のゑ りが目だつ.たぶん,べつ

の工人の彫るところであったらうOた L.し,これには悌寵の

かぎりはない｡

交脚菩薩篤(35)は未完成であるO 楯横は惟幕の部分をの

こし,上下に二本の測線をほどこしたばか りのところ,本尊

の類は彫 りあがって完了してゐるD その顔貌は左う-の二

備によく似,同一人の手になることがあきらかである｡胸

以下はあらぼりのま ｣で未完成Oそれでも脚をまじへたと

ころ,手をかさねたところはあきらかであるが,脇侍と獅子

にいたっては,まだ岩のかたまりであるOそのうち右の脇侍

は,からうじて牛居れ思惟晩だといふことがわかるO寵底も,

もちろん,あらぼりの蓋 しである.

二伸並坐の寵(36)は′ト千体寵にかこまれてゐるOさうし

て,これよりしたは岩層のわるいためか,なにも彫ってゐな

い.この俳名の本尊は前壁でい-ば,坐怖尖扶寵(30)にち

かいO初期の形式ではあるが,いくらか,ほっそりしてゐる

のであるOかんたん忽四脚式の林産,それに獣形の摂端と

藤JLの柱頭は,折壁二憐並坐寵(7,12)に似るが,この獣形は

前脚があらはされてゐるoう-に弧形の椎幕があり,まは

わに粗略な彫刻の供養天がゐる｡た 左ゞの脇侍像はあさい

彫 りであるo Lかし鮮鎗な彫像であるところが,前壁怖篤

(26,27)に似てゐるo(第35寵高081m,第86寵商084m)

pl.88 第十九 A洞 左壁 中部 千体

これは本尊光背と左脇侍とのあひだである｡う-から第

八と第九の坐悌列である｡本尊の悌恰像,脇侍の菩薩立像

に射し,洞内上部をうめた千俳で,もとよt)本洞根本の諸像

であるOたかさ約040m乃至045mで,かなり不同があるO

や しなが手の頚と身護,それが荘重な,威厳のある均衡を

たもってゐるO最高表面が一致するあさい彫 りで,胞,肩の

ところがたか く,膝のたかさも,これと弘としくたかいOそ

れに,膝のや 1たちあがったかたちが,この八絹の一般的な

特徴であるoLかし,よくみると,むかって左うへの三鰻と

右うへの一環,したの一列四慣とが,それぞれ一群とな り,

特徴を異にしてゐるOまづ,かんたんなところをいへば,左

固 版 解 説 82-90

うへは内衣のゑわが刻練であらはされ,右う-は衣文がな

く,した一列は内衣のゑ りだけが患い｡また,左う-は膝の

衣文がみな釣鈎状だが,右 う-は衣文なく,した一列は,む

かって右端のみ,ちょっと例外であるが,あとはU字型であ

る｡しかし,このちが弘を決定的にするものは面貌であるO

左うへは,大′トはあるが,や 1ほそ手,眉目はや し水平,鼻梁

のいたゞきがせまいD右う-ははゞこれに似てゐるoLた

一列は,や ｣ひらた く,とくにLもぶくれで,眉目がつ りあ

がってゐるOとにか く,した一列四鰭の面貌は特徴があり･

その同一人の芋になることはうたがひがたいO ちゃうど一

人がうtj･もって,しごとのできるやうな幅であるか ら,こ ｣

に一人で一列四鰭を彫ったと1.1ふことは興味がある｡ した

がって,うへ一列四鰭も,またちがった別人によってつくら

れたことが知られるO この二段はひじゃうによく似て一群

をなし,うへの千燐列像とはすっか りちがふのであるが,こ

のまた二段が相互に相違して,別人の手になることがわか

るのは興味がふかい｡

いま,墨でかいた国光があるが,これは光背の文様とおな

じく,中古の補彩であらう｡いま,このあた りは黒く,また

いくらか朱色をおびてゐる｡さうして彩色は,おそらく石

の風化をふせ ぐには役だってゐるものとおもふD(左下像高

0.48m)

pL89.第十九 A洞 左壁 下部 諸愈(36-39)

こ ｣は一両に′ト千俳名がある｡中央に-すぢ悌寓のない

のは石質がわるいからである.そのう-に小さい穴があい

てゐて,第十八洞(本書,第十二審,Pl.110)に通じてゐるoこ

れをみると,石窟と石窟とのあひだが,いかに接近してゐる

かといふことがわかる｡接近といふより,このばあひ･賓は

かさなってゐるのである｡た たゞかさがちがふために,か う

いふことも可能(PlanI)なのであるQ

′ト千梯寵のなかにある悌寓は,ラ-に二価並坐の尖摸索

(36)があるoそれから,むしろ後壁にまはって,本尊光背の

したに,=つの坐悌寵(87,38)と,一つの交脚菩薩寓(89)那

ある｡この三乗は,たがひによく似てゐて,陪ゞ同時期につ

くられたものと台もふ｡(第38寵高098m)

pl.90.第十九 A洞 左壁 下部 諸寵(38,39)

本尊光背のした,最底部である｡もとより,後壁といふべ

きところであるが,た 左ゞ壁とのくぎりがないため,便宜上

こ ｣にあげ衆:C,

むかって左端の三暦塔は,本尊憂慮のす ぐむきにある.
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かなb風化してゐるOつぎの坐悌尖扶桑(38)は,この洞に

めづらしく扶額に七俳があり,銘直をもった方藁式の壷座

である｡本尊は,や 1枚そ患もて,割線の衣文があり,寵内

左右L7:脇侍がたち,寵外周囲に合掌の供葦者たちがゐるO

最上には,ごくあさい彫 りで,飛天が,患よぐやうにとんで

ゐる｡ 銘寝の左右には,比丘と男女の供養者を,あさく彫っ

てゐるが,まだ北方の服装である｡

つざは交脚菩薩の楯扶余(39)である｡様式的には,前者

によく似てゐるDはゞ同時の作にちがひ夜い.前壁でい-

ぼ,坐悌寵(32)にちか1.1ころであるが,形式は全然ぺつであ

るO銘直をはさんで,左右に四環づ ｣の倍がゐるoそのう

ち,むかって右の一環だげが,手をさしのべて博山煙をさ し

げてゐる｡挟顧問には飛天があり,そのう-には供養者が

あわ,寵傍には,また供聾者がゐる｡寵内は合掌の比丘が脇

侍であり,蕃師子がゐるO本尊は五成の座 に坐 し,右手をあ

げ,左手を膝においてゐる｡ 背にまはった天衣は大きいが,

乍泣躯はや 1ほっそりしてゐる｡

この上部にも,やはり小千俳寵がぎっしり彫られてゐる

が,どの梯寵よりも,あとから彫られたことがわかる｡たと

-ば俳名(37)左したの供養者像に接して,や し小さくされ

た小千併寵,悌寵(38)左う-の隅と小千怖寵とのあひだに

のこされた碁所など,注意されたい｡ (第38名高0.98m,罪

89寵高0.84m)

pl.91A.第十九A洞 左壁 下部 坐俳姦(38)去上部

B.第十九A洞 左壁 下部 議会(38,39)姦傍扶杜

A.坐俳 も供養者も,顔面は略されてゐるが,衣文はあら

はされてゐる｡粗略な彫刻であるう-に,肌がや 1あれて

ゐるが,まるみのある,可憐在像である｡最上の飛天も二環

みえてゐるD(楯扶中央像高0.12m)

B. 一方は終生合掌の政,伯は立った脇侍である｡ これ

には顔面の細部をいれてゐるが,小づ くりであるO楯洪内

の飛天も大きくとんでゐるO棋端獣頭の略されてゐるのな

みよO(抗生像高0.雪om)

pl.92.第十九 A洞 右壁 上竿

こ Lは,かなり風化がはげしく,最上層の天蓋枝はみえな

い｡千俳の列像は五段あり,そのうち,ラ-から第二段の最

奥k:,寵のなかにおさまった坐燐があり,第五段の大部分は,

右脇侍光背上の供聾者でしめられてゐる｡なは脇侍の左わ

きにそうて,六段の千怖列像があるO(明窓高345m)

pl.93.第十九A洞 石壁 下草

右脇侍も,ありあ弘にあさい彫 りであるが,頭部は充分に

まるみがあるO足はつよく左右にふんばって,方妖のう-に

たってゐる. 方班は蓮華でも彫るつもりであったかと息も

ふが,あら彫 りのま｣であるO最初脇侍の像に関係なく,宿

のかたちに,まるく彫られたらしいととは,基座の響曲によ

ってわかる｡右手は胸にあげ,梯子をもち,左手はしたにた

れて水瓶をもってゐる｡肩;宿,T裳は大きく身皆苛をあほひ,

平行の衣文はおほまかに急がれてゐる｡左脇侍の衣文より

ち,はるかに流麗であるOすそは左右にすこしあが り,まん

なかに下裳のあはせめがさがってゐる｡

火娼形の頭光のうへに,固秩形のあほ弘があり,そのうへ

に,なにか尖頂をつくらうとしたことは,左脇侍と患なじで

あるが,左年分にはそれが患い.だから,このう-供養者た

ちのしたばは,ちぐはぐになってゐるO 光背の面には,なん

の彫文もなく,中古に墨でゑが ｣れた蛋芝芸と,火焔とがあ

るOなは,天衣が大きく肩にまはることも,左脇侍に患なじ

であるO(菩薩政商448m)

Pl.94.第十九A洞 石壁 右脇侍菩薩 上身

これでみると,光背のう-の風損形にゑがいた雲形がよ

くわかる｡左脇侍のものと同校であって,その形式から,こ

れら墨色の装飾が,みな,遮代のものと判定 される｡この

光背の一部,天衣の一部をきって,小千体寵を彫 りこんでゐ

るE,

患 しめに一本亀裂があるが,箕にうつくしい忠であるO

払じゃうにふか く彫られてゐるが,正面はIII面で,ひとつの

平面からなり,こ ｣に眉,員,鼻,Elがふか くあらはされる｡

眉はな 1めになが く,目は杏仁形にひらき,鼻すぢはとほ

り,鼻翼はつよく,膚はや ｣古拙笑を量する｡玉眼をはめた

のは中古のしわざであるが,Lr.まはなくなって,その碁洞を

のこしてゐるO三画室冠の正面には碓走俳があり,その風

紋のう-には新月形がある｡雲間の交脚菩薩には,つねに

貿冠TE面に両軍定俳があb,禰勧菩薩のしるLj:解されるが,

この脇侍の鐸定価が,忽にを意味するかは不明であるOこ

とに穣念なのは,これに封する左脇侍の賓冠がこはれて,わ

からない鮎であるO胸には板状の致かざわがみえ,それに

夢路か,沈蘇のどときものが,さがってゐるのをみる｡

この囲版,むかって左う-をみると,前壁との接欄がわか

るが,納屋のつよい轡曲ぶりも,こ｣からうか ゞはれるであ

らうO(頭高0.98m)
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I'1,95.第十九A洞 右壁 右脇侍菩薩 頭部

つよくま-にで ｣,超妻の大きく払ろいのが,この像の最大

の特徴である.としからみると,とくに顎がで,口のあたり

が くぼんでゐること,眉のねもとがふか くおちこんでゐる

ことが注意される｡耳も充分に大きく,頭髪が大きく,ふさ

ふさとさがってゐるOお くゆきのふかt,1せゐか,三両賓冠の

側面の囲坂は二つあって,通例よb-つ多いOま-の方はふ

つうの囲板で,芽をとほしたらしく,はしにふさがさがって

ゐるOつぎはたどの図枚で, 二重になって旋回する放射線

がきざまれてゐる｡正面の風板とのあひだにある唐草かざ

わもうつくしいO(頭高098m)

Pl.96A.第十九 A洞 右壁 右脇侍菩薩 右手

B 第十九A洞 右壁 右脇侍菩薩 左手

A･胸にあり.7C右手であるOみじかい梯子vyaJanaであ

るO柔軟な指と柔軟な梯子の響曲とが,よく似あってゐるO

手の甲がゆたかで,肩のはりと,よくつ りあってゐる｡ それ

に肩布のひだの,大まかなながれが,堂々としてゐる.

B.たれさげた左手に水瓶をもってゐる. 中指と第四指

を折 りまげて,そのあ弘だに,水瓶をはさんでゐる｡手酎旨は

かるく中指をあさへ,第二指と子持はのびてゐる｡その拇

指のそりと,-=j'指のほわがうつくしい｡水瓶 kl叩dikaは,演

の恵がい,胴のはった,茎つきの,ふつうにみる形であるが,

その立骨即勺な彫 りは,箕に堂々として遺憾がない.(水瓶幅

031m)

Pl.97.第十九 A洞 右壁 下部

下部は,ほとんど小千体寵におほほれ,そのあ弘だに三つ

悌寵があるDそのうち,お くの坐悌寵(4=1)と交脚菩薩寓(42)

とは,すっか り風化してゐるが,その様式は左壁お くの諾寵

(88,39)に一致し,その峠期も,ほ 推ゞ測ができるO脇侍水瓶

したの二怖並坐寵(40)は,第六洞式の服装で,前壁生協寵

(32)とまったく同様,洞内ではもっともあたらしい椀寵であ

る｡けれども,小千悌寵よりは,さきに彫られてゐることが

わかる｡

こ｣には,自然に壁がうすく,第十九本洞にむかって孔の

あいてゐるところが三カ所あるO最下の固形の孔からは,

第十九洞にゆき｣ができるやうになってゐるが,これは多

少のちに,人工をくは-て大きくしたやうにみえるOとに

かく,こ ｣にみられるやうに,第十九洞とのあひだの壁はう

すいのであるO

園 版 解 貌 911100

Pl.98A,B.第十九 A洞 右壁 中部 千併

A. これは右脇侍の左わき,ラ-から第九段目,したから

第二段目の千体列像である｡三併あるが,まんなかの立像

重言異例である.顔がまるく,右がはの燐にもよく似てゐるO

左手を胸に,右手をたれ,足を左右にふみ払ろげてゐるo衣

は通肩であるが,左腕にか しった衣が,大きく弧をゑがき忽

がら,すそになり,またう-にあがって,右腕にいたってゐる

やうすが特異である｡右がはの俳は風化してなくなってゐ

るが,左がは坐俄はよくのこb,僚芝格も堂々としてゐるO衣

は適肩,両手をま-で くんでゐるQ(立像高0.44m)

B.最下段の千燐であるO通肩,揮定の二喋で,うへの悌

像によく似てゐるO ことに,むかって右がはの健が,上段の

詩悌よ,同一人の手になることは,うたがひがたい｡いまか

な りあれてゐるが,朱色をのこしてゐる｡(右像高0.43m)

Pl.99.第十九A洞 右壁 下部 小千使姦

小千燐系はたかさ約015mから020m,まったく簡素な表

現である｡衣文は一種朝で,ゑりにまく二本の弧線と,胸に

さがる二本の直線のみからなる｡第十九洞明窓の諸寵 (本

普,第十三番,Pl.10)にくらペると,まっ太 く同株であるが,

第十六,第十七洞中間外壁の語義 (本書,第十二怒,Pl.2)と

くらぺると,や しちが弘があるDとにか く,身鰐がきゃしゃ

で,そでがとがってゐるのは,わりに患そい製作であること

を,株式のう-からものがたってゐる.むかって左したに一

部みえてゐる二悌並坐寵(40)よわも,あとか らきざまれた

ことは,それとのあひだに,せまい基白をのこしてゐること

によって,あきらかであるDなほ,この小千憐寵は,その製

作にあた り,右脇侍左手からたれた天衣を破壊してゐるO

いまその患ごりが,中央部上下にわたってみとめられるo

(禽高約0.19m)

pl.100 第十九 A洞 後壁 本尊俳俺像 上身

大きな方形の篠凡に腰を息ろしてゐる｡ た くましい足

(pl,84)をまへにだしてゐるが,いまはおしくも破損してゐ

るOまはりに遷座を彫らうとしてか,恵がい漁(p170)が繭

足をとりまいてゐるO遷座が未完成であるばか りでなく,

床も凹凸があってとしのってゐない｡

右手は胸に,左手は膝にあて もゐる｡衣は左肩にか 1り,

右肩には衣端がか しるのみである.衣文 は払 くい階段状

で,第十八洞,第十九洞の本尊(本書,第十二巻,pl.15,第十

三巻,pL50)に似るO内衣のゑ りに,唐草文の文様のあるこ

と,第十九洞本尊におなじである｡た ゞ,こ ｣では濃状つな
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票 岡 石 窟 第 十 九 洞

ぎ文を主帯とし,そのふちに連珠文をおく｡

頭部は,このやうにまるい｡さうして,耳が大きい｡脇侍

ほどはで ｣ゐないが,かなりふか く彫られ,しかも顔面は大

きく,ひらたい｡それで自書柊に,帆あた りから街にかけて角

ぼってくるOこれは初期の雲間像にみる-一般的特徴である｡

それで宙はひらたく,眉はなが く,目はながいが,まるくふ

くれ,鼻すぢはとはり,口がうつくしくしまってゐる｡その

た くましい鰐身園に,よくつ りあった堂々たる顔つきである｡

この固版には,わづかながら,本尊の光背(RllbIVC)がみ

えるO拳身光のそとには,年)1ルメットC字形つなぎの唐草

文がある｡つぎには頭光の火焔背があるOつぎは脆坐合掌

天苛(pl.101),坐悌苛で,まんなかの蓮華文になるO身光の

内儀は,また路盤合掌天帯,坐悌帯である｡(頭高1941n)

pl.101.第十九A洞 後壁 本尊悌偽像 上身

こ ｣には払ら未:い顔がみえる.あごに大きな亀裂があり,

目には玉眼のあとがあるo右の耳はかなり風化し,胸の部

分 も風化してゐる.(頭高194m)

Pl.102A.第十九A洞 後壁 本尊俳侍像 足部

B 第十九 A洞 後壁 本尊倹偽像 左手

A･ ひじゃうにせまい石窟で,本尊が,環いっぱいに彫 ら

れてゐるため,金身像をみることはむつかしい｡こ ｣には

足部だけがうか -ゞるが,足さきは,どちらも破壊されてゐ

るOた ど幸なことには,左の足さきは,こはれh:がらにも原

位置にあり,あわし日の偉容を,ものがたってゐる｡ 大きな

足に,夜がい指である｡爪がうつくしく彫られてゐる.柄

膝には衣がか しわ,午:行線のひだをたれてゐるが,階段状の

弘だである｡ すそが二重になってゐること,第十八洞本尊

(本書,第十二怒,pl.115)に息なじである｡

B. 左手は膝において,衣端をもってゐるO 単糸屯な,ずん

ぐりした手で,いかにも力づよい表現であるO網綬相のみ

づかきは,よくあらはれてゐない｡

Pl.103.第十九 A洞 天井

前壁のがはは,ほ 一ゞ直線であるO他の三方は,普-にの

りだしてゐるので,曲線になり,せまく患ってゐるD長梓的

4.20m｡まはりはなげLがとりまき,周壁の三角垂飾と椎幕

とになる｡後壁からは光背がのびて,ほゞ中央に達し,その

尖頂に童子形があるO天井は,この尖頂を中心に,左右から

三照づ｣の天人が,とんでゐたらしい.いまは,ほとんど崩

壊して,二桟の頭部だけしかのこさぬが,左手はや し保存よ

く,手足天衣がや しのこってゐるO

こ しか らは,本尊の頭部がよくみえるが,その直方昏軌的な

琴積がよくうか へゞる｡な任免端には,まるい二つの鼻孔

がつ くられてゐる｡(幅4･20m)

Pl.104.第十九A洞 天井 飛天

光背頂の童子は合掌してゐるらしいOある弘は運上の化
生かも知れ患いOそのうへに一任豊の飛天がある｡豊満な面

相で,資冠をつけてゐるo身罷票を弓73:わにまげ,足さきをう

-の方にむけてゐるO左手はうしろにのばし,右手はま-

にあげて,恵にかをさ1げてゐたらしいO衣裳はあさく,浮

彫だが,国光と天衣は刻線であらはす｡もう一任葺は,そのし

たにあるO頭をうしなふが,弓な りの下牛身はよくのこわ,

それにうしろにのぽした左手もみえるO足さきはうしろに

むか払,前者のごとく不自然ではな1.10もう一骨芝は,そのう

-にあり,下半身はなげLにか くれてゐるOあさい,ひら売

い彫 りで,肩には肩布をかけ,のぽした左手にはなにかをに

ぎってゐる｡蓮の雷であらう｡

第 十 九 B洞

pl.105 第十九 B洞 外部

この洞は,第十九洞の西わきにあり,すこし第十九洞の方

をむいてゐるので,ほ 二ゞ東南に面してゐることに怒る｡第

十九洞の床よりは,はるかにたかいが,これにのぼる足が し

わは恵にもない｡石壁が大崩落したので,門口も,明窓もな

く,内部がすっか りみえてゐるO(洞高9.45m)
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pユ.106.第十九 B洞 内部

これで内部がすっか りみえるわけである｡倍坐の悌本尊,

裏屋の供養者列,左壁の左脇侍,それに明窓の左側,門口の

左側が一様にみえてゐるOこんなに大崩落してゐるけれど

ち,-･時は戸障子がはまってゐたとみえ,明窓には障子の梶

をはめ衆こらしい穴があt),門口には楯をはめたらしい穴が

みえるO(洞高9.45m)



Pl.107.第十九 B洞 門 口 左側

上下に千梯′ト寵があわ,中間に大きな併寵(1)がある｡こ

れはマンダラmalI申la式で,内部に八つの俳寵をふ くんで

ゐる｡最上暦は天蓋かざわ,つぎに七沸列寵があり,最下層

は銘直を中心にした賛壕であるoう-に波頭形のくりがた

があわ,したに恰形,男女の供養者列がある｡この,おそい

形式の併寵としては,くりがたのあることは,めづらしいD

それでも時代はあらそはれぬもので,さきがとが り,軽快に

なb,供聾者の中国式服装に相慮してゐるDところが,供養

者の足 もとに,きえのこった副文の筆剥がみえるo それを

みると,かなり大き急事で,また整然としてゐる.あDL日

のすがたを息もふと,けっして,このあたりの小寵のための

造像記とはおもはれないD といってこの石宿のための;豊窟

記とすれば,それがけづ りとられるといふことも,ちょっと

想像しがたいととである｡

q=T央部は,ラ-に硬さ各の楯扶寵,五間にわかれ,中央は交

脚菩薩像,左右は牛軌思惟像,両端は憐情坐像,みな,ほっそ

りした併像で,衣文も戚細である0年助像のうへに,天人が

軽快にとんでゐるのが,めづらしいOしたは,五成の壷屋の

うへにある尖挟寵である｡基底の左右には獅子が蹄身をあ

らはし,寵傍には供養者がたち,洪額には七俳がならぴ,そ

のう-には合掌天がそろひ,寵内に坐俳をおさめるo 在ほ

左右丙端は,上下の二段になり,ラ-に坐怖,したに立傍を

おさめてゐるO第十九A詐抑甘口の諸寓(1,3)(Pl.66,67)から

すれば,との立像は,儒童 M叫ava囚緑の定光併 Dfpapkala

Buddhaであり,アショカAgoka王国練の揮遊休Sakyamunl

Buddhaであることがわかる｡

要するに,この一群の俳寵は,第十九A洞門口の俳寵 (1,

3)(P166,67)とまったく同枝であり,また第十八洞門口の東

側悌寵(4)(本書,第十二各,Pl.77)とも同類であるo

Pl108.第十九 B洞 前壁 左部 上牢

これによると崩壊してゐるが,大きなアァチ形の 明窓が

あったことがわかる｡上部は,天井まですっか り/ト千俳条で

うまってゐるOその在かにある二価並坐高二(2,3)と坐悌寵

--(5)とは未完成であるo緒像のあらぼbのをはったところ

で,とまってゐる｡つぎの二価並坐高(4)ち,本尊や脇侍は,

いち患う完成してゐるらしいが,扶額や,うへの供養者たち

はあらぽわの愛 しであるO や ｣ほっそりした作で,第十九

A洞の前壁底部の諸寵(26,27)(P179,80)よりあと,坐悌寓

(29,30,31)(P128)よりまへのものと若もふ｡ 裏屋にある

五悌列像は,小千俳寵と同時のものであらうOこ ｣でも,小

固 版 解 説 101-lil

千体寵が,これらの諸寵より患 くれて彫られたことは,この

寵と未完成生悌寵(5)とのしたが,たかさを異にした小千燐

系で,うめられてゐることでわかるO

このしたにも,二梯並坐寵(6)と坐燐寓(7)とがあるが,節

者は右方の俳が,あらぼわのま｣である.あらぼりの洪密

は,′ト千俳寓によって,己はされたかも知れ患い｡

明窓のしたばあたりに,脆弱な岩暦があb,こもには小千

併寵がないOこ｣では左壁との楼閣関係がよくわかるoう

への方は,とくにはっきりとして,その笹別があきらかであ

る｡

pl.109.第十九 B洞 前壁 左部 下竿

こ ｣にも一面に小千怖寵があり,そのあひだに,いくつか

の併寵があるOそのうち,ラ-の坐悌寵(8)は未完成,した

の二併並坐寵(10)ち,まはりの脇侍供養老を彫ってないOこ

の二寵のあひだにも,また,ほんの輪廓だけを彫った未完

成寵があるD二併並坐寵(9,12)と坐燐の寵(ll)とは,さきの

未完成二価並生轟(10)とともに一群を忽すが,様式的にも

一群に属し,したの生併寵(13)よわ枚,すこしはやいもので

あるDみな第十八洞の服装で,髄躯,面貌もゆたか,A洞で

い-ぼ,俳名(26,27)と俳寵(29-31)との中間にあるとお

もふoLたがって,この壁面は,上下ほ おゞなじころに,俳名

が払らかれたものと息もふ.したの坐憐寵は中国式の,し

かし,たれ轟丑のない式で,これにならぷ左壁の詳寵にちかい

作であるo

Pl.110.第十九 B洞 前壁 左 中部 坐餓姦(8)

これは未完成の坐悌寵である｡寵外は,どのくらゐでき

てゐたか知らぬが,いま蜜壇の部分をのぞくほか,すっか り

追刻の小干悌寵にあほはれてゐるO隣寵の内部には,わわ

にほっそりした燐ができあがってゐる｡ 左肩から右わきに

たれ,右肩にか ｣る表文が,すでにうか ゞはれる｡衣文は古

式であるが,第十九A洞でい-ば前壁底部の諸畠(29-31)よ

Dも息 くれてゐるとおもふO寵内に払くい遷座をつ くらう

としたことがわかるOそれは,ちゃうど,第十四洞前垂西壁

(本書,第十一番,Pj10)にみるごとくである｡

いま一面にくろすんでゐるのは,亀裂に泥をうめたのと

ともに,かって住居につかはれたなごりであらう｡

Pl.111 第十九 B洞 前壁 左下部 二価並坐姦(9)

これは面貌の大きく,肩のはり,胸のはった堂々たる僻で

あるo右手はともにう-にあげ,左手は足のうへにあ くが,
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右方の係は手くびをあげ,左方の俳はふせてゐる｡衣文は

簡素な割線である｡

四脚式の林座のしたには,供養者の浮彫があり,せまい尖

弓共願は素卓二である.左右耕端には教頭があり,藤凡やうの

柱頭のう-にのる｡寵傍には合掌供養者がたち,そのう-

に合掌脆坐像が患らび,最上には弧7状にひきしぼった椎等

があるO この壁面では,上方の諸寵(217),したの三寵(10

-12)とともにふるく,第十九A洞でいへば,前壁下部の悌寵

(27)に一致し,底部の併寵(29-31)よりは,はるか以前のも

のとおも-るo

pl.112.第十九 B洞 前壁 左下部 二俵並坐姦 (9)賢壇

この蜜壇は,四脚式の林産だが,波頭のくわがたはないo

Lかし,せまいふちとわのやうなものが,叢林のし講こぼにあ

i),脚のうちがはにある｡ こ ｣には,あらい整あとが歴々と

のこD,手ぎはのよいところをみせてゐる｡

たかい博山淀をなかにして,左右に僧侶がゐる｡手をあ

げてゐるのは香を投じてゐるのであらうかDそのうしろに,

右は女子,左は男子の列がある｡lハづれも,おきまわの北方

服で,横手してゐるO窄袖の大衣は左ま-で,男は袴子,女

は裳をつけ,裳にはひだがとってあるらしく,割線がたてに

はいってゐるD帽子は,うしろにたれがあり,男の方は,ラ

しろにたほれてとがってゐるらしいが,女の方はまるくなっ

て,第十九A洞前歴の悌寵(15)(P176)にみるごとく,二つの

山にわかれてゐないOとにか く,簡素な彫 りで,額などはあ

らはしてゐ良いが,わわあ弘に,まるまるとしてゐる｡

pl.113 第十九B洞 前壁 左下部 二俳並坐愈(10)

まはりは,まだ完成してゐない.か らうじて,食草脇侍の

あら彫 りがみえるのみO賓壇や坊願についてはわから友い

が,こ ｣には,退刻の小千悌寵がならんでゐるo寵内の二傍

は,ほ 完ゞ了してゐるが,頭部の岩肌や芋の払らの彫 りぐあ

ひをみると,なんだか,まだ完成にいたらぬもの ｣やうにみ

える｡前者(9)に似た燐像であるが,衣文は密で,すっか りち

がふoLかし,時期はほ 似ゞたものであらうo

p1.､114･第十九B洞 前壁 左下部 坐傭愈(ll)

これは前二寵(9,10)に似てゐるが,後者の方(10)により

ちかいo小さいが,いちおう完成してゐるO四脚式の休屋

もあったらしく,轟のふちから左右に二本の割線がさがって

ゐるohまはた ,ゞその二本の刻線と,これをむすぶ水干の

割線とが,かすかにみえるのみで,こ1には小千価寓が彫っ

てある.この寵よりしたの小千体寵は,シムメトljカル

衣文をもった坐燐と,右肩右腕を大きくくるんだ坐悌とか

らなりたってゐるOそれ はこの う-の二僻並坐寵(4=)(P

108)附近 にす としみられるが,一般には,A洞各壁(Pl,66

80,99など)でみたやうに,衣文のシムメトl)カルなもの

種のみであるQ

相撲額は払く｣,尖頂はこほれてゐるO洪端の獣頭は,藤

JLのうへにのり,左右にや し大きな脇侍がある.脇侍の

への供養者も,みなお盆じゃうな調子で,合掌してゐるO

さい,絡芸的な彫像で,自由で うこきがある｡最上には弧状

の惟幕がある｡

本尊生休は,わりに堂々としてゐるが,衣は前者ほど密で

ないOつぎの二悌(12)によく似,や 1,大まかなゑ りの表

など,ほとんど息なじやうであるが,頚をくらペると,ま

別人の手になることがわかる｡

pl.115.第十九B洞 前壁 左下部 二俳並坐姦(12)

この寵は,尖技がや し幅ひろく,耕端の放形はほっそり

て,前脚がついてゐるOとなりの併寵(ll)とは,別人の作

あること,あきらかである｡左右のW,侍,まはりの合掌者

ち,みな軽妙な彫 りで,うこきがあるo顔面はまるいだけで

なにも彫ってゐない｡ 蜜壇にあたるところには,小千悌

があるOい堂,損額が一校にきれてゐるので,この悌寵(1

の方が,あとから彫ったやうにみえるが,さうでは73:い｡

れは,したの併禽(13)とのあ弘だがせまく,しかも寵の大

さをかへなかったために,か うなったのである｡扶額の眉

で,ふくれてゐないのは,そのま-に併寵(12)の壷屋があ

六二か らであるO

本尊二俳はゆたかな,どっしりした耀格で,たが弘によ

似てゐるが,頭部をくらべると左方がLもぶくれで,すこ

ちがふ｡左方は,胸のまんなかが くぼみ,足さきがつよく

り,-殻に抑揚がつよいo

pl.116.第十九B洞 前壁 左下部 坐俳奮(13)

これは,うへの諸寵が第八洞式の服装であったに封し,

六洞式の 中国服であるOけれども,それは第十四洞西壁

轟(本書,第十一巻,Pl.9),第十六洞諸寓(ll,12,16-24)(第

一巻,Pl.110)のごとく,内衣のたれ弘ものみえない式で

るO それに,あ りあ弘にどっしりした耀格で,そのう-豪

の供養者たちも北方服である｡う-の諸寓よりはあたら

いとおもはれるけれども,左壁底部の諸寵(19122)よりは

く,また中居の未完成寵(8)よりも盲いであらうO
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銘直をはさんだ供聾者たちは,左の先頭が合掌した僧侶

が二人,つぎが合掌した男子二人,右は合掌した女子,それ

か ら男子,女子となってゐるO あとの男女は,や し小さくあ

らはされ,頭巾がなく,変容も童子らしいので,子どもたち

であらうOそれにしても,二人の僚侶は,-はま-に弧状の

衣文をもち,左右に袖やうのとがった垂下をもつが,他は両

肩から繭肱をすっぱDとつ しみ,服装の柱式がすっか りちが

ってゐるのは異例である｡

左右のWJ侍は,右の令掌に勤し,左は梯子をもってゐるの

でめづらしいO壬共端はまきか-すだけで,横顔はひろく,早

の中央に獅子を左右にした交脚菩薩像がある｡菩薩は合掌

してゐるらしく,第八洞式の服装であるo洪額から,洪額の

したにかけて,左右の均等を無税して,七腰の坐価をおさめ

てゐるOか うなれば,これはあきらかに過去の七傍であり,

弼靭菩薩 Maitreyaであり,寵内は鐸迦卑尼併 S瓦kyamulli

Buddhaである｡

洪額のう-に四人の供養者があb,そのうへに,弧状にし

ぼった惟幕があるが,この惟幕は,ラ-の小千悌篤を彫ると

きに,多少けづ りとられた形跡があるOそのために,その小

千併寵が,これら上下の悌禽(12,13)よわも,あとのものだ

と推定されるのであるo

pl.117.第十九 B洞 左壁 上牛

pl.118 第十九B洞 左壁 下牛

前壁とは,や 1直角にまじはってゐるので, そのさか弘

は,ほゞあきらかであるが,後壁とは連練してまるく,その

さかひめはないo い萱は,た 便ゞ宜のため本尊光背をもっ

て,そのさか弘とする.全面に小千 併寵があb,ところどこ

ろに詩体寵があること,前壁に患なじであるが,そのほかに

脇侍の立像がある｡また/ト千体寵は,前壁上部とお盆じく,

二本の弧線と,二本の垂直線との表文をもった一式であるO

う-の二併並坐禽四つ(1も15,17,18)はおのづから一群

をなすが,楯扶交脚寵(16)は繊細なつくりで別類であり,し

たの四寵(19-22)はほ 一ゞ群とい-るが,いちばん大きな二

価並坐寵(19)は未完成であるoそれと注意すべきは,脇侍

の周過に,払ろくあらぼりの壁が,みられることである｡そ

れから,このおくに大きな孔があって,第十九本洞に通じて

ゐる(Pl.37)｡なほ最奥本尊光背のしたに,もう二つ併寵

(23,24)(Pl.126)がある｡

こ しからは,明窓の側壁がよくみえ,′ト千悌寵はシムメト

1)カルな衣文をもった悌一種であるO(光背幅1.32m)

図 版 解 詮 112-122

pユ,119.第十九 B洞 左壁 上部 二俳並坐愈(14)

この条も,まだしあげがたりないO右 う-の一部は,あら

彫 りのま｣である｡本尊二鰭は,古式であるが,よくと｣の

って,前壁上部の諸寵(2-4:)とおなじく,また下部の諸禽 (9-

12)にもちかtJIo完好な楯撰額で,ふっくらした七併坐像を

彫 り,弓共端の獣形をつくる｡扶額を素地の萱 1にのこさず,

戟端に,前脚のある獣形をあらはしたのも,あるす 1んだ段

階を,あらはしたものと藩もふ｡あきの立侍はなく,WELJ坐合

掌の供養老たちが,寵形を2=りまいてゐる｡

pl.120.第十九 B洞 左壁 上部 二俳並坐愈 (15)

との寵は,めづらしいことに,尖扶額のいた ゞきに三つ葉

のかざわをもつO本尊の二燐は,ゆたかな古式の俳であるo

洪額も無地であり,扶端も環状の灘頭であり,ラ-の寓(14)

よわも,むしろ古いくらゐであるが,ふしぎ患ことに,右う

への路盤合掌供養者は四鰐とも,ほそてのつくりで,すっか

りあたらしい形式である.それは,この本尊の光背に似(pl

131,132),またしたの交脚菩薩楯扶寵(16)にちかいOこれに

反し,左うへの供養者は豊満で,本尊にふさはしい古い形式

をしてゐるDそれに寵傍左右の合掌比丘像,そのう-の俳坐

像も,本尊に合致する形式である｡してみると,右う-の四

鰐だ桝も 急にかの理由で,したの楯撰集(16)と同時に追加

完成され允のかとおもふO倍坐の比丘を寵傍の 脇侍にした

ものは,A洞の前壁 (pl.74)にあり,第十八洞内にも二三(17,

23)みられた(本書,第十二番,Pl.96,97)｡しかし,曇曜五箇

以外では,まったくみない形式であるO最上層には,刻線で

弧形をならべた惟幕があるO

この寵のう-の一列小幕は,もとより,あとからの迫亥叶で

あるOこのしたの二列も,あきらかに,あとからの追刻であ

る｡ところが,こ｣に段があって,このしたは一段と壁がお

くまってゐるoさうして,そこにつぎの二悌寵(17,18)が彫

られてゐる｡

pl.121.第十九 B洞 左壁 上部 二俳並坐寵(17,18)

こ ｣には同大の寵が二つある｡ほとんど,怠なじ形式で,

同時の作とおもはれるが,一方(18)はあら彫 りのま｣の未

完成である｡まはりは,た 後ゞ刻の′ト千悌寵が,一面につま

ってゐるが,みなシムメトリック友衣文の坐悌一種であるo

pl.122.第十九 朗同左壁 上部 交脚菩薩金 (16)

めづらしくとしのった楯挟寵(Rub.Vc)で,鳥上には七悌

列寵と惟幕があり,最下には供養者の列晩がある｡増山旗
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を中心にして,左右に怜形があり,そのまた左右に北方服の

男女像がある｡扶額内は天衣と下裳をはねた第六洞式の飛

天があり,そのあきに,痩身の合掌供養天がたつO基底は五

成で,まん急かに長方形の銘直があり,その左右に側面全身

をあらはした獅子がゐる.本尊は,ほっそりした交脚像で,

表文のはしばしがするどくとがって,左右に枚ぬかへってゐ

るO脚下に,上身をあらはした地母軸があり,基座の雨あき

に,距坐合掌の供葉音がある｡左右の廟には,年助思惟の痩

身の脇侍がゐるO

繊細な柱式で,第五洞外小溝に比すべく,こ ｣では洞臼の

悌寵(1)にちかい.この壁面では,まったく孤立した存在で

あるが,まはりの小千悌寵は,あきらかに,この悌寵よりあ

とからつ くられてゐる｡(寵高0.87m)

pl.123 第十九 朗同左壁 左脇侍菩薩

との菩薩は,曇曜五積の菩薩に似ないで,第六洞方柱上層

の協菩薩(本署,第三巻,Pl.125,140,163,164,188)に似る｡

宴冠は破損してわからなtJlが,うしろに三角巾がたれ,頭髪

が大きなたはにと上のへ られてゐるO眉は弓h:わにあが り,

鼻梁はなが く,目はほそい｡中古に陶眼をはめたらしいが,

いまは患い｡日は一文字に大きく,旗がや しとがってゐるO

さういふところも,第六洞に似,むしろそれより形式的にあ

とのやう恵感じがするO肩もや 1なぜ肩に怠 り,こ 1から,

天衣がⅩ字形にさがってゐるDしかも,その交叉鮎に圭賢をは

めてゐるo下裳は腰でしめ,こ ｣から,ひだが並行して急が

礼,すそは大きくひらいてゐるo どっしりした足はこはれ,

足のしたの壷屋も患ho右手は胸にあげて蓮の雷のごとき

ものをもち,左手は腰にあて,これもなにかもってゐるらし

レ､O

火焔光背(Rub.VB)は,ほそい火鳩のふち,C字形牛パル

メットつなぎの内帯,中心にさびしい蓮華文がある｡その構

成が,いたって異例である｡

右手のしたをみると,こ ｣に二つの梯寵(21,22)があるO

ともに第五洞外小箱式の坐俳尖瑛寵である,この脇侍の衣

裳にきbこんでつくってゐるOもとより,この脇侍のまはり

の小千俳寵は,この脇侍よりあとからつくられたこと,その

光背のまはりの,配置情況によっても寮せられるが,この二

悌寵(21,22)は,小千併寵よりもあとから彫られ,ET然この

脇侍の衣裳にまで,くひこむや うになったとおもはれる｡

左がはにも,これとおなじころの二悌寵(19,20)がみられる

那,それをおいても,この脇侍のまはわには,あら彫 りの壁

が,かなりにとりまいてゐる.曇曜五箇に異例j5:,この脇侍

菩薩の成立をとく鍵が,案外か ういふところに,あるのでは

なからうか.(光背幅1.32m)

pl.124.第十九 別同左壁 左脇侍菩薩 側面

側面からみると,このやうk:偏平である｡患なじ届乎と

いっても,A洞の脇侍にくらペると,すっか りヴォ7)ウムがな

tJIo鼻がするどくとが り,板のつよくとがってゐるのが,よ

くわかる｡耳采もとがってゐるが,左がはは,さうでもない

らしい｡

左むきの二沸轟く19,20)は,どちらも二併並坐の尖扶寵で

ある｡したには銘直を中心にした供養老列晩の蜜噂がある

が,ラ-にはない｡う-は,鳥形の完成してゐるのに似あは

チ,寵円の二価は未完成であるoLかし,いづれも繊細な末

期の形式であることがわかる｡小千燐寓との関係は,左う

への接緯鮎で判断すると,小轟より,さきにあったやうにお

もへるが,たしかでないOもし,小鳥よりさきに存在したと

a:ると,このあたりの小千体轟は,この二つの悌寵(19,20)

より呑そく,さきの二つの併寵 (21,22)よりはやく,つ くら

れたといは急ければならないo

pl.125A,第十九 B洞 左壁 下部 二俳並坐姦 (19)

B.第十九 B洞 左壁 下部 二悌並坐姦 (20)

A.囲満な連綿形の尖扶額であるo九鰻の坐俳を配し,

洪端には獣形があるO左右には脇侍,まはりには供養者が

たつO簡明な彫 りで,うつくしいOみな,しあげられてゐる

とはいふもの 1,衣文もなく,顔面の細部も彫られてゐな

い｡また,弧形の推幕も,ひだがあらはされてゐないO表面

なめらかになってゐるけれども,未完成なのであらう.

B.二俳は第五,第六洞式の衣文であるが,たれ払ものあ

らはされ恕い第十四,第十六洞小高の式 (本書,第十一巻,

pl19,88)であるO寵内に資産をもち,ま-にすそがたれ払

ろがってゐる｡まだ袈かけ座と堂でい-ぬが,とにか く,そ

のた ぐひであるO尖横形,碓定坐俳,扶端の獣は,や し粗略

であるOまはりに供養者がならぴ,最上に惟幕があるO賓

壇は中央に銘直があり,四脚の林産になり,なかには平面彫

の供養者たちがゐるD綿剤なく,未完成のやうであるが,発

頭は修,あと三人はそれぞれ男子と女子で,中国式の服装を

する;

pl.126A.第十九 Bf同左壁 下部 坐俳寵 (23)

B.第十九 E洞 左壁 下部 壁焼金 (23)造像記

A こ 1は左壁の,いちばんお く,後壁本尊光背のしたに

70



あたるD むかって右端にみえてゐるのは,それにまで連緯

した小千悌露,左端は本尊基座の供養者像である｡この中

央にある怖寵は,繊細な楯洪題をもち,かけ裳の蓉達した坐

供をもつD相撲額のなか性,祈 り犀風式の梶 ぐみがあり,早

のとびだしたとみられる梅内に,坐仲のあさい彫 りがあるO

それらの鮎は,すっか り,第五洞外の小満式であるO したの

窒壇には,延昌四年(A.D.515)の追懐記があり,この俳寵の

製作年代が明記されてゐる.それは洛陽蓮都以後二十年を

へてゐるのである｡ すっか t)繊細な育巨門式になってゐるの

は普然であらう0第十七洞明窓の大和十三年寵(A･D･489)

(本書,第十二巷,Pl.12)とくらべると,この二十五年間の

轡化がよくわかるであらう｡

左右の間に脇侍の立像があり,とんだ天人があり'そのし

たに象にのった貴人,馬にのった貴人があるDこれだけでは,

なんであるかわからぬが,第五洞外の小窟(本書,第二毛,P1

65,66)を参照すると,一方は普賢菩薩 Samantabhadia,他方

はシツダァ′レク太子PrinceSlddharthaの出家践城のありさ

まであることがわかるOさらに粥端の間には,ラ-に文殊

菩薩Maajugr王と経歴居士Vimalakirtiがあり,したに立件二

脂があるO これも,束脇洞門口(Pl,66),第五洞外′ト肩(本書'

第二審,Pl.75)にくらべると,やはり定光併 DipalPkaraBud-

dhaとアシヨカA≦oka三田線の揮迦卑尼俳 S元kyamuniBud-

dhaの省略されたものであることがわかるoなほ楯秩頻の

うへに,供聾者の列像が八増ある｡

いちおう,これで完結してゐるやうであるが,患ほしたに

生俳の列寓が一列あり,さらにあさい供養者の列僕があるo

これは完全に中国式で,大きな袖とながいすその衣裳をつ

けてゐるoVlま右牛をうしなふが,もともとなかったのであ

らうO左牛に帆 先頭に中くらゐの比丘,つぎに大きな貴婦

人像,あとは傘蓋をさしかけた り,合掌したりする侍女たち

であらうが,身長をしだいに減じてゐるOその人物像の表

現のしかたは,西方諸洞(本書,第十五番,p174)に類似のも

のがあるQ

こ ｣で,いちばん参考になることは,この石満中で,この

寵がいちばん縛細で,様式的にも格段にあたらしいことで

あるoLたがって,他の諸寵は,いかにおそいものでも,これ

よりはるかに盲tJlものだといふことがわか り,第五洞外′ト

箱でも,これほどあたらしいもので患い ことがわかるO

(条高090m)

臥 正賓で,かなり大きく,ていねいに彫ってゐるが,わ

わあひに性そいとおもふO

延 昌四年｡歳 =欠乙

囲 版 解 説 123-129

未｡九 月竿 先朔O十

五 日乙卯｡清 信 士
? ?

元 ､父 母 王鳳 皇

､ ､ ヽ亡 ヽ ､ ､

､追 ､- 鼠 上 名

医 帝陛 下周 皇太
?

后JF及 七 世 父 母 囲生

父 母｡ 託 生 西 方｡

妙 禦 国土｡蓮 花 化

生｡､願 己身 ､､

ヽ ヽ ､日 →､ I

あと四五行分は,まったく到頭できないo(銘高 0･20m)

pユ.127.第十九 BII同後壁 本尊俳倍像

本尊が右肩いっぱいに,ひろがってゐることは,東隣のA

洞ともおなじであるが,どうしたわ舶 ,ゝ様式的にはすっか

りちがってゐる｡前者が第八洞式であるに封し,これは第六

洞式の僻である｡そのう-,この裏塵にきざまれた供聾者

たち,光背の様式も,これに庵じてゐる｡

本尊は侍坐像であるO上鰭に比して足はありに小さいO

足さきはとけてなく,遷座は彫られてゐないo右手朋如こ

あげ左手は膝においてゐるO いま右手の背後に壁が沿って

あるのは,近世に,こ ｣が住居につかほれたためであらうo

衣文は大まかなひだよりなり,ひだは払くい階段状であるO

胸には内衣のたれひもをみない式である｡それに瀕も大き

く,鰭格もゆ舟かである｡第六洞の株式に似,それより古い

ものとみてよか らうかQ(囲光幅4･50m)

pl.128.第十九 B洞 後壁 本尊傭倍像 京都

本尊の頭部はまるい｡ A洞本尊のやうな角ぼったところ

がないO鼻はこほれてゐるが,眉は弓なりにつ りあが り,目

はほそくて,うしろにのぴてゐる〇日がしらのくぼみは･大

きく,唐もくっきりとあつい｡ た おゞしいことには･鼻端は

こほれてゐるし,板はおちてゐるし,目には大きなくろい陶

器のたまがはまってゐる｡そのため,いまは,異様な面貌を

量してゐる.この際の特色は,轍がわりにせまいことと,耳

菜がほそく,とが り気味になってゐること,これは協侍の右

の耳(Pl.124)にもみられたところであるo

pl.129.第十九 B洞 後壁 本尊俳倍像 手

右手はた ゞひらいたま でゝあるO隅につくところは補張

のため,石がのこってゐる｡ 左手は膝のうへにおき,ふっく

7Ⅰ



雲 岡 石 窟 第 十 九 洞

らしてゐる｡爪さきは息賓に彫ってゐるが,網経相の,みづ

かきはみえないOこの膝のするとい平饗のあとに注意.

pl.130.第十九B洞 後壁 本尊俳倍像 光背 右 内部

こ｣には頭光の右がはにある中心の蓮華 (Rub,VA)がみ

えてゐるOつぎには坐傍の一帯があるDつぎの供養者の一

帯はみえない｡蓮雑はあさく,届竿である｡坐燐はや 1ほ

そく,二極の衣文を交互にあらはし,顔は本尊の方にむかっ

てゐるOまるい頭光と火焔形の壁身光とが,あさく彫られ

てゐるが,尖頂のとが りがするどいO壷屋は蓮鯛｣を彫ってゐ

ないが,皿形の遷座であるo仝鰐に朱がぬってあったので,

一部にそれがのこってゐる｡(坐悌高0.25m)

pl.131.第十九 B洞 後壁 本尊休債像 光背 右下部

頭光の外部(Rub.VA)は,この合掌的坐供養天になるO

合掌路盤供養天は,なほ拳身光の内直にもある｡そして,そ

の内部の三角直は肩光に怠り,外縁はするどい,2:がった火

焔の帯になるO この供聾者のほをいタイプ,その第六洞式

の天衣は,この光背が,本尊よりもおくれてゐることを暗示

する｡ ごつごつと角ぼった外縁の火焔も,第十三河南壁の

七傍の西端光背(本書,第十潜,RllbIG)に似て,また,その

時期にふさはしいものであるo馨身党内直の供養天の頂上

は三角形にとがってゐるが,こ｣にまるい蓮華があわ,その

一部からゆらゆらともえあがる-促の煩がある｡めづらし

I(.意匠とおもふO(中央胎生倹高0.37m)

pl.132,第十九 別同役壁 本尊沸倍像 光背 左 内部

こ1には左がはの頭光内直と外直(Rub.VA)があらさほ

れてゐる｡ 内直は坐併列像であるが,左がはとちがって,よ

りほそく,きゃしゃであるD衣類二も,いたってこまかいO肺に

か 1る袖も,おそろしくつよく左右にひろがってゐる｡ 光

背も,こ 1では繰刻であらはされるか,全然ゑが ｣れないか

である｡馨身光とのあひだの三角直にも,ほそい火焔がた

ちのぼってゐるO(中央坐併高0.28)

pl.133.第十九 別何夜壁 本尊併任像 実壇左側

供養者 (1,2)

賓壇のわきである｡こ ｣にはそくて丈だかい俗形供蚕者

の列を彫ってゐるoこ ｣には,先頭の二人がみえ,頭部の73:

い三人目は一部分みえてゐる｡冠をつけ,農高の大きな履

をはき,恵がい衣裳をまとってゐるo腰は恵が く,袖はなが

くとが り,小さい可憐な顔に相麿じてゐる. 上身をま-に

だし,すそをすこしうしろに払いて,あたかも歩行してゐる

かのやうである.J)i:頭のひとりは手になにかもってゐるや

うであるが,つぎの供養者は合掌してゐるo

pl.134.第十九 別国後壁 本尊俳倍像 賢壇左側

供養者 (3,4)

この二像は足もとがすっか りこぼれてゐる｡岩の脆弱で

あったためであらうOま-の像(3)は頭部をうしなってゐるC,

岡手で73:にかもってゐるらしいDつぎの像(4)は手の部分に

破損があり,衣装のひだなども略されてゐるが,頚はうつ く

しい.つぶらな,しかし一本の割線よりなる目が,いかにも

しづかで,口もとも柔和である｡冠 もよくのこってゐるo

PL135.第十九 B洞 後壁 本尊俳偽像 賢】蛮左側

供養者 (1)上身

しあげもい上し,保存もよい｡常時のうつくしい貴族の

風貌をった-てゐる｡冠の中心部はこほれてゐるが,とが

った禦部がのこってゐるo弓73:わの眉,目はつぶらである,

それにつよく響曲した厚が,かすかに笑ってゐるO 損のひ

ろい鮎,旗のふかいところは,なは古式をたもつとはいへ,

その繊細なからだつきは,どうしても太和年間(A.D.477)

をさかのぼらぬものであらう.

pl.136.第十九 B洞 後壁 本尊擁倍像 賢壇左側

供養者 (5)

最後の一人である｡まさに,蜜壇のはづれにあり,そのつ

ぎに延員四年の俳寵(23)(Pユ.126)がせまってゐるoこの供

養者も,足はうしなふが,その他はよくのこわ,右手に博山

煤をさ1げ,左手に急にか,音のやうなものをもってゐる.

大きな袖をつけ,幅の払ろい背をつけてゐるDいふまでも

なく中国冠帯の風俗であるOのちの青EP甘薯陽洞などにみら

れる服装であるoた ,ゞこれは簡略で,表文の練も略されて

ゐるらしいoLかし,麿は ひきしまり,温雅であるO眉はつ

よくあが り,目は杏仁形にひらき,口はつよく響 曲してゐ

る｡耳も充分に長大であるo

pl.137A. 第十九B洞 後壁 本尊俳倍像 賢】蛮

右側供養者 (6-9)

B.第十九 別同右壁 下部 供養者(10112)

A,右がはの供養者は,女性をあらはしてゐるのであら

うD繋がみえ,左がはの冠とすっか りちがふO-先頭の一人は

撃が二つあるが,その他は,ひとつである｡衣裳は左がはの
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倹とおなじやうにみえるが,帯はみえないO-先頭の一人(6)

は,左手に博山嘘をさしげてゐるが,その他(7-9)はみな合

掌してゐるO足の部分は,どれもみな破損してなくなって

ゐるo

B.本尊賓壇わきの供養者列は,蜜壇をはなれて後壁に

な り,右壁に患ってもつ ゞいてゐるらしいD後壁の部分が

ひどく破壊してゐるので,その紙数をかぞ-ることはでき

ないが,こ 1右壁にまはって,か らうじて三縄がみとめられ

る｡合掌して,やはり女性の像であらうO上部は,いふまで,

もなく,すっか り崩落してゐるのである.

図 版 解 説 130-138

pl.138.第十九 B洞 天井

前壁がはは,ほ 一ゞ直線,その他は弘とつになって轡曲し
てゐるが,本尊後頭部がや 1払つこんでゐるため,大ざっば

にいふと三角形になってゐる｡この部分は ドゥム状に轡曲

せず,たひらになってゐる｡光背は,怠ほかたまんなかまで

で ｣ゐるが,完全にのこってゐるとはいへないo光背の前方

揺,あらけづ りの石面がみえ,友にも彫られてゐなかったこ

とを暗示してゐる｡ もっとも,一部分は崩落してゐて,なに

もわからない｡周壁はうへまで/ト千沸寵が彫ってあって,天

井とのさかひにはなにもない｡
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固 版

第 十 四 番

pl.1 第十六洞-第二十一洞 全景

圃版左端は第二十一洞で,それに東隣する露盤大イ弗が第

二十洞である｡これは1940年蓉掘以前の潟虞で,大俳の両

膝は土中にうもれてゐるO第十九洞は前方の樹にか くれて

ゐるが東脇のA洞はみえてゐる｡それに東隣する大きな明

窓は第十八洞であり,つ ゞいて第十七,第十六洞の順序に曇

確五満が一望されるo谷のむかふの中央地底まで一直線に

ならんでゐるのがよくわかるo

pl.2.第二十洞 外景

中央に第二十洞,右方に第十九B洞,左方に第二十一洞,

それから西に西方諸洞がみえるD第二十洞の外壁はすっか

り破壊して,かたちをうしなってゐる｡ その原因は,粗怨忽

岩層が水平にはしってゐたからであらうBくはしくみると,

北壁繭わきにある大き患孔は,この岩層にあたり,これが西

壁に患って,さらに,もろい岩層となる｡したがって,西壁と

それにつゞく甫壁が,崩壊しはじめ,外壁全部がこはれる結

=巣となったらしいO西壁の方が,はるかに東壁より破塵がい

ちじるしいO東壁には脇侍がの こるが,西壁ではわづかに

併足と蓮座しかのこってゐない. そのうへ破壊は畠のう-

までおよび,いたましい惨状であるO西脇の第十九B洞の

外壁も崩壊してゐるので, もとの外壁の情況をのこしてゐ

る部分はごくすく73:hoす恵はち,良のう-,第十九洞につ

ゞく部分,および第二十洞西端下部であるD後者は,1940年

の愛損のとき,はじめてみることができた｡この蟹掘によ

め,大併および両脇俳の足があらはれ,外壁の落岩が洞前に

果々として費見された｡レ､豊国版中央に駄々とみえる岩石

がそれである｡ これらには干供の彫刻がのこってゐる｡し

たがって,外壁には一面に千俳がほられ,地表ちか くまで患

よんでゐたことが,あきらかである｡ なは落岩の犀よりし

たに,もとの地表があったわけで,洞外の地表は,大燐の足

よりかなDひくかったことがわかるO (像高13.46m)

pl.3,4.第二十洞 外景

囲版左端に外壁下部の千俳が十段ほどみえるDその上層

解 説 (2)

第 二 十 洞

は岩がきはめてもろく,ほとんど崩壊してゐるO黒みが 1っ

た岩暦が水平にはLi),それが北壁西部の大きな孔になり,

大燐の右手から胴部にす ｣むO胴部には大きな破損をつく

り,左肘k:うつ り,北壁東部にもまた大きな孔ができる.こ

の岩層は東協傍の肩に一俵,腰に二健の痕跡をつくり,囲版

右端では西脇の第十九B洞にむかってゐるOしかし,大俳の

頭から肩にかけては,白い良質の岩で,うつくしい彫刻がよ

く保有されてゐるのは車である｡ 大体の両手と膝k:は,こ

まかい破損がたくさんあるoこれは落岩が災したものであ

らうO 膝は角ぼって,第十九洞本尊のやう患,やはらかい曲

面は患い｡結助妖坐のかたちで,あげた右足は見 くびのみ

を露出し,全喋を衣文がつ しんでゐるO 足 くびはかなり破

損し,足のした,中央に小さな遷座がのこってゐる｡蓮座の

衆･かさは0.40mあるE,

北壁は大僻の坐像が占め,その左右に,もとは左右脇侍菩

薩の立像があったのである｡ これはあさい浮彫である｡西

部の菩薩は風光をせおひ,窯鷲をいた iy'くDこの賓鷲は,た

輪ゞ廓だけである｡蕎巨はすっか りこほれてゐるO 漠かざわ

は縛細 に捻ってある. まづ虎頭を-先端につけたバネ状のか

ざり,そのう-に,さきに鈴をつけた板状の頚環がある｡ま

た腕章買ものこわ,肩にたれた頭髪もみとめられるO胴部は,

例のもろい岩暦のため,まったく消失するが,足はのこって

ゐる｡遷座のう-にたち,弧状の衣文が膝を忠は払,それに

ジグザグの文様がある.西部の大きな孔が菩薩の右わきを

たちきってゐるO

これに封する東部の菩薩立像は,蜜珠形の東光をせ舟ひ,

頭部は蜜宅もろとも,全部こほれてゐる｡両肩はのこり,左

肩から右わきへか 1る天衣の衣文がみとめられる｡胴は大

き在孔のためすっか りなくなるが,雨足さきはよくわかる.

(膝幅12.80m)

Pl.5,6.第二十洞 本尊悌坐像

1940年費掘以前の大僻であるO膝の表面まで土砂をかぶ

ってゐるし,東脇俳の足は土砂のしたにうまってゐる｡大併
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壮まる意で,堂々たる,ひろい肩をしてゐるD肩と光背との

関係がよくわかる｡肩と腕とを,誇張的にふとくしてをb,

脇のしたをふか く彫 Dこんでゐるo Lたがって胸だけをみ

ると,不自然にせまく感じられる0本尊大光背は,併頭の頂

上から,念に水平にちか くなる｡そのさきの岩煉,かけてゐ

るが,こ ｣から天井となるoおそらく第十九洞のやうに,か

な り平らで,楕固形の天井であったらうo (像高13.46m)

pl.7 第二十洞 本尊擁壁像 上竿

北壁には,光背に四つと,そのう-の損じた岩に六つの梁

したのも 洞清を保護する建築物をつくったためであらう0

本尊大光背(Rub.VIA)は,そとから火焔背,坐悌帯,路坐天

人帯とならぴ,そのうちが固形の頭光になって,ふたたび火

頻帯にはじまり,坐悌苛をへて,運締帯でをはる｡保存はガ

レたいによい｡(頭高4.10m)

Pl.8.第二十洞 本尊俳坐像 下牛

木等の右肩に,衣端がか 1り,これが右肘をめぐって右手

と膝とにまはってゐる｡右脇のあ くに,衣文がほってあるの

揺,おもしろいO 左肩はすっか り衣文があほ払,左脇のした

にまで密着してゐる｡ゑ わには,衣の弘だをあらはすのれ

患 しめにジグザグの文様をつけてゐる｡ これは,かなわあ

つく彫ってあるD 左腕の表文は,まづ線刻をならべ,その中
間に一段と隆超した弘だをつくる｡この隆起した鎌ほうへ

の方でとが り,したの方で二本を一本に合流させててゐるO

さらに,左腕にか 1った表文は,その末端膝に棲するところ

に弧状をならべてゐるD要するに第十九洞大僻の階段式衣

文とかな りちがってゐるO左腕が北壁と梗するところに,せ

まい三角形の衣がさが D,こ ｣にもジグザグ文枝をあらは

してゐる｡

この上衣に封 し,左肩から右脇にはしる内衣は,あさい彫

りで繊細にしめされてゐる(P114)Oと｣の岩の破損がよく

わかるO腹部の大破は泥であざなはれてゐるD両手は膝 う

-に水平によこた-,手むくみあはせ,碍定形であったにち

が払ないO栂指は両方からあが D,たが弘にふれあってゐた

らしいが,いまはあとかたもないD腹や両手に,鮎々とみら

れる孔は,後世の補修をものがたってゐる.(肩幅9.00m)

Pl.9.第二十洞 本尊俳坐像 上身 右側面

側面からみると,頚はきはめてするどいO額は垂直で,頭

髪のはえぎはか ら鼻端まで,ほとんど一直線,そのながさは

1165mであるoLかも,その突Eil.はあづかに0.09mしかない

鼻のしたを水平にきDとわ(0.38m),さらに垂直に0.20mで

｣上唇にいたる｡i:盾はこれよりした0.16mしかも0.Io

あ くにあるO顎には-促の曲轟納言ほられてゐる｡頻や顎

まるく,ふ くよか夜かたちに封し,頚はちゃうどかたいカ

アをはめたやうである｡0.78mの斜線をつくり,中間に一

旗の枝道がはいるO耳はきはめて大きく,なめらかな形

ある｡繭方とも,耳の上端を破損してゐる｡これも落岩

ためであらうかO肉撃,および頭髪部には,しあげ以前の

らぼt)がのこってゐるO 右耳のうしろ,右肩のうへに,小幕

二何がのこってゐるO いづれも尖瑛形,上寵はめづらしく

交脚の俳優で,雨わきに獅子がゐる｡下寵は生体であるO

囲版右端に東脇燐とそのうへの造像がみえる｡したは

併並坐露,うへは坐悌寵で,いづれも南端を損じてゐる.

ほ東壁,南壁の部分に迂像がつゞいてゐたことは,あきらか

である｡(肩幅890m)

pl.10.第二十洞 本尊俳坐像 上身 左側面

東側か らみた大併側面である｡耳のうしろに囲光の運

文がみえるO蓮郷はわわあ弘にあさくほられてゐる｡左

と,耳のうしろに立燐があるが,これはPl.22の詮明をみ

れたVIo左の耳も頂端が破損してゐる｡肉撃および頭髪

部分には,あらぼりながら警あとがのこってゐる｡ これで

頭部が胸よりまへに突出してゐるのがよくわかるD西壁

こほれてゐて,西方諸洞がそのむかふにみえてゐる｡(頭

4=10m)

pl.ll,12.第二十洞 本尊俳坐像 東部

大体の頚をすこしみあげた霜虞であるOまるい麿である

髪際から頚のつけねまで,高さ272m,それに射し左右の

をのぞいた幅が256m澄,る0日はみひらき,目じbはつ

あがってゐる(Rllb.VIE,)O暖が険のそとにはみだして捜

れてゐるOいまの瞳は,のちに蔵人した照軸陶着岸であD,

はりに泥をつめてゐる｡眉はなが く,眉間に白豪 Lurやaを

るく性ってゐるO鼻は額からつ いゞたおなじ回の鼻梁と,

右の斜面とにはっきり直別があるO 鼻のさきはすこし損

てゐるOこの損傷と,右の眉のきずとがあるだけで,顔面

まことに完好である｡ロは大きく,上唇は,貨にやはらか

波状のカアヴむっくり,下唇 (Rllb.VIF)はうすvlo口髭が

うすい彫 りで洩 らはされてゐる｡ 肉撃の頂か ら,ねもと

で高さ086m,さらに0.58mさがって実際になる｡髪際は

央でや しさがってゐるO肉撃は,もと清の天井に接してゐ
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とおもふが,いまはこ ｣の岩も破損してゐるO要するに,こ

の大併頭部は,第十九洞大燐にくらペらるべきもので,大き

な岩塊に,これほど単純な彫刻をほどこして,律と産もすきを

みせないのは,まことに驚 くほかはないO.(長頭高410m)

Pl.13,第二十洞 本尊俳坐像 左肩部

右肩は,頚のつけねまで上衣がおはってゐるOまづ上衣の

祈 りか-しであるが,肩に平滑な面をつ くって,それに堅の

四候のつよい谷彫 りをほどこすOなかの二促はしたでまる

くつながってゐる｡折 Dか-しのジグザグの部分には,カァ

ヴにそって,な しめにつよい谷彫 bが二促あり,そのしたに

は,たてに四候のはりがある｡いづれも,面はまるく仕上げ

てゐる｡脇の衣文は,もDあげたひだをならべ,その弘だの

ラ-にも,したの谷あひにも,刻緑をつくってゐる｡肩から

胸ま-にかけて,な 1めにしめされた内衣は,大衣にくらべ

ると,あさい彫 りである｡繰かざりについては,つぎの固版

Pl14で詮明する｡そのしたには,こまかいひだが教低みえ

るD これにも浮きだしたひだが,一つ患･音にしめされてゐ

て上衣の衣文にちかいO(文枝帯全幅0.37m)

pl.14 第二十洞 本尊俳坐像 右胸部 唐草文東棟

う-にあらはな陶と右脇がみえ,しねに内衣がゆるく傾

斜してゐる｡衣文のごくあさいことがわか る｡繰かざり

(Rub.VII))は,まづそとに連珠文背があるが,珠文のなかに

は練刻の環がある｡つぎに唐草文があり,三葉の年)1ルメ

ットを左右におき,ほそい苛でこれをしぼってゐるO三業の

うち,一･番内がはの･一案をのぽして,うへにつゞく年パルメ

ッ7.のそとがはにまはしてゐるO第十九洞大俳の唐草とは,

またべつの形式である｡(文様帯全幅0.37m)

pl15.第二十洞 左脇侍俳

費掘以前の左脇侍である｡頭部は,だいたい完好だが,肩

と腰とに,わるい岩暦が水平にあって,いたみがひどい｡ 通

肩の衣をき,右手はあげ,左手はたれて衣端をにざってゐるO

肩がはってゐるが,衣文は身骨霞にぴった りとつき,協のした

や股間にはふか く培着してゐる｡衣文は紐をおしつけたや

うに凸出した俵からなるが,表面はたchLらになって,刻線が

一本ほってある｡ つまり,本尊大併とおなじ形式であるが,

すこしこはぼってゐる｡ゑ わには,帯状の衣文がまいてある

こと,胸中央には,碍特の平行した弧線がゑが ｣れてゐるこ

と,畳昭清の通例どほDである｡ 外がはの壁が,すっか り崩

壊してゐるが,もとは東壁があって,南 壁につゞいてゐたも

固 版 解 詮 7-18

のである｡北壁本尊とのあ弘だは,わづかしかあtr,てゐな

いoその部分に大きな孔がみえ,そのう-に,あさい彫 りの

脇侍菩薩の左肩と左腕(PL18)とがみえる.(頭高250m)

pl.16･第二十洞 左脇倖沸 頭部

価頭は,北壁本尊によく似てゐるOほ 完ゞ好であるが,正

面に亀裂がとはり,左耳のさきが損 じてゐるO囲う巳(Rub.

V一13)はそとがはに三菓唐草文帯,生悌帯,王妃坐天人背があ

り,中央には,わづかながら蓮華文がある0本尊大光背の火

焔帯は,この風光とかさなってゐる｡(頭高2.50m)

pl.17A･第二十洞 右脇任侠 足部

13･第二十洞 左脇侍俳 足部

A.右脇燐はこの足の部分･しかのこってゐないD それも

右足がほとんどなく怠り,左足も,膝とうちがはの足さきが

損じてゐるD 雨足は払らいて年固形の蓮屋のう-に立って

ゐるO蓮華は,たゞしく彫ってあるが,これも磨滅をまぬが

れてゐなVID遷座に接し本尊大俳の膝がみえるO園版 う-,

蓮座のむかふにみえる岩塊は,甫壁のなごりであって,これ

を延長すると,もとの甫壁がほどわかる｡ 石環内がいかに

せまかったかが推測されよう｡(蓮塵径4,45m)

B.左協俳の膝がみえ,そのしたに雨足がみえるが,払ど

く破損してゐて,補修のまるい孔が駄々としてみえでゐるD

遷座もかなりいたんでゐる.しかし,足と蓮産,および本尊

の膝に接した位置など,右脇侍のとまっ允くおなじである｡

こ ｣では南壁の通有ははっきりしない｡ 崩嶺の程度は-暦

払どいやうであるO い普選代の噂がすこしのこってゐるの

がわかるO(蓮座禅4.50m)

pl18.第二十洞 左脇侍菩薩 上身

北壁本尊の,豪快な衣文のはしが左にみえ,左脇燐のこま

かい表文が右にみえ,その二つの谷あひに,脇侍の上牛があ

さくのこってゐるO頭部は痕跡もとゞめてゐないし,腹部は

大きな孔になってゐる｡ 頚には,ふちに連珠文のある,板か

ぎり(Rub.VIc)をつけるOこれは中央でとがってをわ,鈴ら

しいものがさがってゐるO左肩か らは,な しめに天衣がたれ

てゐるが,これは五侯の階段状のひだからなる｡左腕には,

腕環がある｡これは,三候にわかれ,中央の俵に連珠文がほ

どこされてゐるし,ラ-に大きなまるいかぎりがつくO 左

肩には頭髪が波うってゐるo
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pl.19A.第二十洞 左脇侍菩薩 足部

B.第二十洞 北壁 西方下部 俳姦

A.正面に左隣侍の雨足があさい茎のうへにみえる｡左

脇侍では,この部分がのこるだけで,上身はまったく油渡し

てゐる｡雨足は払らいて,足さきをま横にしてゐるのは,罪

十八洞東壁の脇侍菩薩でもみたことである｡裳のすをは足

に密着し,そのあひだに,とがった衣端がたれ,それにジグ

ザグの衣文がみえる｡足に密着した衣文は,囲版B左端で

わかるやうに,階段状をしてをり,その一段ごとに中間に練

刻がある｡左がはには,右脇俳の大きな足と遷座がみえ,右

まへには本尊大傍の足と,その衣文がみえるo

B.右脇侍菩薩の左足と本尊膝とのあひだの壁面には二

つの小寵がある.圃版Aの右がはであるOともに尖扶寵で

二沸並坐である｡西がはの寵は,ラ-に帳幕があD,瑛密約こ

七俳をあらはす｡東がはの寵は,や 1大きいが,扶頻は破損

してゐる｡うへにたくさんの千梯寓をきざんでゐる｡西条

とともに第六洞式服制の俳で,顔は息もなが,夜で肩で,衣

文は繊細であるO寵傍の脇侍もきゃしゃであるo愛壇には,

銘直をはさんで供蚕者列像がある｡

pl.20,第二十洞 北壁 光背 東部

木等光背は,そとがはから火焔帯,坐併帯,終生天人帯,そ

れからふた 1び火煩帯,生俳背となり,中心には蓮華文があ

るO固版では蓮華文はみえない｡光背の上方は大破してゐ

るが,もとは曇曜環の通例として,ドゥム状の天井のなかば

まで,のぴてゐたのであらうOほそく水平に,わるい岩層が

みえ,また大体左肩の上方に大きな亀裂がある｡しかし,重

任淫としてはめづらしく売好な光背である｡光背の左翼は東

にまがわ,したに東脇俳の園光が,本尊の欠格にきbこんで

ゐるのがみえるO光背の上方には,大きな飛天(P135)が,本

尊にむかってゐるDそのしたに,髪冠をつけた距坐天人(Pl.

36)がゐる.この二鰭の束がはでは,壁が急に西面し,尖淡

の坐悌寵があるDこれはおしくも年分破損してゐる｡坐供

は偏裡右肩,胸がはり,堂々としてゐるさまが,からうじて

わかるO 右脇侍菩薩は,寵内よこむきに立つO 小さい像だ

が,三両愛冠をつけ,ひきしまった,うつくしい憲【客である0

枚額には,なにも彫ってゐ患い｡寵傍には,囲光をもった高

鷲天人が侍し,合掌してゐる｡肩がいか り,頭を本尊の方に

む机 雨足を左右にふみひらいてゐるO下裳の衣文,および

丙がはにたれ摂=天衣が,こまか く彫ってあるOそのう-に三

両賓冠をつけた天人の上身があらはされてゐる｡これらは

pl.35でみられたい｡このしたには:,二悌並重篤があるが,

これは上条と方向がちがって,東脇悌とおなじく,な しめむ

きである.(光背坐併高 約 0.70m)

pl.21.第二十洞 北壁 光背 東部

前固より一層ちかづいた篤農である｡本尊の肩の衣文が

よくわかる.繰刻でたての促をつけ,そのあひだに,隆起の

衣文を彫るが,これは尖端が創さきのやうにとがってゐる｡

囲光の火煩帯と,そのそとの蹟坐天人帯とがつくる三角形

のなかに,肩の火鳩がつくられてゐるDこれに封謄する火

焔は右肩(Pl.29)にもある｡ この火格はガンダァラ彫刻,辛

ジイル壁霊に,すでにみられるものであるOたと-ぼ,フラ

ンス調査圏がパィタアヴァで尊兄 した石彫の俳立像にもみ

とめられる1)｡

囲光の火焔と,馨身光の火煩とは,かなりちがってゐる｡

囲光の方は,おだやかな流麗恵カァヴで,ねもとを連弧状に

つらゎ,その弧の谷まからも煩がたちのぼってゐるO火焔の

一俵づ ｣は,まるい浮彫にしあげられてゐるOそとがはの

火焔はより複書経である｡ これについてはP127をみられた

いD(坐俳 高約 0.70m)

871AfghantJtLln,Tokyo1933,Flg･28･

pl.22.第二十洞 北壁 光背 東部 頭光

本尊の左耳につ ゞいて左肩がみえる(Flg22)o 左肩のあ

くはあら彫 りのま Lで,肩のうはばには,一列に三つの小孔

がならぶoこれは後世に木造棒架をほどこしたなごりであ

Fig･22

らうD光背の曲面を患すさまがよくわかるO火焔帝のうち

がはは坐併背で,一番したの坐傍と第三の生休は,本尊の
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方に顔をむけてゐる｡第二の坐燐は正面をむき,目をふせ

てゐる｡いづれも偏裡右肩であるOそのむかって左,耳のう

しろに俳の立像があり,それと坐俳とのあひだには,小さな

尖扶桑があb,偏担右肩の坐俳をはる｡この小寵も,常時の

ものである｡立体は緑刻の国光を恵ひ,右手削軸にあて,衣

手をたれて衣端をとるOまる童貞,どっしりした身鰻で,右肩

右手をあらはにし,左肩からな しめにか ＼った衣が,身硯に

密着してゐるO表文は,こまかい線刻からなb,左右に払ら

いた足がよくうか ゞはれるo小さいがよくと Lのった燐の

立像である｡(耳高2.60m)

pl.23.第二十洞 北壁 光背 東部 頭光坐俳

蓮華文につぐ生体帯の,したから第二の燐である(Fig22)｡

あさい座は蓬座のつもりであらうが,彫刻はなく,したの生

休の頭上に接してゐる｡偏裡右肩の堂々たる身確,両手は

膝のう-にお く合手形である｡南方の栂指をあはせて山形

をつくるのは興味ふかtJl｡衣は身骨苦に密接し,脇のしたを

ふか く彫 t)こみ,練刻の衣文は,階段状をしてゐる｡上衣の

折 りか-し,そのジグザグの文様も,あざやかである｡目を

ひくのは,内衣の綾が彫 りあげられて,苛のやうにみえるこ

とである｡これは光背の坐俳に共通してゐる｡ゆたかな身

硯に封してや ｣小さい頭部も目につく｡雲間彫刻では頭部

が大きすぎることが多いからである｡頬と顎とが損じてゐ

るのはおしい｡ 上絵を,尊はだってふ くらませ,目をふせた

さまを,うまく表現してゐる｡大きな馨身光,頭光は素文で,

周囲より,わづかだけ浮きだしてゐる｡うへの坐燐の基座

がな しめ上にみえてゐる｡(像高070m)

pl.24.第二十洞 北壁 光背 東部 内帯脆坐供養天

頭光の火焔が,むかって 左にみえ,そとがはの坐悌帝との

つくる三角形に,抗生の天人がゐる(Fig.22)｡ この晩をう-

にして,したk:,二督葦の同形の天人がゐるo胡既のかたちで,

そLがはの足をつき,両手で蓮華をさ しげてゐるO手くび

に腕環があb,上時にも腕輪がある｡左肩からな 1めにた

れた天衣は,こまかい線刻の平行し凍:表文をしめし,その一

端は,夜が く左膝にまとひつく｡これに封し裳の衣文は封

照的にあほ豊かで,足さきにおよんでゐる｡女照をおもは

せるやうな,柔軟な姿態は,ほかに1匹散するものが患いほど

の,艶麗さをしめしてゐるO このあさい身環の彫 りに封し

て,頭部は量感があるO頻がゆたかで,顎がはる｡とのまる

鼓に,繊細な眉があり,ふくらんだ限案とふせた目が あD,

ひいでた,みじかい鼻がつく｡ なが小耳には大きな環が肩

囲 版 解 説 19-27

までさがる｡額の髪は中央から左右にわかれ,そのうへに

三両蜜冠をいたゞくoiE面も,よこも,圃板のrF'心に小さい

図があb,そのあひだはパルメット餅がつくO蜜冠からたれ

た三角巾が耳のうしろでよくわかる｡頭と身確との比例も

よくと Lの払 うつくしい彫刻になってゐるO国光のうへに

は,火鳩がたちのぼり,その中心には金剛杵のごときかたち

の棒がある｡上下に固形をつ仇 まん急かがふ くらんでゐ

る｡たぶん,蜜珠cint豆mapiであらうO

国光の火煩は,うね彫 りであり,なかに創縁をいれてゐる

のがよくわかるo(像高0.94=m)

pl.25.第二十洞 北壁 光背 東部 内滞 空像

むかって右に,そとの火絡,左に坐俳がみえる(Fig.22)｡

この坐併背には,上下七鰐の生休がかさなってゐるが,これ

はう-から第二であるO通例のごとく鐸定形で,偏裡右肩O

た ゞあらは怒右肩,右腕は,岩が剥離してゐる｡頭をや し本

尊の方にむけてゐる.まる顔で,眼集をふ くらませてゐる｡

火焔についてはPl.27の詮明をみられたい.(保高0･65m)

pl.26.第二十洞 北壁 光背 東部 内帯 坐俳

pl.25の下方,ラ-から第四の傍である拝1g22).身昭の

ゆたかな堂々たる鐸定僻である｡偏裡右肩で,衣におほほ

れた部分より,あらは恵右肩の方のひろいのが目だつ｡左

腕にまとった平行の線刻,衣文の上衣の折 りか-しのジグ

ザグ文,内衣のゑり飾,さらに両方の栂指をあはせた山形な

ど,前圃PL25の坐俳におなじである｡頭部は,や 1小さい

が,量感のゆたかな,払きしまった彫 りで,ふ くらんだ限業,

院怨的な目,払いでた鼻,するどい彫 りの小さいロは,一分

の際をもしめきないO肉撃は大きく,まるいのが目をひくO

上身に封し,結助妖坐する雨足はや し粗雑であり,無文の守

板状の壷屋にすわってゐる｡ 石の状態がよく,まことにみ

ごとな彫刻であるO(像高0.70m)

pl.27.第二十洞 北壁 光背 東部 外背 火層

本尊拳身光の外線にある火焔73.,したに東脇悌頭光の一

部がみえる(Fig.22)｡火煩はきはめて豪快で,大傍の偉容

にまことに似つかはしい｡まづ,ねもとに連弧を三保つ く

り,その山形のあたまから,ほそい火焔がたちのぼる｡つ官

に連弧の谷にそって,うちがはにC字形をつくり,そのさき

を弓形にそらせて,ふた ｣ぴ小さいC字形にまきこむ｡こ

の部分は,煩の凝視からえられながら,申国特有な霊気文に

暗示された表現ともいへよう｡怒:かに平行の繰刻をほどこ

79



雲岡石窟第二十 洞

すのも特異であるOまた彫法は,うね彫の立偉劉生をとらず,

平面であり,階段状であるOしたにみる東脇僻の三悪唐草

の彫法とつよい封照である｡また本尊国光のうね彫とも封

照的であり,饗化をつけてゐるわけであらうo

pl.28.第二十洞 北壁 光背 西部

pl.20の東部に封癒した光背西部,ならびに西壁の破損し

たさまをしめしてゐる｡光背の帯圏は,宙ろん,東部とおな

じである.坐併帯の坐俳は,みな本尊の方をむいてゐるO東

部では,かならずLも統一されてゐなかったのが注意され

るO光背のそとがはも東部と封膝して,ラ-に飛天,つぎに

終生天人があらはされてゐる｡囲放したばに西脇燐の頭光

の破損したさまがみえ,そのな 1め上には,尖扶寵の一部が

みえるOとの寵は大破するが,二悌並坐とおもはれるO東部

の二併並坐寵に封廠するのであらう｡そのう-は壁面が消

失するが,うつくしい脇侍の,からだのむきから判断して,

もとはやはり,東部とおなじ併寵があったものと,かんがへ

られる｡その他の細部はPl.42-49の詮明を参照されたいo

pl.29.第二十洞 北壁 光背 西部頭光

Pl.22に封臆する西部で,本尊右耳がみえる(Fig･23)｡そ

の尖端は,左耳とおなじく破損して,補修の泥がのこってゐ

る｡右肩のう-には,三つのまるい孔があること,左肩とお

盆じであり,あ くの方の,あら彫 りのぐあ弘もよくわかる.

耳のうしろには上下にこっの小寵がかさなる.いづれも尖

扶形のつもりだらうが,挨頻はない｡上寵は交脚傍,ゆたか

な,よくまとまった像で,もちろん昔時のものである｡獅子

が左右に侍してゐることは,交脚菩薩像に患患じである｡

下条は一層小さく,うちに拳手形の坐傍がある.

本尊大俳の,右肩にあらはされた衣文の彫 りかたが,よく

わかる｡(耳高2.46m)

pl,30.第二十洞 北壁 光背 西部 頭光 坐供

これは光背中心の蓮華文につ ぐ坐傑帯(p129)で,したか

ら第二の生傍である(Flg23)Oまる顔で目を払らいてゐる｡

ゆたか怠身段差をもち,衣は左肩を患ほ払,右肩にわづかにか

｣る式であるO稽定のかたちで,両方の抑指が山形をつくっ

てゐるo上身の比例はよいが,くんだ両膝は不自然に部あ

つい｡頭光はなく,拳身光の演上に,悪質の岩が水平にはし

ろのがみえる｡(像高 080m)

pl.31.第二十洞 北壁 光背 西部 内借坐俳

内外の火煩にはさまれて坐悌帯がある(Fig.23)o三角頂

には東部とおなじく,もえさかる火煩がある｡た ,ゞその中

心は彫 りとられて平面であるDしたに七曙の坐俳がならぶ

が,こ｣には,その二･控がみえ,つゞきはPl.32にしめされ

る｡二牌は,いづれも素朴な表現ながら,額容には毅然たる

ものがあるD(~下方像高 100m)

pl.32.第二十洞 北壁光背 西部 内借 坐俳と

脆坐供養天

むかって左に,坐憐三喋がならぶ(Flg32)O患なじ形式な

がら,多少作ゆきのちが弘がある｡ことに粛啓は,それぞれ

ちがってゐる｡しかし,いづれも眉,義,膚に共通した繊細

さと,するどさがあらほれてゐる(Pl.84B)oこれは,とな り

の抗生天人(pl.33,34A)にも通じることであるO(中央坐

像高095m)

Ftg,23

pl.33 第二十洞 北壁 光背 西部 内帯脆坐供養天

pユ.82にみたやうに,うへから第二の天人である(Fig.28)

胡路の雨足が,損じてゐる.章票を本尊の方にむけ,したをみ

てゐる｡こ人くい宴冠をつけ,その三角巾が,ていねいに彫っ

てある｡ 額の払いでた,ふ くよか忽藁表で,頻と顎がはってゐ

る｡眉目に,慧智的息か ビヤきがあり,隆鼻のしたには小さ

く彼妙な口があるO頭髪は,うね彫で明確にしめされ,友が

い耳のうしろにもつゞいてゐるo頭部の五倍艶勺な彫没に比

して,身視はや しにぷいO肩や胸はゆたかながら,合掌して
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蓮華をもつ両手,開腕はよわい.天衣のはしが,右肘からた

れて,ゆれてゐるが,それ はた のゞ緑刻によって,あらはさ

れてゐる｡(晩高1.02m)

Pl.34A.第二十洞 北壁 光背 西部 内背胎盤供養天

B.第二十洞 北壁 北背 西部 内蒋坐俳

A･Pl.33の天人のう-である(Fig23)B ゆたかな,まる

い辞で,払くい三面蜜冠をつけてゐる｡頭 も身硯も,お盆じ

くあさい彫 りである瓢が,Pl,83とことなってゐる｡頭髪は

彫ってゐないO ふせた日も眉も,うつくしいが,小さいロも

とは,賓に磯妙でみごとであるO頚はほとんと彫 らずに,す

ぐゆたかな肩になる｡左肩をさげ,合掌する手つきは,堂こ

とにつ しましいO胡距する雨足は,通例のことながら,下身

がねじれてゐるかに感じさせる｡この新は芸岡彫亥はミ最初

から,素朴な型をお 払 ,罵賓から出費したので患かったこと

をつげてゐる｡(像高1.00m)

B･Pl.32の坐俳である(Fig.23).蓑頭を左にむけ,右肩をあ

げ,身礎も左にむく束詩をしめしてゐるO密に,きすがある

のはあしいが,うつ くしい頚容である｡限案は,や しふ くら

ませ,目をふせてゐる｡ひいでた鼻と,小さいrjもとが,もっ

とも注意を払く｡頭光 はなく,馨身光のみが彫ってある｡

(像高 0.95m)

Pl.35･第二十洞 東壁 上部 供養天

むかって左に,光背の火煩があり,それに接して飛天があ

るDこれは穣存する東壁の最高所である｡飛天は西部のも

のと封麿するが,この石清では尊像三誰につ ぐ高浮彫で,壁

からとびださんばか りに力づよく彫ってある｡頭部が損じ

たのはおしいが,蟹冠をいた ゞいてゐたらしく,左耳のうし

ろに三角巾がみえてゐる｡

頭髪が左肩にそってたれてゐる｡また,風光の一部もみら

れるOまるまるとした身増で,右手をまげて胸におき,掌を

上にむけて花を盛った葦爺むさしげてゐる｡ その五指がは

っきりとあらはされてゐるO 腕の上将には,腕環があるが,

これにはまんなかにまるい節がつく｡左手はそとがはにの

ぼし,おなじやうに花を盛った聾 範を,な 1めにさ しげてゐ

る｡この手と指はみごとであるO 頚には中心のとがった板

状の頚飾をつける. 腰はひねって,雨足をひらいたま ｣,よ

こにたほしてゐる｡上身には,左肩から右脇にかけて,天衣

がな しめにか しろが,それにするとい線刻の僕があらはさ

れ,いかにもうすものをつけ,肉督雛てすいてみえる感じであ

るo天衣の両端は両肘から,両肩にそってうしろにまはD,

固 版 解 説 28-37

-方でははねあが り,他方では波うちながら,たれてゐる｡

その先端は,二又になってゐる｡Lf裳は腰で払きしめられ,

股間でかさねられて,足さきにいたるOすその簡潔夜波状

と,雨足に密着した衣文のさまがよくわかる｡ 量感にみち

た飛天で,第七,第八洞のそれより,はるかにいきいきとし

てゐるO(脆像高1A=Om)

PL36･第二十洞 東壁 上部 脆坐供養天

P185の飛天の足がみえるDそれに接して,胡舵の天人が

遷座にすわってゐるo 遷座は,年固形に浮きだし,その蓮雛

はう-にむかひ,左右にふくらみをつくったものであるo天

人は蜜冠をいたゞくD三両蜜冠で,正面には弦月形と三重

の園枚,わきには図枚の在かから綿をたらしてゐるo左耳

のうしろに三角巾がみえるD溺愛は,すとしづ ｣,たばにし

て,中央からわけてゐる｡な控,友がい髪が左肩のはしにた

れてゐるD本尊の方にむけた顔は大きく,かつまるく,損と

顎とがはってをb,顔がひいで ｣ゐるO眉と員は稼妙で,ロ

もとはひきしまってゐる.柔和ではないが,特殊なうつく

しさがあるO蔚はみじか く,ふとく,ゆたか忽肩と胸がつゞ

くO両腕さも をしくも拘大してゐるが,それを胸において両

手で供物をもってゐたのであらうO 胡抱の下身は上身とよ

く調和してゐるが,まとった裳と天衣とのさかひが,はっき

りしないo左肩から恵 しめにたれた天衣の衣文が,右足さ

きにまでつ ゞき,左足の衣文の線刻も,これに同調して身腰

に密着してゐるD

このむかって右に二倍の像があさく彫ってある｡Pl.35で

しられるやFl',T.東壁の坐憐寵に封する供養天であるO立

像は高鷲形で,雨足をひらいて立ち,両手を胸にあて,なに

かをさ1げてゐるO よく比例のとしのった彫刻で,傷はあ

るが,頗窄もうつ くしいO左肩からたれた天衣が,右の腰か

ら右足にまでまつはわ,左脚には,これと反封の傾斜をした

線刻衣文がつ くられてゐるO 開肘にか しった天衣が,繭わ

きから波状に患ってさがってゐるのが,印象的であるO頭に

は大きな国光をおひ,そのうしろにトト身のみの供葦天人が

たってゐる｡ これは,蜜冠をいた ゞき,小さい73:がらに正面

に弦月形をつけ,右耳のうしろの三角巾もあきらかであるO

顔はまろく,眉目がうつ くしいO両手は胸におき,急にかむ

さ しげてゐるらしho肘からたれた天衣が波うってゐるD

(像高1.40m)

Pl.37.第二十洞 東壁 上部 二俳並埜愈

Pl.36のすぐしたの壁であるOまんなかに二沸並坐寵(pl.
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38,39)がある.この寵のそとがはは,岩が大破し,左の価の

蘇,膝が滑空威してゐるOひらたい央挟寵で,友か くぼみの瑛

薪は入念にしあげられ,素文である｡扶端には虎頭がつ くO

それをうけて,柱頭と桂がある｡寵傍右翼には,上下に二倍

の脇侍があらはされるOしたは菩薩立像,ラ-は胡流の坐

像(pl.40A,i)｡ほかに,扶額のう-に二骨笠と,昆危坐像のう

しろに-鰐とがあるo以上五礎は,いづれも弘きしまった怒i

容が共通してゐるO二俳並坐寵のしたには東脇俳の園光の

唐草がみえ,これにつゞいて,そとがはに小さな尖洪寓があ

って,そのう-に二俳並坐寵 (pl.38)があるOそのそとがは

にも尖洪寵がなかばのこり,j兵端に虎頭がみえてゐるQこ

れも二梯並坐らしく,右の憐だけが,からうじてのこってゐ

るOこのあた りの岩質は良好で,彫刻はこまかい畳ほ でゆ

きとゞいてゐる｡(寵高 14=Om)

pl.38.第二十洞 東壁 上部 二沸立巨一堂嘉

左の俳は左肩,左わきが損じてゐるが,もとは二俳とも寵

vlつほいに彫ってあったことがあきらかであるOともに同形

式で,衣は左肩をつ しみ,右肩に衣端がわづかにか ＼る式で

ある｡挙手形だが,衣端をとる左手は,一方が手くびをたれ

てゐるのに封し,一方は手くびをたて ｣ゐる.二価が,たが

弘に身礎をよせてゐるのは,祁かた りあふがごとく,いかに

ち,多蜜俳と鐸迦俳との脅合と息もはれる｡扶端の虎頭は,

大き73:目,角,耳,払らいた口が入念に彫ってあって,力はな

いが,うつくしい装飾 であるO柱頭は藤屋らしVlが,いまは

下年分をか くOたてにうね彫をつくってゐる. 寵傍の脇侍

立故は,右手を胸によこたへ固形のものをもち,左手をたれ

て水瓶をもつ.三両資冠をつけた頭も顧客もうつくしい｡

寵のしたにある二併並坐の小寵は,うへの寵の雛型とも

かんが-られる｡寵傍には,わわあ弘に大き恵脇侍が,半身

をあらはしてゐる｡(像高097m)

p139.第二十洞 東壁 上部 二俳並坐姦 右坐俳

ゆたかな身惰ながら,肩はまるくして,な しめにさがって

ゐるOそのため脇のしたも,さほど誇張して彫 りとます,息

だやかな姿態になってゐるO あげた右手は指の関節,掌の

ふ くらみを入念にあらはす｡表文は細矯な平行線で階段状

と怠 り,身確に碑着する.上衣の折 りかへしには,例のごと

くジグザグ文がほどこされ,これは右肩からな しめにたれ

て,右肘のうしろをまはり,右肩にいたるO顔はまるく,顎

がとが t),眉間に日義の彫 りがある｡やさしい眉目をしめ

し,形のよい鼻とうつ くしい口もとがあらはされてゐる｡

本尊光背の坐傍とは,まったく別の作風で,賓に柔和である｡

(像高097m)

p140A.第二十河 東壁 上部 二俳並坐愈 右脇距坐

供養天

B.第二十洞 東壁 上部 二輪並坐愈 右脇倖

A 桝審【のカァヴにそって三倍の供養天人が本尊の方に

むか払,供物をさしけてゐるo胡抱の天人は,頭と身皆賃との

比例がよくできてゐて,身礎をまへにかたむけ.爾手を胸に

おき,手さきにまるいものをさしげてゐるDおそらく,蓮華

であらうoその手ははっきりと浮きだしてゐる｡ 三面蜜冠

のしたの髪かたちもとしの払,ゆたか怒滴と顎のある頚容

には,ひいでた鼻,ふ くらんだ限案,愛らしい口もとがあり,

ていねいな彫 りがうつくしいOうしろの小さい立像は高撃

形で,意容はとしのってゐるO 陶にあげた右手は,ながい唐

草をさ1げてゐるD さらに,むかって右に,高鷲天人の半身

がみえる｡ これは,胸にあげた右手に,蓮華の雷をもってゐ

る｡(扱高 068m)

B.寵傍の右脇侍立像であるO これも身音量と頭との比例

がよくとれてゐる｡賓冠の中央に,弦月形と国枝があり,よ

こにも図枚があるが,その中間に,また小さい園枚がはさま

ってゐるO 三面宝冠の一種であるOまるい顔は眉目が遮々

しく,口もとはするといO雨足を左右にひらいてゐるが,股

間にするどく彫 りこんだ掌のあとがあきらかであるO裳の

表文は左右の斜線からなるが,腰のあた り,裳の上線がはっ

きりしない.この表文では,裳を左右からまいて,まへであ

はせたやうであるO右手は胸におき,掌上に大きなまるい

ものむさ｣帆 左手はたれて水瓶をさけてゐる.扶端の桂

頭部,および杖がよくわかる｡(俸高072m)

pl,41A.第二十洞 東壁 上部 二俳並坐姦

73 第二十洞 東壁 上部 俳坐像

A.東脇俳の国光のそとがはにある央瑛寵で,二価並坐

であるOきはめて小さい像ではあるが,こまか く彫ってある

のは興味ふかいD 篤傍の脇侍は,上身だけで,か-つて大き

いO頭部のほか上身ははっきりあらはしてゐない. 胸にあ

げた右手のさきは,ねじれて,したをむいてゐる｡

B. 北壁東端の,最高所の壁は,急に-持して南にむきを

かへてゐるO左に飛天の手足がみえ,それと直角になった壁

に小生俳がみえる｡寵形なく,単身光につ ＼まれた稽定形

である｡ほかの石窟では,天井に接して坐併列があるが,こ

れはその一つであるらしい.身鰐はや しきゃしゃで,左の肩
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のひくいのが目につく｡衣は左肩をつ 1み右肩に衣端がか

1る式である｡昔初のものであることはまちがひない｡賓

壇があD,中央に香臆があり,左右二碍づ Lの供養老があさ

く彫ってあるO むかって右は倍,左は男子らしいが,天人形

ごあるのはめづらしいo

pl.4=2.第二十洞 西壁 上部

火焔光背の西がはには,壁の頂上に飛天があり,そのした

に晩生の供養天人がゐるOこれは東部とまったく封艦的(Pl.

35)であるO囲版左下隅に尖扶桑の一部がみえるが,これも

東部の二併並坐寵に封癒するOこのあたり立像や距坐の供

奉天人像が散見するが,方向は二種からなるO 火焔にちか

い方は,大併本尊の方をむき,他は反封の方をむいてゐる｡

西がはの壁が大破するが,もとはこれらの供聾者に封する,

併寵のあったことが暗示されるO(上方距坐像 1132m)

I)1.43.第二十洞 西壁 上部 供養天

飛天は,三7iT一褒冠をつけてゐる｡賓冠の正面,園板のうへ

に弦月形がはっきりみえる｡ 曇る顔で,髪をすこしづ ｣菜

にし,中央からわけてゐる｡払いでた鼻,うつくしい口もと

だが,やさしい眉目の彫 りは,したの供蚕天人たちとちがふ

のが目につくO 左手をまげて胸におき,掌に蓮華を盛った

華寵をもってゐる O右手はよこにのばしてゐるが,おしいこ

とに,壁の破損で手さきがかけてゐる.上身はたて ｣,胸を

つきだし,下身ははらばふ姿勢で雨足をよこた-,うしろに

払く｡右足をや 1上にして,左足の路に右足の指をあてる

かたちは,微妙でおもしろいO腹からしたの岩が破損して

ゐるが,たかい浮彫であることがよくわかるo天衣は肺に

か しわ,背後にまはること通例のごとくであるが,左肩か

ら左肺にそった部分 には,折 りか-しのジグザグ文があり

目をひく｡蜜L節は板状で,中央に珠が-つきが少,両腕の上

勝には腕環があるO

飛天の足のしたには,西むきの供養天人が教牒みられるO

-番 うへの,もっとも小さい天人は,上身をな しめにたほし

てゐるOそのしたに賓珠光背をつけた天人が立つoこの二

鰻の天人のうちがはの曲線は,/尖横形の扶額の一部である

ことがわかるから,この天人のグルウプ,すなはち園版左下

隅の二牒むくはへた四昏豊(pl.4=5)は,脇侍および供養天人で

あることがあきらかである｡(脆坐像高 132m)

pl.44.第二十洞 西壁 上部 脆坐供養天

飛天のしたにこの院生の天人があるOかなり凸出した墓

図 版 解 読 38-46

座は,下部に粗悪な岩層があり,大破してゐるO頭も身硯も

ゆたかで,肉鰭のしなやかさが,岩質の良好なのと#1まって,

十分に聾挿されてゐる｡上身にくらぺて下身が不自然に小

さいのは,したのわるい岩をさけて,像をしあげたからであ

らう｡三両蜜冠は入念に彫ってあるO正面に,弦月形と図枚

があり,図枚は外線に繰刻,中心にまるtJl突起がつ くO頭髪

Lはまんなかでわけられ,一つづ ｣が牙をならべたやうな,す

るどさがあるD耳のはしに大きな張飾がたれてゐるOはり

きった,曇る覇で,眉も鼻もつよく,限案をふ くらませて,ほ

そV,沢を繰刻でいれてゐるO風化のすくない,みごとな製

作である｡頚はふとく,みじか く,よこの方は顎のしたから

肩の練になってゐるO両手で大きな華範をさしげてゐるが,

その指も,一々いきt(,きとあらはされてゐる, 肺はまるま

るとふとい｡衣文は単純で,左肩からな ＼めに,線刻の天衣

がほどこされ,それが腰をあほ払,雨足をつ しんでゐる｡肘

に天衣がか 1って,したにたれてゐるが,あまわ目だ ｣ない｡

この像と火焔とのすきまに,小形の路盤天人があり,やは

り本尊の方をむいてゐる｡手をあはせて合掌し,頭にはひ

くいながら冠をいた ゞく｡顧客の特色は,よこの天人とお

なじであるのに注意されたい｡たてた左膝が不自然に小さ

いのは,星間が患いからであらうo(像高 1･32m)

pl.4.5.第二十洞 両壁 上部 俳寵 左脇 供 養者群

pl鵜でみたやうに,西がは怖寵の左脇侍三鰐であるOま

んなかの像はや し大きい｡めづらしく剃髪形のまるい頭で,

左手は陶にあて ｣なにかをもち,右手はたれて水瓶をもつ｡

水瓶はゆがんでゐるO頭がや し大きすぎ,バランスをやぶ

るが,ふとった身膿はどっしりと安定がよいD囲光の頂に接

して洪額の縁の一部がみえてゐる｡したがって,むかって左

は寵内にあた り,そこに左脇侍菩薩が立ち,その足下には傑

贋が躍据してゐる｡傍億のしたには,宴壇の一部がみえるD

この脇侍は三両蜜冠をt'1た どき,華麗な頚飾をつけてゐるo

胸ま-に合掌し,蓮華やうのものをもってゐるO 柔和73:彫

刻である｡(僧形高 095m)

pl,46.第二十洞 西壁 上部 二併並坐蔑

むかって右に,火煩背があり,中央したに西脇侍俳の国光

があるO風光は,一部しかのこらないが,坐俳帯のそとに三

丈の牛パルメット唐草背がある｡ この唐草帯の中央に,尖

洪形二梯並坐の′ト寵が,なかばのとってゐるのは注目され

る｡これは,あきらかに常初から,風光の頂鮎に,唐草文帯

をきりこんで彫られたもので,のちの過剰ではない｡しか
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し,東脇侍俳の頭光にもそれよりはやく,もしくはそれと同

時に,彫られたとおもはれる′ト悌寵(pl.37)があるOしてみ

ると,これも偶然に,この位置に,くひこんで彫 られ ること

になったのかも知れない｡ この小寵の東わきには供葦天人

が二錯ある(Pl,49A,B)0

さらに西がはには半壊の尖扶寵(pIA=8)がある.この寵の

束わきには路盤の供葦天人二鰐(p1.47A)が上下にある｡し

たの天人と背中あはせに路盤する天人は,火格の方をむい

てゐる｡つまり北壁本尊に供養する(Pl,4773)のである｡

(内側脆坐像高 1.05m)

Pl.47A,第二十洞 西壁 上部 二俳並坐寵 姫坐供養天

B.第二十洞 西壁 上部 脆坐供養天

AIPl.46にみたごとく,二燐の並生寵に封する供養天

人であるO-鰻は禽側に接し,-鰭はその友 しめ上であるO

二環とも患なじ姿勢をしてをり,両手を胸において,まるい

ものを芸 人げてゐる｡うへの像は頭髪をあらはすが,した

の像はあらはしてゐない｡(像商095m)

B･これはPl.46にみたごとく,北壁本尊に封する供養

天人であるo豊満な身硯で,両腕はほそいo合掌形である｡

身髄の比例はよくと のゝってゐる｡ あさい蜜冠のしたの頭

髪はつよく彫ってあるO(像高1.05m)

Pl･48･第二十洞 西壁 上部 二俸並理念 左埜倣

Pl･46にみたごとく,西脇燐のう-西にあるD共扶寵で,

出 土

1939年と1940年の番地にともなふ尊掘でヱH土したものが

大部分であるが,それまでに散乱してゐたもので,こ ｣にあ

っめたものも若干あるOそれを第六洞ま-の西客殿にいれ

てゐた｡しかし,まだその断片を精査しないうちに,調査が

うちきられたから記 録 はまったくと｣のってゐないDた ゞ

目ぼしいもの し渇虞が,手もとにあるので,Ll1土品の一般を

知 らせるため,こ 1に掲載したQとくに,こ2=わらないもの

は,みな曇曜五清 の内外で出土したものであるO大部分は,

第二十洞ま-の.封土であるが,普-の堆積士をとったとき

Eil土したものもある｡洞内に散在してゐたもの,民家の壁

中にあったものもある｡費掘の詳細については最後の第十

五巻に記すつもbであるo
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いまは半ばしかのこってゐ患いが,もとは二悌並坐寓にち

がひない｡左横端に獣頭と,そのしたの篠座がのこるが,秩
原に彫刻はない｡左燐は右肩に衣端のか しる衣制で,右手

をあげてゐるのがほゞわかるoまる頚に眉目,鼻,膚を明快

にほわ,厳粛な表情をしてゐる｡下半身は患しくも損じて

ゐるD二併並坐の寵としては,東寵(p138)と相照臆してゐ

るのである｡

Pl.49A.第二十洞 西壁 上部 二依並坐愈 左脇供養者

B.第二十洞 西壁 上部 二俳並坐姦

A･Pl.46にみたやうに,西脇侍囲光唐草の中心部には,

尖洪形二俳並坐寵があり,その東むきには,矩形の銘直があ

り,練刻の文字があるO

[コ[コロ及 知
?

識 造 多 ､ ､､宙o

B･ この文字にならんで高鷲形の供養天人がみえる0両

手に,大きなものをさ＼げてゐる｡衣端のやうにみえるが,

供養の花であらうかOさらにつぎのやうな文字を三行に紙

剤する｡

悌 弟 子 □ □Q

恭 七世 父母o所

生 父母 □ □O

つ ゞいて頭をまげた供養者が抗生するo頭巾らしいもの

をいた ゞき,襟をあはせた衣をまとひ,両手で大きな果資の

やうなものをさしげてゐるo

断 石

Pl.50A-Ⅰ.俳菩薩天人 頭部

Aは燐 ,Fも俳,その他は菩薩もしくは天人であるO悌頭

(F)はもっともふつうの燐で,背後の岩つきが大きくかきと

られてゐる｡ それに封し,悌頚(A)はほとんど岩つきがj5:

く,まった くの丸彫のやうにみえるO悌頭(F)はよくと｣の

った丸頚であるが,目は簡素で,た 一ゞ本の測線である.

B'C,D,E はみな賓冠のない天人であらう.そのうち天

人戻部 (B'C)はあさいざ字彫で,な しめむきであるから,供

養老群像の一部であらう｡ とくに,頭部(C)は頚が童意で,

頭髪がうねってゐるやうすは,天童形を暗示してゐるO天人

頭部(D)は眉薬の大きな,目のうつ くしい,口の磯笑のはっ

きりした,特色のある彫刻であるQ



G,ILIは小さい供養者たちの頭部である｡蜜冠のあるな

しでいへば,Gは菩薩,他は天人となるO第十六洞明窓の供

寵など(本書,第十一巻,pl,51,55,56)をみると,か ういふ天

人供聾者のあるぽしょがわかるo AからFは冨岡前期,そ

れにくらべると,G,H,Ⅰの三つはや し時代のさがるもので

あらうo

pl.51A-E.俳菩薩天人 胸部 と手

TSとEとはあきらかに擁,たぶん坐俳であらう｡どちら

ち,衣文が立憎的であるのが特色で,第二十洞の三尊 (pl,4)

にや しちかい｡そのうち前者は猫立像であるらしいのがめ

づらしく,後者はかな り大きな左の手くびであるOたぷん,

衣端を掌上にのせてゐるのであらうO

菩薩(A)は,あきらかに篤傍の小便であり,天人 (C)(D)

は供養者群の合掌像であらう｡菱,さい浮彫であるo

Pl.52A-C.飛天 頭部

飛天(A)揺,撃がよこに患ひいてゐるので,飛天とみとめ

るのであるが,胸に琵琶をあて,右手でこれを奏してゐる｡

いま,大破した碓定燐の払ざが,これの直上に接してゐるの

は,この際石の所在を,きめるかざになるとおもふ.飛天

(B)と(C)とは,た ゞとんでゐるだけの天人であるが,像が

大きく,断石も大きいのは,天井からの落岩でないかとおも

はせるに充分である｡前者は全長108mである｡

pl,53A-C.*&

これらは,みな第二十洞のま-から蓉祝されたが,Aは俳

名基底の俗人供養者であることはあきらかで,服装はきま

った式であるo相むかった男女の-封像であるのが,めづら

しい. 13はあさい合掌の供養菩薩である｡そのゆたか恵肉

づげと,ナイイヴな表情とをみれば,第二十洞壁面の像であ

ったこ2=がよくわかる(PI.44)D局在者も,たぷん,第二十洞の

壁面にあったのであらう｡

これに反し,Cの俳寵は雲岡後期の特色をもち,あきらか

に第二十洞本葬のものでないOそのうへ四方がきbとられ,

あっさも-荒して,完結してゐる｡どこかに,はめこんだや

うな板であるO 坐俳をおさめた尖扶寵で,よくと｣のって

ゐる｡脇侍が左右にたち,合掌供養者が秩上にあ り,最上層

には千俳をあらはす小悌寵がある｡内衣のひものたれない,

かけもの蓉蓬しない第十六洞内の詩集(本書,第十一番,pl.

105)をみるやうな感じである｡

図 版 解 詮 47-56

1)1.54A-F.千体翁と光背

みな長曜五清ま-からでたものであるO大小さまざまあ

ってどこのものとはい-ない｡たゞEの大部分は外壁の小

悌寵の式である｡そのうち,無名の千俳も左遷掛1コ央にみら

れる.Eの左下隅は寓傍の供養潜像であらう｡第十八洞明

忠(本書,第十二懸,P181)などにみられる式である｡

光背(F)は,や し青味を患びた轍培な石で,その鮎からも

特敏ははっきbしてゐるが,その所在は不明であるO 外在

の火焔がみえ,内直の坐悌列がみられる｡

pl.55Al.手 と蓮華

左手(A)は,か怒 り大き在菩薩像の,胸にあげた手とおも

はれる｡右手(73)は第十八洞からでた｡おそらく第十八洞

内西部十大弟子上列西端の手(本書,第十二巻,pl136)であ

らう｡胸にあげた手で衣端をもってゐるのであらう｡指は

ながくうつくしい｡右端に田相になった衣がのこってゐる

から,恰像であることが,との鮎からもわかる｡左手(C)ち

胸にあげ,衣端をもった手である｡ 上下の位置は,詰虞の反

封と恵もはれる｡

蓮華の断石はみな大きく,たぷんは,天井の一部分と潜も

はれる｡いづれも複裾のみごとなものぼか Dであるo蓮華

(F-I)は第十五洞まへの民家に,ぬ bこめられてゐたもの

である｡

Pl.56A-F.獣形

育巨頭(A)はP1,54の真率(F-I)とともに第十五洞ま-の民

家にあったものである｡ある弘は第十五洞天井 (本書,第十

一巻,pl,38)の一部とみてもよtrtほどに,作ゆきはちかいO

彫 りのふかさもほ 似ゞてゐるO龍頭(C)はもっと正常違約で,

単純であるが,挑発の一部で,第七,第八洞明窓秩端の龍(杏

普,第四怒,Pl.90,第五巻,P185)をおもはせる.前者よDも

一段と古いであらうO秩端寵形(r')は大きな角,まがった鼻

をもち,一種猫特の顔だちであるO前脚でたち,胴は抜染に

なってゐる｡平面的な彫刻である｡ 挟端虎頭 (D)は前者よ

りはや しふかい浮彫,生き生きとし,そのう-に鉄原の坐節

が-苛みえるO 第十六洞あた りの悌禽摂端 (本書,第十一

番,pl.55)にみる形式である｡もちろん獅子といってもよいo

獅子(E)はや ｣異例である｡おなじ砂岩に彫ってゐるけ

れども,たぶん時代のちがふ遼以後のものであらう｡獅子

(F)は交脚陳のあきにうづ くまる獅子である｡ ほとんと丸

彫の頭で,第十六洞にも好例(本書,第十一巻,pl.78)がある｡

牙をだし,目をむき,ふつうの形式であるが,とくにまんま
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るいのが,この像の特色であらう｡

pl.57A-D.断石各種

断石(A)はあきらかに第十洞前宝北壁門口わき(本書,寡

七馨,pl.25,Rub.VN)の一部であるO 下層と併俸苛とむむ

かつ運輸背であり,そのうへに門口門番の蓮華が,一部のと

ってゐるOとともに,むかって左端には,門口むきの唐草支

帯がある｡

断石(B)は第九,第十洞の門口あた bにみる,唐草支帯と

同様である.はたしてどこにあったれ いまきめがたいが,

環に患った唐草の蔓,その急かに童子が跳躍してゐるO

断石(D)は葡萄唐草支帯である. これは第十五洞ま-め

民家からでたが,この唐草文苛は第十五洞天井の梁(本書,

第十一番,Pl.38)に一致するO上端にのこる渦文も龍形の一

部と解揮すれば,これが第十五洞の天井であったことは:･ま

すますあきらかに怠るO

断石(C)は梯寵の一部であるD上条は交脚菩薩｡下衆も

楯挟寵の頂上 三角と葱頭とのかざbらしいO按式は,や し

蟹達した後期式で,第十七,第十八洞門口あたb(本書･第十

二審,p14=,87)にみる怖寵の形式であるO
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